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１． 会 長 挨 拶

東京都立葛西工業高等学校

校 長 平 林 博

会員の皆様方におかれましては、 益々 ご健勝のこととお喜び申し上げます。 日頃よ り本研究会の諸

事 業 に ご 理 解、 ご 協 力 を 頂 き 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す。

さ て、 私 こ と、 平 成 ２ １ 年 の 埼 玉 大 会 に お い て 会 長 と し て 承 認 し て い た だ き、 就 任 し １ 年 が 経 過 い

た し ま し た。 こ の 間、 会 長 職 の 責 任 の 重 さ を ひ し ひ し と 感 じ て お り ま す。 役 員 の 大 久 保 健 先 生 を は じ

め、 関係役員の皆様も本当に ご苦労様で した。 また、 今年 の３月 に「２級建築 施工管理技術 検定試験」

の関係で各関係機関と協議 し、 国に要望という形で働きかけも行ってまいりました。

さ て、 第 ６ ０ 回 福 島 大 会 は、 記 念 す べ き 本 会 創 立 ６ ０ 年 を 迎 え る 大 会 で し た。 人 に 例 え る な ら 還 暦

を迎えたということです。 福島県の先生方の ご協力のもと素晴ら しい大会になりました。 今年は 「身

近に 感じさせる建築教育～生活体験を通 して～」 というテーマで した。 この言葉を聞いたとき、 建築

教育が次世紀に向け、 まさ しく環境をテーマに見据えた建築教育の重要性を感 じました。 未来へはば

たく子供たちにも明るい未来を担保 し、 元気よく生きていくためにも建築教育が果たす役割はますま

す 重 要 に な っ て い く も の と 考 え ま す。 そ の た め に も
、

次 の こ と を お 話 し た い と お 思 い ま す。 そ れ は、

建築は全ての技術の集大成の学問であるということです。 建築を創る上においては様々な技術を融合

し、 共 生 し、 各 部 品 を 合 体 し 完 成 す る も の で す。 そ こ に は、 土 木 技 術 が あ り、 機 械 技 術 が あ り、 電 気

技 術 が あ り、 情 報 技 術 が あ り、 電 子 技 術 が あ り、 そ れ ら を 総 合 的 に ま と め て 創 り あ げ て 行 く と い っ た、

ま さ に 総 合 的 な 技 術 の 集 大 成 が 建 築 な の で す。 現 在、
東 京 の 墨 田 区 押一

ヒ地 区 で は 東 京 ス カ イ ツ リ ー が

６３４ （むさ し） ｍを目指 して建設中 です。 「身近に感 じさせる建築教育」 というテーマを聞いたと

き、 東 京 ス カ イ ツ リ ー を ふ と 思 い ま し た。 皆 さ ん も ご 存 知 の 通 り （電 波 塔 は 東 京 タ ワ ー （港 区） ・ 西

東京 タワー （西東京市） にあります） 世界一 です。 素晴 らしいことではありませんか。 基礎部およ び

低層 階が鼎 立であり、 ３ 本柱 が基礎 であり、 上層部 にあがるに従って円筒に変わるという画期的な デ

ザ イ ン で す。 日 建 設 計 ・ 大 林 組 ・ 大 成 建 設 の 共 同 工 事 で す。 ま た
、 副 題 に も あ り ま す 「～ 生 活 体 験 を

通 して～」 いわゆる 最先端技術 （ハイ テク） ばかり でなく、 基礎・基本を重視 した技術 （匠） ・伝統

（五 重 塔） も 併 せ、 新 し い 技 術 と 伝 統 技 術 の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン で す。 こ れ か ら は 世 界 に 発 信 す る 日 本

の シ ン ボ ル タ ワ ー と し て 経 済 効 果 は 大 き く 期 待 さ れ る こ と と 考 え ま す。

結 びに第６０回福 島大会では関係 各校の皆 様には大変お世話 になりま した。 今後も、 東日本建築教

育研 究会の発展 のため、 会員 の皆様の益々の 発展と ご健勝 を祈念 し、 挨拶 に変 えさせていた だきます。

東日 本建 築教 育研 究会 １
建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０．１１



２． 平 成２１ 年 度 事 業 報 告

１， 総 会 ・ 研 究 棚 議 会 の 実 施

期 日 ： 平成２１年７月３０日（木）～７月３１日（金）

会 場 ： ラ フ レ さ い た ま

〒 ３３０－００８１ さ い た ま 市 中 央 区 新 都 心 ３ － ２

ＴＥＬ（０４８）一６００－５５０５

１） 開会式

２） 総 会

３） 研究協議１（分科会）

４） 夕食会 （教育懇談会）

５） 研究協議ＩＩ（研究発表及 び分科会報告）

６） 講 評

７） 閉会式

８） 研究視察

製 図 ・ 計 画 ・ 法 規 ・ 構 造 ・ 施 工

２， 夏期研 究協議 会 （構 造分科 会主催）

内 容 ＣＡＤによる 問題作 成講習 会

期 日 平成２１年８月６日 （木） ～８月７日 （金）

会 場 安 田学園 高等学 校 パソコン室

担 当 構造分科会 高橋 裕 （神奈川 県立 神奈川 工業高等学校）

３． 建築系高校生徒体験実習

期 日 平成２１年８月１７日（月）～２０日（木）

会 場 冨士教育訓練セ ンター

担 当 資格取得推進委員会 秋山 竜二 （東京都立総合工科高等学校）

４． 理 事 会 ・ 委 員 会 等 の 開 催

会の構成

１） 理 事 会 役員・都道県理事で総会開催日に年１ 回開催予定

２） 常任理事会 役員・常任理事で年３回開催予定

３） 主 査 会 役 員 の う ち 会 長 ・ 副 会 長 ・ 主 査 ・ 委 員 長 ・ 事 務 局 長 ・

会計で年６回開催予定

４） 各種委員会 分科会・委員会の長の召集により開催

５） 刊行物

①建築教育ニュース２００９年号 （１２月 発行）

②会員名簿 （８月発行）

③各種参考書

５． コ ン ク ー ル ・ 作 品 展 示 等

第２８回製図コ ンクール

生徒作品展７月３０日 （木） ～７月３１日 （金）

６． 平成２１年度生徒表彰

申 し込 み 平 成２２年１月３０日 要綱は建築ニュースに同封

７． その 他 関 係諸団 体との 連絡調 整

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０，鍋
２ 東日本建築教育研究会



３． 平 成２２年 度 事 業 計 画

１． 総 会 ・ 研 究 協 護 会 の 実 施

期 日 ： 平成２２年７月２９日（木）～７月３０日（金）

会 場 ： 御宿 「東 鳳」

〒９６５－８５８８ 福島県会津若松市東山町大字石山字院内７０６

ＴＥＬ： （０２４２） 一２６－４１４１

１） 開会式

２） 総 会

３） 研究協議１（分科会）

４） 夕食会 （教育懇談会）

５） 研 究 協 議 ＩＩ （研 究 発 表 及 び 分 科 会 報 告） ： 製 図 ・ 計 画 ・ 法 規 ・ 構 造 ・ 施 工

６） 講 評

７） 閉会式

８） 研究視察

２． 豆期研 究棚議会 （施工分科会主催）

内 容 大工道具の手入れと使用法についての講習会

期 日 平成２２年８月５日 （木） ～８月６日 （金）

会 場 宇都宮 日建工科専門学校

担 当 施工分科会 丸山 悟 （東京都立田無工業高等学校）

３． 建築系高校生徒体験実習

期 日 平成２２年８月２３日（月）～２６日（木）

会 場 富士教育訓練セ ンター

担 当 資格取得推進委員会 小沢 宏 （東京都立総合工科高等学校）

４． 理 事 会 ・ 委 員 会 等 の 開 催

会の構成

１） 理 事 会 役員・都道県理事で総会開催日に年１ 回開催予定

２） 常任理事会 役員・常任理事で年３回開催予定

３） 主 査 会 役 員 の う ち 会 長 ・ 副 会 長 ・ 主 査 ・ 委 員 長 ・ 事 務 局 長 ・ 会 計 で

年６回開催予定

４） 各種委員会 分科会・委員会の長の召集により開催

５） 刊行物

①建築教育ニュース２０１０年号 （１２月発 行）

②会員名簿 （８月発行）

③各種参考書

５． 全国 高校生建築製図コ ンクール

第２９回製図コンクール 応募期間は要項をご覧く ださい

６． 平成２１年度生徒表彰

申 し込み 平成２３年１月 末日 要綱は建築ニュースに同封します

７． その他 関係諸団体との連絡調整

東日本建築 教育 研究会
３

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０
，１１



４． 平 成２２年 度 役 員 名 簿

（校長）東京都立葛西工業高等学校博平 林長１ 会

福島県立会津工業高等学校 （校長

神奈川県立磯子工業高等学校 （校長

千葉県立東総工業高等学校

東京都立墨田工業高等学校

東京都立田無工業高等学校

雄

史

聡

茂

慈

幸

博

良

生

藤

島

野

原

二羽

後

小

沢

米

２ 副 会 長

東京都立葛西工業高等学校

東京都立葛西工業高等学校

隆

悟

鈴 木

遠 藤

３ 事 務 局 長

計４ 会

【会 長 副 会 長 ・

和

星

服

前

丸

大

千

池

菅

田

野

部

田

山

鷲

葉

上

原

秀

隆

邦

久

樹

浩

潔

悟

徹

雄

彦

法

主 査 ・ 委 員 長 ・

（北 海 道 ・ 帯 広 工）

（群 馬 ・ 高 崎 工）

（千 葉 ・ 市 川 工 ・ 定）

（東 京 ・ 蔵 前 工 ・ 定）

（東 京 ・ 田 無 工）

（東 京 ・ 総 合 工 科 ・ 定）

（東 京 ・東 工 大附 科技）

（大 会 事 務 局 ・ 会 津 工）

（全 高 建 協 ・ 葛 西 工）

事務 局長 ・会計 は兼任】

齋

芳

大

米

小

高

雨

田

藤

賀

橋

川

林

野

宮

口

延

正

誠

勝

秀

行

夫

勤

俊

次

広

章

光

学

（栃 木 ・ 宇 都 宮 工）

（埼 玉 ・ 川 越 工）

（東 京 ・ 蔵 前 工）

（東 京 ・ 墨 田 工 ・ 定）

（東 京 ・ 総 合 工 科）

（東 京 ・ 日 工 大 駒 場）

（山 梨 ・ 甲 府 工）

（次 期 大 会 事 務 局 ・ 磯 子 工）

５ 常 任 理 事

別
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ー

ー

ー

ー

ー

ー
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・
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ー

合

ー

工

工

エ
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総
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路
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無
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咋
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福
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長
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一
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田
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工

工
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形
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田
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真
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小

新
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文

一

一

広
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浩

之

人

秀

一

志

秀
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恒

秀
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浩
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政

保
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政

田

川

岡

藤

野

口
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江
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道
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木
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知
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奈
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宮

山

栃

埼

千

神
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富

福

愛

事理県府道都６

東京都立蔵前工業高等学校 （定時制

千葉県立市川工業高等学校 （定時制
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孝 一 （市 川 工）

田 幸 男 （大 宮 工）

１ 中 正 仁 （館林商工）

［ 山 昇 （大 宮 工）

・ 嶋 計 一 （宇 都 宮 工 ・ 定）

１ 口 元 朗 （前橋工）

委員 長 小 島 聡 （東総工）

関 茂 雄 （東総 工）

１営 委員会 委員長 ：塩 澤

木 浩 之 （小山 北桜）

平 柳 政 幸 （日 工大 駒場 高）

林 祐 介 （京葉工）

田 辺 登 （昭 和第 一学 園）

鷹 野 正 明 （向 の岡 工・ 定）

吉 村 公 利 （春日部工）

渡 邊 恵 一 （小山北桜）

遠 藤 啓 史 （京 葉工）

泰 （関東 第一）

田 口 学 （磯子工） 筒 井 斉 （神 奈 工定）

本 政 美 （昭 和 第一 学 園） 福 島 勝 （日 工 大駒 場 高） 萱 沼 俊 一 （石 巻 工〉

藤 史 晃 （今市工） 森 嶋 真 一 （峡南）

井 良 明 （甲府工） 竹 田 基 （熊谷工）

井 和 幸 （新発田南）

吉 本 正 樹 （高崎工）

木 宏 道 （前 橋 工定） 江 原 聖 直 （大 宮 工）

田 明 広 （市 川 工） 岩 瀬 政 利 （市 川 工・定） 米 原 良 慈 （田無 工）
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祐 介 （京 葉工） 吉 村 公 利 （春 日部 工）
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１０ 製図コ ンクー
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菅 谷 太 郎 （春日部工）

昭 （第１８代会長） 岡 田 義 治 （元委 員長）

功 （第２１代会長） 佐 藤 則 夫 （第２２代会長

１２ 広 報委員会 委 員長： 榎 本 吉 晃 （安田学副

☆佐 々木 英 治 （向の岡工）

１３ 顧問 及び参 与

● 顧問 北 島 敬 己（第１６代会長） 原 田

佐 藤 清 親 （第２０代会長） 能 智

● 参与 土 田 裕 康（元副会長） 松 井 貞 二（元副会長） 大 間 俊 彦（元委員長）
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５． 平 成 ２ ２ 年 度 総 会 ・ 研 究 協 議 会 報 告 福島大会事務局長

福島県立会津工業高等学校

池 上 邦 彦

１
． は じ め に

東 日 本建 築 教 育 研 究 会 も６ ０ 周 年 を 迎 え、 人 間で い え

ば 還暦 と い う 記 念す べ き 「東 日 本 建 築 教 育 研 究 会 ・ 総 会

並 びに 研 究 協 議 会」 が、 福 島 県 会 津：若 松 市 「御 宿 東 鳳」

を 会 場 に 行 わ れ た。

会 津 工 業 高 等 学 校 の 羽 二 生 幸 雄 校 長 を 実 行 委 員 長 と し

て 福 島 県 下 ５ 校 が 協 力 し て 大 会 運 営 を 行 っ た。

２． 本 研 究 会 の 目 的

本 会 は 工 業 教 育、 特 に 建 築 教 育 に 関 す る 研 究 を 行 い、
そ の 向 上 改 善 を 図 る と 共 に、 相 互 の 連 絡 を 密 に す る こ と

を 目 的 と す る。

３． 日 程 ・ 会 場 ・ 参 加 人 数

日 程 ： 平 成２２年７月２９日（木） ～７月３０日（金）

会場 ：御 宿 東鳳 （会津 若 松 市 東山 温泉）

参加 人 数： １ ９ １ 名

（内 訳 会 員 １ ５ ４ 名、 賛 助 会 員 ２ ５ 名、

特 別 参 加 ２ 名、 来 賓 １ ０ 名）

４， 共 通 テ ー マ

『身 近 に 感 じさ せ る 建 築 教 育 一 生 活 体 験 を 通 し て 一』

５． 大 会 概 要

《 ７ 月 ２ ８ 日 （水） 》

○主査会

大 会 日 程、 会 場、 進 行 な ど に つ い て の 最 終 確 認。

《 第 １ 日 目 ７ 月 ２ ９ 日 （木） 》

○都道府県理事会

挨 拶、 各 理 事 紹 介、 総 会 内 容 の 確 認、 各 県 の 現 状 報 告。

○開会式

来 賓 と して

国土交通省総合政策局建設市場整備課

労働資材対策官 松本 貴久

社 団 法 人 全 国 工 業 高 等 学 校 長 協 会 事 務 局 次 長

村 田 敬一一

福島県教育委員会教育長

福島県教育庁学習指導課指導主事

福島県高等学校教育研究会工業部会長

社 団 法 人福 島県 建 築 士 会 会長

社 団 法 人 福 島 県 建 築 設 計 協 同 組 合 理 事 長

社 団 法 人 福 島 県 建 築 十 事 務 所 協 会 会 長

福島建設工業新聞社

西 日 本 工 高 建 築 連 盟 会 長

遠藤 俊 博：

澁 谷 栄 …

本橋 信 一

松隈 仁吉

白井 武男

田 畑 光 三

齋藤 直樹

藤村 隆信
以 上 の 先 生 方 の 出 席 を 得 て、 開 会 式 が 行 わ れ た。

○総 会

平 成 ２ １ 年 度 事 業 報 告、 会 計 決 算 報 告、 監 査 報 告 が な

さ れ た。 ま た、 会則 改 正 案 と し て 常 任 理 事 を 明 確 に す る

新 会則 が提 案 さ れ 承 認 さ れ た。 役員 改 選 後、 平 成 ２ ２ 年

度 事業 計画、 予 算 案 が 承 認 さ れ た。

今 年 度、 東 日 本 建 築 教 育 研 究 会 が ６ ０ 周 年 で あ る の

で、 周 年 事 業 に つ い て 沢 野 副 会 長 よ り 報 告 が な さ れ た。

各 分 科 会 ・ 委 員 会 報 告 が 行 わ れ た。

○講 演

「建 設 業 の 人 材 確 保 ・ 育 成 に つ いて」

国 十 交 通 省 総 合政 策局 建 設 市場 整 備 課

労 働 資 材 対 策 官 松 本 貴 久 先 生

建 設 業 界 の現 状と 今

後の 展 望 や、 技 能 労 働

者 の 人材 確 保 に つ い て

様 々 な 資 料 を 基 に 建 設

関 係 投 資 の 減 少 す る 中、

技 能 労 働 者 の 内 ５ ５ 歳

以 上 が １／ ３ を 占 め 高

齢 化 が 進 ん で い る。 専

門 高 校 か ら の 入 職 者 も

年々 減 少 し て い る 状 況

に あ り、 職 長 な ど の 中

核 に な る 労 働 者 数 も 減っ てお り 厳 し い 状 況 が 続 い て いる。
建 設 産 業 の 今 後の 方向 は 少 し上 向き に な るの で は な い

か と予 想 し て いる。 現 に、 東 京 で は 鉄 筋 工 や型 枠 大 工 の

不 足 が 見 ら れ て い る。 今 後、 港 湾 整 備、 海 外 進 出、 高 齢

者 対 策 住 宅、 環 境 技 術、 リ ホ ー ム や 維 持 管 理、 経営 の多

角 化 が 図 ら れ て い く。

建 設 産 業 で の 入 職 促 進 策 と して 基 幹 技 能 者 の 年 収 ６ ０

０ 万 円 を 確 保 した い。 ま た、 専 門 高 校 と 建 設 業 界の 連 携

の た め に、 教 員 へ の 研 修 を 行 っ て い る。 「建 設 業 人 材 確

保 ・ 育 成 モ デ ル 構 築 支 援 事 業」 の 実 施 例 を 取 り 上 げて 説

明 し た。

○ 研 究 協 議 １ （分 科 会）

製図分科会

「構 造 を 考 えさ せる 製 図 指 導 一 １

～伏 図 を 理解 さ せ る ！ ～」

昨 年ま で は コ ン ペの 指 導 を 中 心 に 分 科 会 を 行っ て い た

が、 今年 度か ら構 造を 考え させ る 設 計 か ら 製 図 を 理解 さ

せ る 試 み を 分 科 会 の テ ー マ と し た。 今 回 は 製 図 コ ン ク ー

ルを 通 して 理 解 度 に 問 題 が あ る と 考 え ら れる 木造 建 築 の

屋 根 伏 図 を 考 え る も の を 取 り 上 げた。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０
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実 習 と し て 製 図 コ ン ク ー ル の 第 ２ 課 題 に 向 け、 切 り 妻、

寄せ 棟、 入 母屋 な ど の屋 根 伏せ 図 を考 え、 そ こ か ら 立面

図を 起 こ す こ と を 行っ た。 授 業 にす ぐ に使 える 内容 であ

る と か、 製 図 コ ン ク ー ル に 取 り 組 ま せ て み た い な ど の ア

ン ケ ー ト 結 果 が 寄 せ ら れ た。

計画分科会

「考 え る た めの 紙模 型

～ 小住 宅の プラ ンニ ン グ か ら 立 体 把握 へ～」

過 去 ２ 年 間 は 平面 計画 を 中 心 と し た 内 容 だっ たの で、

今年 度 は 「平 面 か ら 立 体 への 展 開」 を どの よ う に理 解 さ

せる か を 課 題と し、 立 体 把握 の た めの 教材 や 指 導 法 を研

究 す る こ と に し た。 そ こ で、 ２ 次 元 よ り ３ 次 元 の 方 が 分

かり や す い と 考 え、 紙 で 作る 模型 教材 を作 成 し た。

大 宮 工 業 高 校 の１ ・ ２ 年 生 に 実践 し た も の が 報告 さ れ、

参加 さ れ た 先 生 方を ２ 人 １組 と し 生徒 と 同 じ 課 題を 演習

と し て 行 っ た。

法規分科会

「出 題 傾 向 か ら 読 み 取る 二級 建 築 施 工 管 理 技術 検 定 の ポ

イ ン ト 指 導」

平 成 １ ８ 年 度 か ら 二級 建 築 施 工 管 理 技術 検 定 の 法 規 で

の 指 導 法 に つ い て 分 科 会 を 開 い て き た が、 今 年 度 は 高 い

合 格 率 を 出 し て いる 資格 取得 推 進 委員 長 の 前橋 工 業 高校、

石 井 直 樹 先 生よ り 実 践例 を紹 介 し て 頂 い た。 １ 年 生 の 時

から の 動 機 付 け の 大 切 さ、 進 路 に よっ て 合 格点 数の 目標

値 を 分 け る こ と、 実 物 を 見 せ る こ と に よ っ て 定 着 を は か

る こ と、 生 徒 の 理解 度 の 分 析 や 教 え 方 の 検 討 の 仕 方、 レ

ミ ン グ サ イ ク ル の 大 切 さ な ど が 話 さ れ た。

構造分科会

「見 て、 試 し て、 簡 単 構 造 実 験 の 検 証」

仙 台 市 立 仙 台 工 業 高 校 の 益 野 英 昌 先 生 か ら 「建 築 構 造

設 計」 の 導 入 教 材 と し て 名 古 屋 大 学 の福 和 信 夫 教 授 が 開

発 し 防 災 教 育 の 場 で 使用 さ れ て い る 「紙 ぶ る る」 を用 い

た 授 業 の 実 践 報 告 と、 仙 台 工 業 の 生 徒 が 小 学 生 に 行っ た

出 前 所 行 の 報 告 が さ れ た。

そ の 後、 参 加 し た 先 生 方 に 実 際 に 「紙 ぶ る る」 を 作っ

て も ら い、 自 分 で 検 証 し て も ら っ た。

施工分科会

「大 工 道 具 の 手 入 れ と 使 用 法 につ い て」

大 宮 工 業 高 校 の 権 田 幸 男 先 生 か ら 大 工 道 具 の 手 入 れ と

使用 法 に つ い て 発 表 が あ っ た。

ま ず、 机 の 上 に 手 入 れ し て い る も の か ら し て い な い も

の ま で、 様 々 な ノ ミ や カ ン ナ を 置 い て お き、 先 生 方 に 確

認 し て も ら っ た。 そ の 後、 権 田 先 生 の 手 入 れ の 様 子 を ビ

デ オ で 示 し た。

○教育懇談会

「御宿 東 鳳 コ ン ベ ン シ ョ ン ホ ー ル 鳳 嵐」

会 員 並 び に 賛 助 会 員、 来 賓 な ど を 含 め て 約 １ ４ ０ 名 で、

活 発 な意 見 交 換 が 行 わ れ た。

《 第 ２ Ｈ 目 ７ 月 ３ ０ 日 （金） 》

○ 研 究 協 議 ＩＩ （全 体 会）

・ 研 究 発 表

「課 題 研 究 に お け る モ ニ ュ メ ン ト制 作 に つ い て」

神 奈 川 県 立 藤 沢 工 科 高 等 学 校 総：合 技 術 科

稲垣 弘太郎

藤 沢 工 科 高 校 で は

３ 年 生 で ５ 時 間 の 課

題 研 究 が あ る が、 昨

年 ま で そ こ で 取 り 組

ん で き た ２ × ６ 材 を

使 っ た 「モ ニ ュ メ ン

ト制 作」 に つ い て 発

表 が 行 わ れ た。

取 り 組 ん だ理 由 は、

０ 笑 顔、 感 動、 友

情、 自 立 を 目 指 す

② 校外への出展を

す る こ と で 外 部 へ の

発 信 と す る

③ 材 料 の 無 駄を 出 さ な い こ と で環 境 意 識 を 高 め る と い

う こ と で あ る。

２ ０ ０ ９ 年 は 横 浜 開 港 １ ５ ０ 周 年 を 記 念 しマ リ ンタ ワ

ー の 制 作 を 行 っ た。 前 年 の 材 料 を リ サ イ ク ル し て １ ／ ５

の 模 型 を 制 作 し構 造 を 確 認 した。 そ こ で 出 て き た 問 題 点

を 原 寸 大 模 型 で 強 度 実 験 を 行 い 検 証 した。 そ の 後 仕 口 の

治 具 を 制 作 し、 ９ ７ ０ 本 の 材 料 を 加ｌｒ二し た。 作 っ た も の

は 学 校 祭、 全 国 産 業 教 育 フ ェ ア 神 奈 川 大 会 に 出 展 した。

そ の 他 の 活 動 と して 端 材 を 使 っ て 地 域 の 小 学 生 と の 交 流

を 行 う な ど５ 回 の 出 前 授 業 を 行 っ た。

７ 年 間 の 作 品 を 紹 介 した が、 今年 は 制 作 を 行 っ て い な

い。 予 算 の 減 少、 ア イ デ ィ ア も な か な か 出 て こ な く な っ

た こ と、 総 合 技 術 科 と い う １ つ の 科 な の で建 築 に 偏 っ て

ばか り は い ら れな い こ と な どが 理 由 であ る。

「モ ニ ュ メ ン ト制 作」 を 通 して 生 徒 た ち に は 先 を 読 む 力

な ど も の を 作 っ た 経 験 を 生 か し て ほ し い。 作 っ て い く に

は指 導 者 側 の 心 意 気 や 力 量 も 大 切 で あ り、 も の づ く り は

人 づ く り の 原 点 で あ る。

「目 指 せ ス ペ シャ リ ス ト事 業 報 告」

福島県立勿来工業高等学校 建築科

勿 来 工 業 高 校 で ３

年 間 行 わ れた 「目 指

せ ス ペ シ ャ リ ス ト 事

業」 の 報 告 が さ れ た。

ま ず、 波 動 発 電や 貝

殻 を 使っ た有 害物 質

の 吸着 な ど建 築 科 以

外の 研 究 内容 が紹 介

さ れ た。

建 築 科 で は 「海 か

ら 学 ぶ エ コ マ イ ン ド

を 持 っ た エ ン ジ ニ ア

田 畑 淳

の育 成」 をテ ー マ に事 業に 取 り 組 ん だ。

取り 組 み 内容 は

① 塩害による建築物への影響

東日本建築教育研究会 ７
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コ ン ク リ ー ト に 対 す る 影 響

外壁 の 劣 化 と 海 と の距 離の 関係

土壌 中の 塩 分 の測 定

木材 強 度 と塩 分の 関係

② 木材 生 産 につ いて の 体 験 的 学 習

杉 の 苗 木 の 植 林 体 験

間 伐 作 業 体 験

製 材 と 木 材 加 工 体 験

廃 材 の ペ レッ ト化 体 験

③ 外部団体との協力関係の構築
塩 害 調 査 で の 協力

設 計 塾 の 開催

海 辺 の建 築物 設 計

の 大 きく ３ つの テー マ で ある。 塩 害の 影響 につ いて は様

々 な デ ータ が得 ら れ た が、 調 査期 間や 実験 期 間 の 関 係 で

はっ き り し ない 点 も 多 か っ た。 木材 生 産 に つ い て は 木 材

の … 生 を追 体験 でき る な ど、 大 変 た め に な る 経 験 が で き

た。 協 力 関 係 で は Ｏ Ｂ を 中 心 と した 設 計 教 育 環 境 が 構 築

で き た
。

・ 分 科 会 報 告

各 主 査 よ り 前 口 に 行 わ れ た 分 科 会 の 報 告 が あ っ た。 今

年 度 か ら 行 わ れ た 研 究 も 多く、 新 し い 取り 組 み の 報 告 が

な さ れ た。 ま た、 多 く の 分 科 会 か ら 協 力 し て く れ る 先 生

の 募 集 が あ っ た。

・ 富 士 教 育 訓 練 セ ン タ ー に つ い て

職 業 訓 練 法 人 全 国 建 設産 業教 育 訓 練 協 会 富 十 教 育

訓 練 セ ンタ ー 専 務 理 事 の 菅 井 文 明 氏 か ら富 士 教 育 訓 練 セ

ン タ ー の 実 習 内 容 が 説 明 さ れ、 ま た、 昨 年、 愛 知 県 と 長

崎 県 で 実 施 さ れ た 教 職 員 ス キ ル ア ッ プ研 修 に つ い て 紹 介

さ れ た
。

○講 評

全 国 工 業 高 等 学 校 長 協 会 村 田 敬．一一事 務 局 次 長 並 び に 福

島 県 教 育 庁 学 習 指 導 課 澁 谷 栄 一指 導 主 事 か ら 本 研 究 協 議

会 の 講 評 を い た だ い た。

ま ず、 全 工 協 ・ 村 田 先 生 の 講 評。

今 回 の 分 科 会 の 内 容 は 共 通 テ ー マ に 沿 っ て お り、 明１．ｉ

か ら で も 学 校 で 使 え る も の で あ る と 評 価 で き る。 ま た、

目 指 せ ス ペ シ ャ リ ス ト事 業 や 地 域 の 担 い 手 育 成 事 業 な ど

の 様 々 な プ ロ ジ ェ ク ト が あ り、 実 施 す る こ と に な れ ば 負

担 も 多 く 大 変 だ が 取 り 組 め ば大 き な 成 果 が 出 る。 業 界 団

体 と の つ な が り も で き、 予 算 も 取 れ る の で 積 極 的 に 取 り

組 ん で ほ し い。 新 学 習 指 導 要 領 で は 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー ・

伝 統 技 術 ・ 技 術 者 倫 理 な どが 内 容 に 含 ま れ た が、 単 純 に

教 え れ ば よ い と い う も の で は な い。 言 語 活 動 を 重 視 し、

自 分 の 言 葉 で 自 分 の 考 え を 述 べ る こ と が で き る 人 材 を 育

成 し、 消 費 者 の ニ ー ズ を 考 え、 何 を ど の よ う に 作 る か、

作 っ たも の の 影響 ま で 検 討 し 考 える こと が で きる 生徒 を

作 ら な け れ ば な ら な い。

れ て い る。 ま た、 小 学 生 へ の 出 前 授 業 な ど に よ り、 人 に

伝 え る こ と の 難 し さ を 感 じ さ せ、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能

力 を付 け さ せ て いる こ と はす ば ら し い。 両 方 の 内 容 と も

外 部へ の発 信 を し て いる の で 今 後 も続 け て も ら い た い。

○閉会式

会長 挨 拶、 次 期 開 催 県 代 表 挨 拶、 開 催 県 挨 拶。

○研究視察

研 究 視 察 は 個 人 視 察 と し た が、 一．一部 の 先 生 方 に で は あ

る が 町 並 み コ ン シ ェ ル ジ ュ の 方 々 に、 七 日 町 通 り の 説 明

も し て 頂 い た。

６． お わ り に

福 島 大 会 の 開 催 に あ た り、 本 来、 参 加 者 の 交 通 の 便 を

考 え れ ば福 島 か 郡 山 で 開 催す るの が 最 善 で あっ た の か も

し れま せ ん が、 歴 史 と伝 統 が あり、 自 然豊 か な 会津 の地

を 是非 先生 方に 訪 れ て頂 き た いと 考え、 会津 で福 島 大会

を 開 催 す る こ と に し ま し た。 で き れ ば 大 会 中 １ 日 を 丸 々、

会 津 の 歴 史と 建 築 物 を 知 っ て 頂 く 時 間 に 充 て た い と こ ろ

で は あ っ た の で す が、 そ う す る わ け に は い か な い の が 非

常 に 残 念 で した。 只 で さ え 夏 は 暑 い 会 津 若 松 に、 異 常 気

象 に よ り 例 年 に な く 暑 い 夏 に 来 て 頂 き、 参 加 者 の 皆 様 に

は 心 か ら 感 謝 して お り ま す。

さ て、 福 島 大 会 の 事 務 局 長 に な り ま し て か ら 総 会、 理

事 会、 主 査 会 と 多 く の 会 議 に 参 加 し、 地 方 に い る と よ く

分 か ら な かっ た 会 の 活 動 が だ ん だ ん と 見 え て き ま し た。

会 の 事 業 に あ ま り 関 心 を 持っ て い な かっ た 人 間 が 事 務 局

長 と い う こ と で、 申 し 訳 な く 思 っ て い ま す。 た だ、 今 回

こ のよ う な形 で関 わり、 非 常 に 大切 な 会 で あ るこ と を 県

内の 先生 方に 伝 えて い き た い と 思 っ てい ま す。

今 回の 大 会 を 開 催 す る に あ た り、 本 部 事務 局 長 の 鈴 木

先 生 を は じめ と す る 本 部 の 先 生 方、 埼 玉 大 会 の 事 務 局 長

の 吉 城 先 生 な ど多 く の 先 生 方 か ら、 資 料 や ご助 言 を い た

だけ た こ と に 大 変 感 謝 して い ま す。

福 島 大 会 が 無 事 終 了 で き た こ と は 参 加 さ れ た 先 生 方、
賛 助 会 員 の 方 々、 本 部 役 員 の 方 々 な ど多 く の 皆 様 の お か

げ で す。 事 務 局 不 慣 れ で 不 行 き 届 き の 点、 多 々 あ っ た か

と 思 い ま す が、 こ の 場 を お 借 り し て お 詫 び 申 し 上 げ ま す。

最 後 に、 来 年 度 の神 奈 川 大 会 が 素 晴 ら し い 大 会 で あ る

こ と を 祈 念 い た し ま す。

次 に 指 導 主 事 ・ 澁 谷 先 生 の 講 評。

新 学 習 指 導 要 領 に は、 目 的 を 持 っ て 意 欲 的 に、 地 域 社

会 と の 連 携、 も の を 大 切 に す る、 と い う ３ つ の 視 点 が あ

る が、 今 回 の 研 究 発 表 の 内 容 に は こ れ ら が す べ て 網 羅 さ

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０，１１
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６． 平 成２２年度 夏 期 研 究協 議 会 報 告

山梨県立峡南高等学校

石 川 清 人

１． 概 要

今年 度の 夏 期 研 究 協 議 会 は 施 工 分 科 会 の 主 催 す る 「大

Ｌ道 具 の手 人 れ と 使 用 法 に つ い て』 と い う 実 習 を 伴 う 研

修会 が 企画 さ れ、 主 に 刃 研 ぎ を メ イ ン に 道 具 の 調 整 法 に

つい て 学ん だ。 会 場 は 栃 木 県 宇 都 宮 日 建 工 科 専 門 学 校 に

て ８ 月 ５ 日 ～ ６ 日 の ２ 日 間 実 施 さ れ た。

◎日 程と 内 容

初 日 の 午 前 ． レ ク チ ャ ー （ビ デ オ に て 概 要 説 明） ・ 砥

面 均 し

午 後 ． 繋 の 桂 直 し ・ 繋 の 刃 研 ぎ ・ 墨 差 し 作 り ・ 繋 に よ る

加工体験

２ 日目 の 午 前 鉋 の 刃 研 ぎ・ 鉋 の 裏 出 し と 裏 押 し

午 後 ． 鉋 裏 座 研 ぎ ・ 裏 座 合 わ せ・鉋 台 直 し ・ 鉋 に よ る 加 工

体験

◎参加校

青森 県 立 南 部 工 業 高 校 ・ 山 形 県 立 鶴 岡 工 業 高 校 ・ 福 島

県 立郡 山 北 工 業 高 校 ・ 足 利 工 業 大 学 附属 高 校 ・ 都 立 墨 田

工 業高 校 （定） ・ 昭和 第 一 学 園 高 校 ・ 川 崎 市 立川 崎 総 合

科学 高 校 ・ 山 梨 県 立 甲 府 工 業 高 校 （定） ・ 山 梨 県 立 峡 南

高校 ・ 静 岡県 立 天 竜 林 業 高 校 ・ 長 野 県 池 田 工 業 高 校 ・ 長

野 県 ヒ出 千 曲 高 校・ 愛知 県 立 愛知 工 業 高 校 （定） ・福 井

県立 敦 賀 工 業高 校 の 各 校 計１ ６名。

◎ 指 導 して いた だい た 施 ｆ 委 員 のス タ ッ フ

栃 本 県 ウ宇 都 宮 工 業高 校・ 埼 玉 県 立 大宮 工 業 高 校・ 埼

玉 県 立 春日 部ｆ 業高 校・ 都 立 田 無 工 業 高 校 ・ 昭和 第 一 学

園 高 校 ・ 千 葉県 立市 川 工 業高 校 ・ 千 葉 県 立 京葉 ⊥ 業 高校

の 各 校 の 先 生 力 討 ８ 名。
罪寧 　 一 冴 『矧

鳳

。毒論 響 冤 瑠∴、騨臨二靴鱈ご憲灘幽

図Ａ 参 加 者

２． 講 義 に 入 る 前 に

会 場 に 人 っ て ま す 目 に 留 ま っ た の が、 ス テ ー ジ 前 に 置

か れ た 人 工 道 只 の サ ン プ ル だ っ た。 そ の ほ と ん ど が 刃 か

こ ほ れ た り 欠 け た り、 到 底 使 い 物 に な ら な い よ う な （・

と 思 わ れ た） 道 具 も 置 い て あ っ て、 そ の 横 に は 道 具 が ど

の よ う な 状 態 な の か 示 し た 紙 が 添 え ら れ て あ っ た。 そ れ

を 直 す た め の 道 具 の サ ン プ ル も あ っ た。

私 は 研 修 会 が 始 ま る 前 に、 そ の サ ン プ ル の ・つ ひ と つ を

カ メ ラ に 納 め た、、 私 の 持 っ て き た 鉋 も こ れ ら の サ ン プ ル

と 同 じく 刃 が こ ほ れ て い た り、 台 が 調 整 さ れ る こ と も な

く 何 年 も 眠っ て い た 物 だっ た。 こ の よう な 鉋 や 繋 が 学 校

に は たく さ ん あっ て、 以 前 か ら 研 い で 直 し て い た つ も り

たっ た。 う ま く 直 せ た 物 も あ れ ば、 何 度 調 整 し て も な か
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な か う ま く 研 げ す、 切 れ 味 と 後 味 の 悪 い 刃 物 も た く さ ん

あ っ た， こ の 中 の 割 と 程 度 の 良 い 鉋 を 選 び、 研 修 に 参 加

す る 前 に ８ ０ ％ 程 度 研 い だ 占 い 刃 の 鉋 を 持 っ て 行 っ た。
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図Ｂ 鉋 身 の 裏押 し

２． 講 習 が 始 ま っ て

Ｄ ＶＤ の 作 成 と 実演 指導 の メ イ ンで 教 えて いた た い た

の は埼 玉 県 立 大宮 ⊥：業 高校 の 権 田先 生 だっ た。 会 が始 ま

り さ っ そ く ヒ デオ にて 概 要 説明 を 受 けた。 映 像 の 情 報 （

知 識） と して 何 と な く 理 解 でき る よ う な 感 じ がす る も の

の、 不 安 が よ ぎ っ た。 あ ん な ふ う に 上 手 に で き る の だ

ろ う か ？ ・ 日 建 工 科 専 門 学 校 の 外 部 空 間 を 簡 易 作 業 場 に

して 早 速 実 習 が 始 ま っ た。 以 下 に 実 習 内 容 と 考 察 を 記 す。

① 砥面均し
砥 石 は、 使 え ば 使 う ほ ど研 ぐ場 所 が 中 央 に 集 中 す る た

め、 自 然 と 石 が 減 っ て 凹 ん で く る。 そ こ で 研 ぎ 面 を ま っ

す ぐ平 面 に す る た め の 調 整 が 必 要 と な る。 金 砥 石 や コ ン

ク リ ー ト プ ロ ソ ク を 使 っ た り、 そ の 他 の 方 法 で 直 す の だ

が、 今 回 は コ ン ク リ ー ト プ ロ ノ ク で 砥 石 を こ す り な が ら

砥 石 を 均 す 方 法 を 学 ん だ。

② 墾 の 桂 直 し・ 刃 研 ぎ

繋 の 握 る 先 端 に あ る 鉄 の リ ン ク の 事 を 桂 と 呼 ぶ が、 新

品 の 馨 は 使 う 前 に こ れ を 外 して 丸 や す り で 削 り、 柄 を 木

殺 し した 後 再 び桂 を は め て 端 を 桂 か ら 約 ３ ｍ ｍ 程 度 出 し、

柄 の 先 端 部 分 を 潰 し て 桂 を 覆う 作 業 を す る。 こ れ を す る

事 に よ り 柄 が 割 れ る こ と な く、 ま た 梓 を 直接 玄 翁 で 叩く

こ と が な く な る の で、 馨 の 柄 に 食 い 込 む こ と が な く な り、

柄 と 桂 に ダメ ー シ を 与 え る こ と なく 繋 を 最 後 ま で 使 い切

る こ と が で き る。 桂 を 外 す 道 具 は 木 っ 端 を 鉋 で削 っ て桂

の 直 径 よ り 小 さく し、 万力 に梓 を セ ッ ト し て 柄 の 部 分 を

玄 翁 で 叩 く と 簡 単 に 外 れる。

実 は 我 が 校 に あ る 古 い 繋 の ほ と ん ど は桂 が 変形 して 柄

に 食 い 込 ん で い た。 こ の 伸 び き っ た 桂 を １ つ ひ と つ 外 し、

内側 に で き たバ リ を 丸 やす り で 落と す 作 業 は 意外 と 大 変

な 作 業 だ。 だ め に な っ た 柄 の 部 分 を 切 り 落 と し、 柄 の 先

端 を桂 か ら約 ３ｍ ｍ程 度 出 し、 潰 し て覆 う と 結構 柄 か 短

く なっ て しま い握 り にく く なっ て しま う か、 桂 がふ わ ふ

わ動 く こ とも なく 安 定す る の で使 い や す く な る。

本 題の 刃 研 ぎ はこ こ で書 いて 説明 す る ほ ど簡 単な こ と

で は な く、 盤 の 状 態 を 見 て、 グ ラ イ ン ダ ー に か け な け れ
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ば い け な い 刃 な の か、 裏 出 し ・ 裏 押 し が 必 要 な の か 見 極

め る こ と と、 熟 練 の 技 術 が 要 る。

研 い で い く と 誰 も が 最 初 は 丸 っ 刃 に な っ て しま い、 「

返り」 が 取 れ る く らい 研 い で 刃 先 は 鋭 く な っ て も、 あ る

角 度 で 切 ろ う と す る と、 丸 っ 刃 の た め に ち っ と も 切 れ な

い 墾 に な っ て しま う。 誌 面 の 都 合 １ 表 の 刃 の 面 を 真 っ 直

く に 研 か な け れ ば な ら な い 理 由 を 省 く か、 こ れ が な か な

か 熟 練 を 要 す る 技 術 で あ り、 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し、 失 敗

の 連 続 の 中 で 少 し ず つ 身 に つ け て い く も の だ と 実 感 し て

い る
。

ち ょ っ と 専 門 的 な 内 容 に な っ て し ま う が、 学 校 で 使う

盤 を 修 理 す る と き、 刃 先角 度 を ２ ７ ～ ２ ８ 度 に 研 ぐこ と

が 多 く、 授 業 の 中 で は （一 応） 切 れ る 刃 に な っ て い る。

（刃 を 当 て れ ば角 度 が 測 れる もの をあ ら か じめ 作 っ てお

く。 ） し か し、 ほ そ 穴 を 開 け る 追 い 入 れ 馨 は、 が ん が ん

叩 く た め、 あま り 角 度を 尖 らせ る と刃 の 痛 み が早 く なる

の で注 意か 必 要 と な る。 ち な み に 以 前 「削 ろ う 会」 の 大

会 に良 く 出 展 して い る 金 物 屋 さ ん に 聞 い て み た こ と があ

る が、 刃 先 を ３ ０ 度 く ら い に す れ ば良 い と 軽 く 言 わ れた

こ と が あ る。 実 際 に 研 い で み る と 馨 の 用 途 に も よ る が、

も う 少 し鋭 角 に した ほ う が 良 い と 思 う。
こ の よ う に １ ～ ２ 度 の 角 度 の 差 が 切 れ 味 に 影 響 す る こ

と が た ん だ ん わ か っ て く る か ら 不 思 議 な も の だ。 色 々 試

し な が ら 自 分 の 答 え を 出 し て い く と 良 い と 思う。 重 要 な

の は 馨 の 使用 目 的 や 木 材 の 堅 さ に よっ て 刃 先 の 角 度 を 微

妙 に 変 え て い く こ と が 求 め ら れ る こ と だ。
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図Ｃ 鉋 の 台 直 し

③ 墨差し作り
新 品 の墨 差 し も新 品 の 馨 と 同 様 に 事 前 の準 備 が 必 要 で、

先 端 が引 っ 掛 か るの を 防 い たり、 線 が細 く 引 け るよ う に

繋 で加 工 す る 方 法を 学 ん だ。

④ 鉋 刃 研 ぎ・ 裏 出 し・ 裏押 し

鉋 の こ と は （私 に と っ て） 謎 な こ と か 多 く、 調 整 か う

ま く い か な く て、 妥 協 の 日 々 を 過 ご し て い た。 今 回 の 研

修 会 の 一 番 知 り た か っ た 内 容 と ヒ ン トか こ こ に あ る と 思

う と、 い て も た っ て も い ら れ す、 甲 く 教 え て ほ し い と い

う 気 持 ち が 前 に 出 す ぎ て 困 っ て しま っ た。 裏 出 しの 方 法

は、 玄 翁 で 刃 の 軟 鉄 部 分 の 巨つ 中 央 部 を 注 意 深 く 慎 重 に

叩 き な が ら 出 し て い く。 決 し て ハ ガ ネ に な っ て い る 部 分

を 叩 い て は い け な い。 そ し て 金 砥 石 に か け、 金 鋼 砂 に 水

を 数 滴 垂 ら し て 木 っ 端 で 押 さ え な が ら ひ た す ら 研 い で 裏

刃 を 出 す。

こ の 裏 刃 が 鉋 や 馨 の 切 れ 味 に と て も 影 響 す る 重 要 な こ

と で、 こ こ が 思う よう に 出 せ る 頃 に は 参 加 者 全 体 の 空 気

建築 教育 ニュ ース２０１０ １１

も 真 剣 そ の も の に な り、 よ り 層 の 緊 張 感 と 熱 気 で 満 ち

溢 れ た。 他 の 参 加 者 も、 私 と 同 様 に 刃 物 や 道 具 が だ ん た

ん 言う こ と を 聞 く よ う に な っ て く る と 自 然 と 体 が 前 の め

り に な り、 講 師 の 先 生 や 施 工 委 員 の ス タ ソ フ を 質 問 の 嵐

で 追 い 回 す は め と な っ て し ま っ た。

磐 と 鉋で は 裏 刃 の 処理 のイ１方 か 違う の で、 汁 意 が 必 要

だ。 詳細 につ い て は 残 念 な が ら 誌 向 の 都 合 Ｌ割 愛 さ せ て

い た た く。
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図Ｄ 鉋 下 端 の 微 調 整

⑤ 鉋 の 裏 座 研 ぎ ・ 裏 座 合 わ せ ・ 台 直 し
鉋 は 刃 研 き も 当 然 大 切 だが、 そ れ以 上 に 台 直 し が い か

に 重 要 な 調 整 で あ る こ と か、 こ の 研 修 会 で 学 ん だ。 こ こ

で 削 れ る 鉋 に な る か 否 か が 決 ま る。 指 矩 を 使 っ て 鉋 台の

下 端 の 凹 凸 を 読 み、 台 頭 側 を０。３ｍ ｍ ～０５ｍ ｍ 低 く、 台

尻 側 中 央 にＯｌｍ ｍ ～０３ｍ ｍ の 凹 み を 台 直 し 鉋 で 削 る。

裏 技 と し て、 刃 口 耳 の細 い 木 の 部 分 を 墾 を 使 っ て 台 頭 方

向 に 向 かっ て 落 と し て いく 等々 な か な か 難 しい。 本 当 に

繊 細 な 道 具 だ と つく づく 感心 す る。 台 直 し 鉋 は 我 が 校 に

も ある。 微 妙 な 調 整 を繰 り 返 し、 古 い 鉋 を 幾 つ か 台 無 し

に し な が ら 現在 も頑 張っ てい る。

４． 言 葉 で 説 明 で き な い こ と

昨 今 各学 校 で はも の作 り コ ンテ ス ト の 参加 や 大 工 検 定

の 取 得 に生 徒 がチ ャ レ ン ジ し てい る。 切 れ る刃 は力 を あ

ま り 入 れな く て も す っ と 切 れる が、 切 れ な い刃 は作 業 速

度 に 影 響 す る ばか り でな く、 力 を 余 計 に入 れる の で、 慣

れ な い 生 徒 が 使 用 す る と 怪 我 す る 恐 れ があ る。 こ の 研 修

で 道 具 の 扱 い 方 を 修 得 し、 大 工 道 具 を 思 い 通 り に 修 理 で

き る よ う に な っ た 先 生 方 の 多 く は、 こ ん な 感 想 を 持 つ だ

ろ う か。 「鉄 っ て 意 外 と 柔 ら か い。 」 ・・ 講 師 の 権 田 先

生 は 段 取 り 良 く 要 点 を 突 い た∬ 寧 な 指 導 だ っ た。 微 妙 な

感 覚 を 伝 え よ う と 気 持 ち か 入 っ て い た。 言 葉 で 説 明 す る

こ と か で き な い 微 妙 な 感 覚 は、 実 験 す る こ と で 白 分 の 感

覚 を 養 い、 失 敗 と そ の 分 析 か ら 何 か を 掴 む。 最 初 は か す

か な 光 に 向 か っ て 進 ん で い る よ う な も の で も、 模 索 しな

が ら 経 験 を 積 み 重 ね て い く う ち に、 確 か な 光 が 見 え て く

る も の た と 思 う。

（ 参加 者 を 代 表 し て ）

写真提供 施工委員会
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７． ６ ０ 周 年 に 寄 せ て ６０周年記念大会実行委員会

副会長 沢 野 茂

都立墨田工業高等学校

本 研 究 会 は、 こ の 度、 創 立 ６ ０ 周 年 の 佳 節 を 迎 え る こ

と に な り ま し た。

こ の 間、 文 部 科 学 省 の 調 査 官 を は じめ、 国 土 交 通 省 の

先 生、 各 都 道 県 ・ 市 の 教 育 委 員 会、 産 業 教 育 振 興 会、 建

設 業 協 会、 建 築 士 会、 そ の 他、 関 係 団 体 や 関 係 企 業 の 方

々 の 多 大 な る ご 理 解 と ご協 力 を 得 て、 今 日 を 迎 え る こ と

が で き ま し た。 こ の 紙 面 を お 借 り し て 改 め て お 礼 を 申 し

上 げ ま す。

ま た、 歴 代 会 長 の 下、 各 分 科 会、 各 委員 会 の 活 動 を 中

心 に 会 員 各 校 の 先 生 方 の ご 尽 力 に よ り、 現 在 ま で 活 動 が

発 展 ・ 継 続 さ れ て い る こ と に 対 し ま し て も、 改 め て お 礼

申 し 上 げ ま す。

さ て、 こ こ で、 本 研 究 会 の ６ ０ 年 の 歩 み を 簡 単 に 紹 介

さ せ て い た だ き ま す。

本 研 究 会 は、 昭和 ２ ６ 年 に 都 立 蔵 前 工 業 高 校 に 事 務 局

をお い て、 「関 東 地 区 建 築 教 育 研 究 会」 と し て 発 足 し た

こ と に 始 ま り ま す。 当 時 は、 戦 後 の 間 も な い 時 期 で、 学

習 指導 要領 も なく、 ま だ 教 科 書 や 教 材 な ど も 整 っ て い な

い 時 代 で、 な に も 無 い と こ ろ か ら の ス タ ー ト で し た。 し

た がっ て、 教 科 書や 教材 づく り の た め に、 各 校 の 先 生 方

が教 材 を 持 ち 寄 っ て は、 指 導 法 の 検 討 を 行う と いっ た 活

動 が展 開 さ れて お り ま し た。

そ し て、 ２ 年 後 の 昭 和 ２ ８ 年 に は、 現 在 の 名 称 で あ る

「東 日 本 建 築 教 育 研 究 会」 と 改称 さ れ、 活 動の 範囲 も拡

大 さ れ ま し た。

昭 和 ２ ９ 年 に は、 「会 誌」 が発 行さ れ、 翌年 の 昭和 ３

０ 年 か ら 「建 築 ニ ュ ー ス」 と なり、 現 在ま で続 いて お り

ま す 。

ま た、 昭 和 ４ ４ 年 に は、 本 研 究 会 の 研 究 母 体 と な る 「

製 図」 ・ 「計 画」 ・ 「構 造」 ・ 「施 工」 の ４ つ の 分 科 会

が 発 足 し、 以 来、 毎 年 の 総 会 で は、 各 分 科 会 が 研 究 テ ー

マ を 設 定 し、 研 究 協 議 会 と して 発 表す る こ と に な り ま し

た。 平 成 １ ８ 年 よ り 「法 規」 を 加 え、 現 在 の ５ 分科 会 と

な っ て お り ま す。

昭 和 ４ ７ 年 に は、 「施 工 分 科 会」 が 担 当 して、 「施 工

実 習 の 指 導 法」 と 題 した 「夏 期 研 究 協 議 会」 が 開 催 さ れ

ま し た。 以 来、 各 分 科 会 の 持 ち 回 り で、 毎 年 「夏 期 研 究

協 議 会」 が 開 催 さ れ る こ と に な り ま した。

さ て、 会 の 運 営 に つ い て で す が、 事 務 局 は、 発 足 当 時

か ら 現 在 ま で 東 京 に 置 い て お り ま す が、 会 長 職 は、 昭 和

５ ０ 年 ま で は、 東 京 近 県 の 建 築 科 出 身 の 校 長 が 務 め て お

り ま し た。 つ ま り、 会 長 の い る 学 校 と 事 務 局 校 が 同 じで

はあ り ま せ ん で し た。 事務 処 理 が煩 雑 で 大 変 だ と いう

こ と で、 昭 和 ５ １ 年 よ り 事務 局 校 の校 長 が 会 長 職 を務 め

る よ う に な り ま し た。 し た が っ て、 建 築 科 出 身 で な い 校

長 先 生 が会 長 に 付 く 場 合 が多 く、 大変 な ご 苦労 をい た だ

い て い る と こ ろ で す。 ま た、 事 務 局 も 以 前 ま で は、 一 つ

の 学 校 で５ 年 ６ 年 と 長い 期 間 努め て お り ま した が、 事 務

局 の 仕 事 が 大 変 な こ と か ら、 ３ 年 間の 輪 番 制 に なり、 現

在 に 至 っ て お り ま す。 ま た、 大 会 開 催 県 に つ い て も、 悩

み の 種 で し た が、 東 日 本 の 各 地 で ご 協 力 を い た だ き、 現

在 の よ う に 一 定 の 輪 番で 同 せ る 体 制 に な り ま した、

製 図 コ ン ク ー ル は、 そ れ ま で に 実 施 さ れ て い た ト ン ボ

鉛 筆 主 催 の 「製 図 コ ンテ ス ト」 を 継 承 す る 形 で、 昭 和 ５

７ 年 に 第 １ 回 「製 図 コ ン ク ー ル」 と して、 （株） 建 築 資

料 研 究 社 の 協 賛 を い た だ き ス タ ー ト しま した が、 会 員 校

以 外 の 学 校 に も コ ン ク ー ル を 広 め る 趣 旨 か ら、 平 成 １ ５

年 か ら は 「全 国 高 校 生 建 築 製 図 コ ンク ー ル」 と 改 称 し、

現 在 ま で 継 続 し て お り ま す。

こ の 問、 建 築 Ｃ Ａ Ｄ の 普 及 と と も に、 学 校 現 場 に も Ｃ

Ａ Ｄ の 導 入 が な さ れ た こ と か ら、 今 ま で の 手 書 き 図 面 に

加 え、 新 た に 課 題 ４ と し て Ｃ Ａ Ｄ 図 面 を、 課 題 ５ と し て

Ｃ Ａ Ｄ 作 品 展 を 導 入 い た し ま し た。 製 図 コ ン ク ー ル も 今

年 で 通 算 ２ ９ 回 を 数 え ま す。

平 成 ５ 年 に は、 生 徒 の 学 習 意 欲 の 喚 起 と 向 上 の た め、

「資 格 取 得 推 進 委 員 会」 が 新 た に 設 置 さ れ、 「建 築 施 工

技 術 者 試 験」 の 実 施 に 向 け た 取 り 組 み が 開 始 さ れ ま し た。

そ の 当 時 は、 私 も 事 務 局 校 に お り ま し た た め、 故 吉村 会

長 を は じ め、 松 井 事 務 局 長、 栃 木 の 岡 田 先 生 な ど の 奮 闘

や ご 苦 労 を垣 問 見 て お り ま し た。 建 設 省 や 全 工 協、 関係

機 関、 団 体 な ど、 頻 繁 に 回 ら れ て い た こ と が 思 い 出 さ れ

ま す。 そ し て、 そ の 甲 斐 あ っ て、 翌 平 成 ６ 年 に は、 西 日

本 工 高 建 築 連 盟 ・ 中 国 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 の 研 究 会 の 賛 同

を得 て、 「全 国 高 等 学 校 建 築 教 育 連 絡 協 議 会」 が 設立 さ

れ、 建 設 省の 認 可 を得 て、 平成 ８ 年 か ら 「建 築 施 工技 術

者 試 験」 が 実 施さ れる こ と に な りま し た。 平成 １ ８ 年 か

ら は、 「２級 建 築 施工 管理 技術 検 定」 の 学科 試験 が受 験

で き る よ う に な り、 現 在 に 至 っ て お り ま す。

ま た、 本研 究 会の 会 則 の 大き な変 更点 と して、 平 成 １

６ 年 に改 正 した 準 会員 制 度 と ブロ ッ ク 制 があ り ま す。 準

会員 制 度 に つ い て は、 近 年 の 学 校 特 色 化 の 影 響 か ら、 統

廃 合 や 学 科 改 変、 総 合 学 科 や 総 合 高 校 へ 移 行 す る 現 象 が

あ り、 異 動 等 に よ り 建 築 教 育 の 現 場 か ら 去 ら な け れ ば な

らな い 先 生 方 が多 数お り ま した。 そ う した 先 生 方 に も 活
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動 を 続 け て い た だ け る よう 準 会 員 制 度 を 設 け、 個 人 と し

て 加 入 で き る よ う に し ま し た。 ま た、 プ ロ ソ ク 制 に つ い

て は、 本 部 中 心 の 活 動 だ け で な く、 各 地 方 に プ ロ ソ ク を

置 く こ と で、 ブ ロ ック 独 自 の 活 動 が で き る 体 制 を と り ま

し た
。

さ ら に、 同 じ く 平 成 １ ６ 年 に は、 広 報 委 員 会 を 設 置 し、

本 研 究 会 の 公 式 ホ ーム ペ ー シ の 立 ち 上 げ に 向 け て 取り 組

む よ う に な り ま し た。 公 式 ホ ー ム ペ ー シ も 開 設 か ら ５ 年

目 を 迎 え、 閲 覧 カ ウ ン ト も １ ８， ０ ０ ０ 件 を 越 え る よ う

に な り、 情 報 発信 の 重 要 な 役割 を担 っ てお り ます。

さ て、 創 立 ６ ０ 周 年 に 当 た り、 こ の 度、 記 念 誌 と 製 図

コ ン ク ー ル の 作 品 Ｃ Ｄ 集 を 発 行 す る に な り ま し た。 記 念

行 事 の 実 行 委員 の 先生 方 に は 大 変 な ご苦 労を お か け しま

し た。 ま た、 文 部 科 学 省 調 査 官 を は じ め、 歴 代 の 会 長、

副 会 長、 参与 の 先 生方 に は、 あ り が たく も ご 執筆 い た だ

き ま し た。 ま た、 記 念 誌 の 発 行 に 当 た っ て は、 多 く の 関

係機 関・ 関係 企 業 の 協 賛を い た たき ま し た。 こ う した 多

く の 方 々 に改 め て 感 謝 申 し上 げる 次 第で す。

こ の 記 念 誌 に は、 祝 辞 や 研 究 会 の 思 い 出 の 他、 こ の １

０ 年 間の 総 会 ・ 夏 季 研 究 協 議 会 ・ 分 科 会 ・ 委 員 会 の 活 動

を 報 告 さ せ て い た だ き ま し た。 ま た、 会 員 校 す べ て の 学

校 を 写 真 付 き で紹 介 して お り ま す。 さ ら に、 本研 究会 の

設立 か らの 歩 み も 簡 単 な が ら掲 載さ せ て い た だき ま した。

ま た、 作 品 Ｃ Ｄ 集 に は、 昭 和 ５ ７ 年 の 第 １ 回 か ら の 金

・ 銀 ・ 胴 の 受 賞 作 品 の 他、 入 賞 者 の 一 覧 が デ ー タ 化 し て

お り ま す。 ど う ぞ、 こ の １ ０ 年 を 振 り 返 り つ つ、 生 徒 に

対 す る 指 導 等 に お 役 立 て い た た け れ ば幸 い で す。

こ う し て、 ６ ０ 周 年 を 振 り 返 っ た と き、 改 め て 感 じ る

こ と は、 大 先 輩 方 の 建 築 教 育 に 対 す る 並 々 な らぬ 熱 い 情

熱 と、 活 動 を 継 続 して い く 粘 り 強 さ で す。 ６ ０ 年 を 向 か

え た 今、 私 た ち は、 先 輩 方 が こ れ ま で 築 き 上 け て こ ら れ

た 本 研 究 会 を 継 承 し、 さ ら に 発 展 さ せ る べ く、 次 の １ ０

年、 創 立 ７ ０ 周 年 を 目 指 し て、 取 り 組 ん で 参 ろ う で は あ

り ま せ ん か。

以 上 で、

ま す。

「６ ０ 周 年 に 寄 せ て」 に 替 え さ せ て い た だ き
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８． ６０周 年 記 念 大 会 会 計 予 算
東京都立田無工業高等学校

米 原 良 慈

記念大会の行事と して 「６０周年記念誌」 およ び 「製図コ ンクール優秀作品図集」 の製作予算は、 以下の

よ う に 総 会 承 認 済 で す。

平成２２年７月２９ 日

平成２ ２年度 東日本建築教育研究会

６０周 年記念大会 会計予算

会 長 平 林 博

６０周年記念大会実行委員会

１． 〔収 入 額〕

項 目 予 算 額 摘 要

協 賛 費 ５００，０００ 企業広告

本部会計賛助補助 ４５０，０００

積 立 金 ２５０，０００ 製図コンクール図集製作

合 計 １
，
２ ０ ０

，
０ ０ ０

２． 〔支 出 額〕

項 目 予 算 額 摘 要

１） 記 念 誌 関 係 ７ ５ ０
，
０ ０ ０

印 刷 費 ７ ５ ０
，
０ ０ ０ １

，
０ ０ ０ 部

２） 製 図コンクール図 集 ２ ５ ０
，０ ０ ０

資 料 費 ２ ０ ０
，
０ ０ ０ ＤＶＤ図 面 集 ： １

，
０ ０ ０ 枚

印 刷 費 ５０，０００ 印刷イ ンク等

３） 事務関係 １５０，０００

郵 送 費 ８０，０００ 郵送等

事 務 費 ７ ０
，０ ０ ０ 印 刷、 消 耗 品 等

４） 予 備 費 ５ ０
，
０ ０ ０

合 計 １
，
２ ０ ０

，
０ ０ ０
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９． 製 図 分科 会 報 告

埼玉県立春日部工業高等学校

吉 城 守

１， は じ め に

製 図 分科 会 では、 「建 築 製 図 の あ り 方 と 評 価 の ポ イ ン

ト」 を 研 究 テ ー マ に し て、 初 期 製 図 指 導 と 設 計 コ ン ペ、

コ ンク ー ルの 指 導 法 に つ い て、 平 成１８年 度 の 静 岡 大 会 か

ら 昨 年度 の 埼 玉 大 会ま で４ ヵ 年 の 計 画 で取 組 み ま した。

今 後 もこ のテ ーマ に関 し て は、 多 く の先 生 方 と 意 見交 換

し、 さま ざま な形 で情 報提 供 を して い き た い と 思 っ て お

りま す。 ま た、 「設 計 製 図 指導 者研 修会」 を 今後 も 継 続

的 に 実 施 し た いと 思 い ます。 今 年度 か ら は 「構 造 を 考 え

させ る 製 図指 導」 と 題 して、 意 匠 （デ ザイ ン） を 裏付 け

る構 造 部 分の 指導 に研 究テ ー マ を変 え、 複 数年 の 計 画 で

取 組 む こ と と い た しま し た。 以 下 に埼 玉 大 会 以 降の 活 動

報 告 を い た し ま す。

２． 製 図 分 科 会 活 動 状 況

（１） ２００９年１０月２０日 （於 ： 日 本 工 学 院 専 門 学 校）

・ 平 成２２年 度 以 降 の 製 図 分 科 会 活動 内容 につ いて

・ 「建築 系 高 校 生 設 計 製 図 講習 会」 冬期 講習、 「設

計 製 図 指 導 者 研 修 会」 冬 期 研 修 に つ い て

・ 施 設 見 学 （日 本 工 学 院 専 門 学 校）

（２） ２００９年１２月２５日 （於 ： 日 本 工 学 院 専 門 学 校）

「建 築系 高 校 生 設 計 製 図 講 習 会」 冬 期 講 習

「建 築 設 計 製 図 指 導 者 研 修 会」 冬 期 研 修

・ 開 講 式、 講 師 紹 介、 フ リ ー ソ フ ト

（Ｊｗ
＿
ｃａｄ

、
Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ、 ｌｎｋｓｃａｐｅ） 講ｉ習

、
閉

講式

（３） ２０１０年 ５月２６日 （於 ： 中 央 工 学 校）

・ 「建 築 系 高 校 生 設 計 製 図 講 習 会」 夏 期 講 習、 「設

計 製 図 指 導 者 研 修 会」 夏 期 研 修 に つ い て

・ 福 島 大 会 研 究 協 議 会 （製 図 分 科 会） 内 容 に つ い て

・ 中 央 工 学 校 主 催 第 ４ 回 高 校 生 対 象 コ ン ペ テ ィ シ ョ

ン

入賞作品見学

（４） ２０１０年 ７ 月 ６ 日 （於 ： 田 無 工 業 高 等 学 校）

・ 「建 築 系 高 校 生 設 計 製 図 講 習 会」 夏 期 講 習、 「設

計 製 図 指 導 者 研 修 会」 夏 期 研 修 に つ い て

・ 福 島 大 会 研 究 協 議 会 （製 図 分 科 会） 内 容 に つ い て

・ 施 設 見 学 （田 無 工 業 高 校 実 習 棟）

（５） ２０１０年 ７ 月１０・ｌｌ日 （於 ： 軽 井 沢 周 辺、 南 ヶ 丘 倶

楽部）

「建築系高校生設計製図講習会」 夏期講習

「建築設計製図指導者研修会」 夏期研修

１ 日 目 ： 開 講 式、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク １、 コ ン ペ 作 品

見学

２ 日 目 ： 施 設 見 学、 ス ケ ッ チ、 閉 講 式、 フ ィ ー ル ド

ワ ー ク ２

３． 平 成２１年 度 「建 築 系 高 校 生 設 計 製 図 講 習 会」 冬 期

講習

「建 築 設 計 製 図 指 導 者 研 修 会」 冬 期 研 修 報 告

開 催 日 ： 平 成２１年１２月２５日 （金）

場 所 ： 学 校 法 人 片 柳 学 園 日 本 工 学 院 専 門 学 校

内 容 ： ・ 開 講 式、 講 師 紹 介

・Ｊｗ
＿
ｃａｄ に つ い て

・Ｊｗ
＿
ｃａｄ の デ ー タ を Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ へ

・ Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ の 操 作

・Ｉｎｋｓｃａｐｅ の 操 作

・ レ イ ア ウ ト 作 業

・ 閉 講 式

参 加 者 ： 生 徒１９名 （１ 県 ５ 校 よ り） 、 教 員１７名 （１ 都

４県１０校 よ り） 参 加

ま 　 　　
な

ぎ三讐鐸…轄 磐
　 　 ら

群 ㍉讐∵♂ 騨 鱒 聴
麹 樺

電
辮

籍

鰍

　
も

ド ザド

、 ㌦

蹴 ぎま

フ リ ー ソ フ ト を 活 用 し た プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に つ い て、

先 生 方 にも 生 徒 た ち と 一 緒 に 活 動 して も ら いた いと 考え、

冬 期 講 習 会 ・ 研 修 会 と し 開 催 を い た し ま し た。 内 容 は、

Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ で 手 軽 に パ ー ス を モ デ リ ン グ し、

ＧＩＭＰ で 画 像 編 集 を し、 Ｉｎｋｓｃａｐｅ で タ イ ト ル を 作 り、

Ｊｗ＿ｃａ
ｄの 図 面 上 に レ イ ア ウ ト し よ う と い う も の で す。

今 回お 世 話 い た だ きま し た、 日 本 工 学 院 専 門 学 校 非 常

勤 講 師 の 吉 田 友 寛 先 生 （Ａｔｅｈｅｒ Ｙ’
ｚ） は、 大 変 お 忙 し

い 年 末 のこ の 時期 に ご 無 理 を 申 し 上 げ 緻 密 な ご 準備 を い

た だ き 感 謝 申 し 上 げ ます。

ま た、 快 く 会 場 を ご 提 供 い た だ き ま し た 日 本 工 学 院 専

門 学 校 の 廣 瀬幸 男 先 生 始 め、 お 手 伝 い い た だ き ま し た 先

生 方 に 感 謝 申 し 上 げ ま す。

■ 参 加 者 感 想 ←・部 抜 粋）

・ 自 分 の 知 ら な い ソ フ ト が た く さ ん あ る こ と が 分 か っ た。

色々 学 べ て 楽 し か っ た。 （１ 年）

・ パ ー ス や 鳥 鰍 図 な ど の 図 面 が、 簡 単 な 手 順 な ど で 出 来

た の で 講 習 会 を 受 け ら れ て 良 か っ た。 （２ 年）

・ 一 番 気 に 入 っ た の は Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ で す。 将 来 ＣＡＤ を

使 っ た 職 業 に 就 く の も 良 い か な ～ と 思 い ま した。 今 度

は も っ と 難 し い ＣＡＤ に 挑 戦 し た い な と 思 い ま し た。

（２ 年）

・ｌｎｋｓｃａｐｅ に つ い て も う 少 し 詳 し く 勉 強 し た い と 思 い

ま し た。 今 ま で に や っ た こ と の な い こ と も 体 験 で き て

か っ た で す。 （３ 年）

・ 画 像 の 変 換 を 間 違 え て し ま い、 講 師 の 先 生 に ＧＩＭＰ

の ソ フ トで 変 換 して も ら い ま した。 画 像 の 変 換 を 今ま

で に し た こ と が 無 か っ た 為， 感 動 し ま し た。 （３ 年）
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・ フ リ ー ソ フ ト の 中 で も 簡 単 に パ ー ス や 文 字 の 加 工 な ど

が で き て オ ー ト を 使 わ な く て も、 様 々 な 表 現 が で き る

こ と に 興 味 を 持 ち ま し た。 （３ 年）

・Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ の 使 用 方 法
。

Ｉｎｋｓｃａｐｅ は き ち ん と し た 形 で

終 わら な かっ た の が 残 念 で した。 （教 員）

・Ｉｎｋｓｃａｐｅ （文 字 の 変 更） が と て も 興 味 深 か っ た。

Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ の モ デ リ ン グ、 コ ン ポ ー ネ ン ト な ど 興 味 を

持 っ た。 （教 員）

・ ３Ｄ で の モ デ リ ン グ が 簡 単 に で き る こ と に 驚 き ま し た。

貴重 な 機会 を 与 え て い た だ き、 あ り が と う ご ざい ま し

た。 （教員）

・立 体で 簡単 に 理 解 で き る と こ ろ に 生 徒 た ち は 興 味 を 持

っ た し、 私 と し て も 立 体 や 影 の 利 用 も 出 来 よ か っ た と

思 い ま す。 （教 員）

・Ｊｗ＿ｃａｄを 中 心 に 様 々 な ソ フ ト で 編 集 が で き る こ と に 可

能 性 を感 じま し た。 （教 員）
・Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ の 操 作 性 に つ い て。 思 っ た よ り 簡 単 だ っ た

の で実 習 な どで １ 項 目 と し て 取 り 組 み た い。 （教 員）

・Ｊｗ＿ｃａ
ｄの 機 能 が、 私 が 学 ん だ 時 よ り も 多 く な っ て い た

の に興 味を も っ た。 （教 員）

・ デ ー タ の 変 換 を す る こ と に よ っ て、 フ リ ー ソ フ ト を 用

い て プ レゼ ン で き る よう に 作 成 で き る こ と に 興 味 を 持

ち ま し た。 （教 員）

・ＧＩＭＰの 指 導 を い た だ き た か っ た。 後 半 の ペ ー ス が 早

ま っ て し ま っ た の が 残 念 で し た。 （教 員）

・ 単 体 と し て で は 限 界 の あ る フ リ ー ソ フ ト で あ る が、 互

い に補 完 し あう 利 用 法 が あ るこ と を 知り、 今 後 の 活用

法を 考 え て み た い。 （教員）

４． 平成２２年 度 「建 築 系 高 校 生 設 計 製 図 講 習 会」 夏 期

講習

「設 計 製 図 指 導者 研修 会」 夏期 研修 報 告

開 催 日 ： 平 成２２年 ７月 １０日 （土） ・１１日 （日）

場 所 ： 軽 井 沢周 辺、 南ヶ 丘倶 楽 部 （中 央工 学校 研修

所）

内 容： 第１ 日口

・ 開 講 式

・ フ ィ ー ル ド ワ ー ク １

大賀 ホ ー ル

ギ ャ ラ リ ー 桜 の 木

軽 井沢 の 山 荘

日 本聖 公 会 シ ョ ー 記 念 礼 拝 堂

軽 井沢 ク リ ー ク ガー デ ン

軽 井 沢 聖 パ ウ ロ カ トリ ッ ク 教 会

室生犀星記念館

万 平 ホ テ ル

石 の 教 会 ・ 内 村 鑑 三 記 念 堂

ハ ル ニ レ テ ラ ス

・ 第 ３ 回 建 築 系 高 校 生 対 象 コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

概要説明及び歴代入賞作品見学

第２ 日 目

・ 施 設 見 学 及 び ス ケ ッ チ

千 ケ 滝 （能 舞 台） 、

南 暁 （茶 苑） 、 三 五 荘

・ 閉 講 式

育研究会 東日本建築教育研究会

・ フ ィ ー ル ド ワ ー ク ２

軽 井 沢 新 ス タ ジ オ、 自 由 見 学

参 加 者 ： 生 徒１７名 （１ 都 ４ 県 ５ 校 よ り） 、 教 員１１名 （

１ 都 ４ 県 ８ 校 よ り） 参 加

製 図 分 科 会 で は 昨 年 度 に 引 き 続 き、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク

の 手 法 を 体 験 す る と 共 に、 他 校 生 徒 と の 交 流 を 通 し て 設

計イ メ ー ジ の 深 化 を 図 る こ と を 目 的 に、 生 徒 を 対 象 と し

た 「設 計 製 図 講 習 会」 を 実 施 い た し ま し た。 ま た、 フ ィ
ー ル ドワ ー ク （現 地 調 査） 手 法 を 研 修 し、 他 校 職 員 と の

交 流 を 通 し て、 指 導 実 践 の 情 報 交 換 を 図 る こ と を 目 的 に、

教員 を 対 象 と し た 「設 計 指 導 者 研 修 会」 も 同 時 に 実 施 し

ま し た。 先 生 方 に も 生 徒 と 同 じ 日 程 で 活 動 ・ 研 修 し て い

た だ き ま し た。

鱗 慧ｌｌ湿、
灘騨㌻
撫議難灘麹 錘鑑ぐ１鷺；ジ㍑
当 目、 レ ン タ サ イ ク ル で の 移 動 と な る 日 程 だ っ た の で、

梅 雨 で天 候 を 大 変 心 配 して い ま した が、 初 日 は 久 しぶ り

の 晴 天 と な り、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク １ が 全 て 予 定 通 り に 進

み ま し た。 ま た、 ２ 日 目 は 若 干 天 候 が 危 ぶ ま れ ま し た が、

施 設 見 学 ・ ス ケ ッ チ、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク ２ が 予 定 通 り に

実 施 で き、 特 に フ ィ ー ル ド ワ ー ク ２ の 「軽 井 沢 新 ス タ ジ

オ」 見 学 で は、 ア ン ト ニ ン ・ レ ー モ ン ド の 弟 子 で あ る 北

澤 興 一 先 生（株 式会 社 北 澤建 築 設 計 事 務所 代 表 取 締 役）

か ら 建 物 に つ い て の 解 説 や 当 時 の 様 子、 裏 話 等、 貴 重 な

お 話 を して い た だ き ま した。 参 加 者 み な さ ん 大 変 感 動 し

て い ま し た。

２ 日 間 と い う 短 い 日 程 で した が、 大 変 有 意 義 な 講習 会

並 び に 研 修 会 に な っ た と 思 い ま す。 こ の 講 習 会 ・ 研 修 会

が 来 年 度 も 開 催 で き る よ う 準 備 して 行 き た い と 思 い ま す。

ま た 是 非 多 く の 生 徒、 先 生 方 に 参 加 して い た だ け れ ば と

思 っ て い ま す。

中 央 工 学 校 並 び に 南 ヶ 丘 倶 楽 部 の 皆 様 に は、 全 面 的 な

ご 協 力 を い た だ き 感 謝 申 し、ヒ げ ま す。 ま た、 ご 講 義 並 び

に ご 指 導 い た だ き ま し た 中 央 工 学 校 の 松 田 正 之 先 生、 浜

野 和 孝 先 生、 生川 清 孝 先 生 に 感 謝 申 し 上 げ ま す。

■ 今 回 見 学 し て 気 に 入っ た 建 築 物 ベ ス ト ３

（参 加 生徒 ア ン ケー トよ り）

※ フ ィ ー ル ド ワ ー ク ２ を 除 く

第 １ 位

・ 軽 井 沢 ク リ ー ク ガ ー デ ン

・ 三 五 荘

第２ 位

・ ギ ャ ラ リ ー 桜 の 木

一 １５ 一
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第 ３ 位

・ 石 の 教 会、 内 村 鑑 三 記 念 堂

・ 南 暁 （茶 苑）

■ 参 加 者 感 想 （一 部 抜 粋）

・ 初 め て の 合 宿 と い う こ と で、 少 し 不 安 も あ っ た の で す

が、 と て も 楽 し く 学 ぶ こ と が で き ま し た。 フ ィ ー ル ド

ワ ー ク で は、 自 然 を 楽 しみ な が ら 色 々 な 建 築 物 を 見 学

す る こ と が で き、 楽 し か っ た で す。 こ ん な に す ご い 建

物 を 見 ら れ て 良 か っ た で す。 石 の 教 会 で は、 坂 道 を 頑

張 っ た か い が あ り ま し た。 私 が フ ィ ー ル ド ワ ー ク で １

番 気 に 入 っ た 建 築 物 は、 「軽 井 沢 ク リ ー ク ガ ー デ ン」

で す。 自 然 と 共 存 し て い る 中 で 結 婚 式 が 挙 げ ら れ る な

ん て、 良 い な と 思 い ま し た。 そ れ か ら 皆 に ち ゃ ん と 着

い て い け る か 不 安 で した が、 先 生 方 や 先 輩 が 優 し く 丁

寧 に 教 え て く だ さ っ た の で 良 く 分 か っ た し、 楽 し ん で

参 加 で き ま し た。 こ の 講 習 会 に 参 加 し て 良 か っ た で す、，

（ユ 年）

・ 軽 井 沢 は、 大 き く て 面

白 い 形 の 建 造 物 が 多 く

あ り 自 然 が あ り、 街 全

体 が 一 つ の 芸 術 作 品 み

た い だ と ２ 日 間 を 通 し

て 思 っ た。 特 に 「ギ ャ

ラ リ ー 桜 の 木」 や 「石

の 教 会」 な どは、 有 名

な 建 築 家 が 設 計 した 建

物 で、 見 学 し て い て と

て も 楽 し か っ た。

「南 暁」 の 小 問 は 最 小

の 茶 室 で、 に じ り 口 や

貴 人 口 な ど の 扉 に は そ

れ ぞ れ 意 味 が あ り、 に

翻
灘 拘

一 勝

じ り 口 の 思 想 は 日 本 人 の 美 意 識 の 象 徴 だ と 思 っ た。 他

に も 軽 井 沢 に は、 山荘 や 三 五荘 な ど 素 晴 し い 建 築 物 が

あ る の で、 自 分 も 将 来 軽 井 沢 に 建 物 を 建 て て も 恥 ず か

しく な い よう な 建 物 を 設 計 し て み た い と 思っ た。

（１ 年）

・ 軽 井 沢 の イ メ ー ジ は、 自 然 豊 か で 別 荘 が 沢 山 あ る と い

う 感 じ で し た が、 駅 に 着 い た ら ア ウ ト レ ッ ト が あ り、

イ メ ー ジ の ギ ャ ッ プ が す ご か っ た で す。 で も、 フ ィ ー

ル ド ワ ー ク が 始 ま り、 自 転 車 に 乗 っ て 色 々 な 所 に 行 く

た び に、 軽 井 沢 の 自 然 を 味 わ う こ と が で き、 ど ん ど ん

軽 井 沢 と いう 街 が 好 き に なっ て 行 き ま し た。 私 は 去年、

中 央 工 学 校 主 催 の 「写 真 に 親 し む軽 井 沢 の家」 と いう

コ ン ペ に 初 め て 挑 戦 し ま し た。 コ ン ペ の 概 要 説 明 を 聞

い て、 自 分 の 足り な かっ た 点 を 知 れ た し、 過 去 の作 品

を 見 て刺 激 を 受 け ま し た。 朝 ６ 時３０分 か ら約 １ 時 間の

散歩 を し て、 自転 車 で は 一 瞬 し か 見 るこ との でき な い

建 物 を 白 分 の ペ ー ス で じ っ く り 見 る こ と が で き た の で、

眠 か っ た け ど 良 い 思 い 出 に な っ た と 思 い ま す。 こ の ２

日 間 で 沢 山 の こ と を 学 び ま し た。 そ の 学 ん だ こ と を 生

か し て 今 後の 自 由 設 計 や コ ンペ な ど に取 り 組 ん で 行き

た い で す。 講 習 会 に 参 加 で き て 良 か っ た で す。

（３ 年）
・ １ 泊 ２ 日 で こ の 講 習 会 に 参 加 で き て す ご く 楽 し か っ た

です。 普 段 見 ら れ ない よ う な軽 井沢 ら し い建 物 を 沢山

見 ら れま した。 外 か ら見 た 感 じと 内 か ら 見た 感 じ が違

っ て い た り し て、 面 自 か っ た で す。 石 の 教 会 は、 殆 ん

ど 全 て が 石 で で き て い て、 「ど う な っ て い る の だ ろ う

？」 と 思 い ま した。 地 元 に は無 い 建 物 が 見 ら れた の で

良 か っ た で す。 私 は い ま、 コ ン ペ と 課 題 研 究 で 家 を 設

計 し て い ま す。 色 々 考 え て も や っ ぱ り 四 角 の あ り き た

り な 家 に な っ て しま い ま す。 で も 中 央 工 学 校 主 催 の コ

ンペ 作 品 を 沢 山 見 る こ と が でき て、 と て も 勉 強に なっ

た し、 良 い 参 考 に も な り ま し た。 自 分 と 同 じ 年 ま た は

年 下 の 人 が考 え た も の と は 思 え な く て、 す ごく 良 い 刺

激 を う け ま した。 今 回 の 講 習 会 で学 ん だこ と が沢 山 あ

る の で、 こ れ を 活 か し、 大 学 に 進 学 し て も 参 考 に し て

行 き た い と 思 い ま す。 （３ 年 女 子）

・ 今 回 の 研 修 に 参 加 し、 他 県 の 先 生 方 の コ ン ペ に 対 す る

取 り 組 み や 授 業 内 容 な どの 情 報 を 聞 く こ と が でき、 大

変 良 い 刺 激 と な り ま した。 各校 の 先 生 方 の 積 極 的 な 指

導、 取 り 組 み も 今 後 参 考 に しな が ら、 生 徒 へ 還 元 して

い き た い と 思 い ま す。 研 修 会 で は、 普 段 で は 見 る こ と

の で き な い 建 築 物 を 多 く 見 学 で き、 改 め て 建 築 の 奥 深

さ を 感 じ ま し た。 県 外 に 出 て、 こ う い っ た 機 会 を 多 く

設 け る こ と が、 生 徒 に も 刺 激 を 与 え ら れ る と 思 い ま す。

（教員）
・ 様 々 な 建 築 物 を 見 学 さ せ て い た だ き、 久 々 に 建 築 と 自

然 を 楽 し む こ と が で き ま し た。 Ｈ Ｐ や 雑 誌 が 多 く あ り、

情 報 がす ぐに 手 に 入 る と 思 っ て しま う 分、 最 近 は こ の

２ 日 間 の よ う に 体 を 動 か し て、 目 で 見 る と い う こ と が

少 な く な っ て い る こ と が、 と て も 残 念 で し た。 ま た、

昔 の よ う に 足 を 運 び た い と 思 っ て い ま す。 ま た、 今 回

は 生 徒 と 一 緒 に 参 加 で き、 少 しで も 建 築 の 楽 しさ が 伝

え ら れて、 こ れ を き っ か け に 建 築 の 世 界 で 頑 張 っ て く

れ れ ばと 思 っ て い ま す。 普 段 見 られ な い 目 の 輝 き や 表

情 を 見な が ら、 私 自 身 も と て も 満 足 して い ま す。 機 会

が あ れ ば若 手 の 教 員 も 参 加 さ せ た い と 思 い ま す。 コ ン

ペ に つ い て も、 是 非 参 加 す る 人 数 を 増 や せ る よ う、 カ

リ キ ュ ラ ム や 実 習 内 容 を 考 え て い き た い と 思 い ま す。

（教員）

楼ぞ
鷹議幾禽騨
５． 第６０回 東 日 本 建 築 教 育 研 究 会 福 島 大 会

製 図 分 科 会 研 究 協 議 会 報 告

開 催 日 ： 平 成２２年 ７月２９日 （木）

会 場 ： 福 島 県 会 津 若 松 「御 宿 東 鳳」

参 加 者 ：２６名
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テー マ ： 「構 造 を考 え さ せ る 製 図 指 導 一 １ ～ 伏 図 を 考

え させ る ～」

昨年 度ま で の 分科 会 テ ー マ

は、 コ ン ペ 指 導 を 中 心 に ど ち

らかと 言え ば 意 匠 （デザ イ ン）

を発想 させ る 指 導方 法 を 研 究

協 議 し て き ま し た。 し か し、

「デザイ ンを 裏付 ける 構 造 も

同時に指 導 が 必 要 であ る」 と

の考えの も と、 「構 造 を 考 え

させる製 図 指 導」 を テ ー マ に 研 究 協 議 が で き れ ばと 思 い、

今回の福 島 大 会 で実 施 い た しま した。 製 図 に 構 造 を リ ン

ク させた テ ー マ を設 定 しま した が、 構 造 と 言 っ て も 幅 広

く、 どの 点 に ポイ ン トを 置 い て 協 議 内 容 を 絞 っ て い く か

分科 会委 員 で 議 論 しま した。 そ の 結 果、 どこ の 学 校 で も

指導 を して いる 木構 造 に ポ イ ン トを 絞 り、 更 に 立 面 図 や

断面 図の 指 導 に も影 響 の あ る 「屋 根 伏 図」 を 今 回 の 協 議

テー マと しま し た。 教 科 書 で も 「屋 根 伏 図」 に つ い て 書

かれ てい る 部 分 が 少 なく、 指 導 に 苦 労 を さ れ て い る 先 生

方 も 多 い か と 思 い ま す。 ま た、 皆 さ ん ご 承 知 の 通 り、 本

研究 会が 主 催 する 全 国製 図 コ ンク ー ル に お い て も、 昨 年

度よ り課 題 ２ か ら課 題４ ま で 「屋 根 伏 図」 を 表 記 す る こ

と が 課 題 内 容 に 含 ま れ ま し た。 そ こ で、 今 回 の 協 議 会 で

は、 「屋 根 伏 図 を考 えさ せ る」 教 材 提 案を さ せ て い た だ

き ま し た。

は じめ に、 製 図 分科 会 委員 の 櫻 井 良 明 先 生（甲 府 工 高）

よ り屋 根 伏 図 を作 図 し立 面 図 へ と 展 開 す る 指 導 方 法 を 提

案 ・ 説 明 し て い た だ き、 そ の 後、 参 加 者 皆 さ ん で 実 際 に

屋 根伏 図 （切 妻、 寄 棟、 方流 れ、 入母 屋） を作 図す る 課

題 （図 １） に 挑 戦 し ても らい、 解 答を 配布 して 解 説 す る

と いう 演 習 形 式 で 実 施 しま し た。

ま た、 全 国製 図コ ンク ー ル 課 題 ２の 指 導 に対 応 し た教

材 （図 ２） につ い て も提 案さ せ て い た だき ま し た。
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※ こ の 資 料 は、 本 研 究 協 議 会 の ホ ー ム ペ ー ジ
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＿
ｋｋｋ よ り 閲 覧 が 可 能 で す、，

分科 会 委員 で演 習 課 題内 容を 検討 した とき に、 生 徒 向

けの 初 級 課題 を 考 えま した が、 先生 方 に 実際 体験 して い

た だく に はあ ま り 簡 単 な内 容 で は失 礼か と思 い、 若 干難

し い、
ヒ級 課 題 も 用 意 い た し ま し た。 そ の せ い か ？ 参 加 者

皆 さ ん 真 剣 に 取 組 ん で い た だ き ま し た。 製 図 分 科 会 で は、

来年 以 降 も生 徒 に 「構 造を 考 え させ る」 教材 を研 究・ 提

案 し て い き た い と 思 い ま す。

最 後 に、 参 加 し て い た だ きま し た 先 生 方や 賛助 会の 方

々 に は、 ア ン ケ ー ト に ご 協 力 い た だ き あ り が と う ご ざ い

ま し た。 今 後 の 製 図 分 科 会 の活 動 に 活 か さ せ て い た だき

ま す 。

■ 参 加 者 感想 （一 部 抜 粋）

・ 私 自 身、 毎 年 小 屋 伏 図 の 指 導 に は 苦 労 し て い ま す。 教

材 の 工 夫 に より、 理 解 を 深 め るこ と が でき るの が 良く

分 か り ま し た。
・ 屋 根 伏 図 に 関 し て、 そ の 根 本 を 改 め て 考 え さ せ ら れ ま

し た。 生 徒 へ の 提 出 の 仕 方 な ども 今 後 考 え て 行く 必 要

が あ る と 思 い ま し た。 教 材 研 究 に力 を 入 れ て い きま す。
・ 伏 図 を な か な か 理 解 で き な い 生 徒 に 対 し、 大 変 参 考 と

な る 教 材 だ と 思 い ま し た。 演 習 問 題 は 大 変 難 し い の で

す が、 解 け た 時 に 喜 び が あ り、 生 徒 の や る 気 に つ な が

る と 思 い ま す。
・ 製 図 の 指 導 が 難 し い 時 代 と な っ て い ま す が、 今 回 の 伏

図 の 資 料 で そ の ヒ ン ト が 得 ら れ た 気 が し ま す。 大 変 な

労 力 と 能 力 が 必 要 だ と 思 い ま す。
・ 屋 根 伏 図、 大 変 難 し い と こ ろ だ と 思 い ま す。 指 導 す る

上 で、 も っ と 勉 強 が 必 要 だ と 思 い ま し た。

・ 立 断 面 を 丁 寧 に 指 導 す る べ き だ と、 改 め て 思 い ま し た。

・ 屋 根 伏 図 の 大 切 さ を 改 め て 実 感 し ま し た。 入 母 屋 は、

本 当 に 難 し い で す ね。
・ 屋 根 の 描 き 方、 な か な か 理 解 で き ず 困 っ て お り ま し た。

是 非、 指 導 に 使 用 し て み ま す。
・ 屋 根 伏 図 の 指 導 方 法 が わ か り 参 考 に な っ た。 特 に プ リ

ン ト は 参 考 に な っ た。 し か し、 作 図 す る だ け で な く、

も っ と 他 校 の 取 り 組 み や 指 導 方 法 な どの 情 報 交 換 が あ

っ て も 良 か っ た と 思 う。

東日本建築教育 研究 会

６． お わ り に

製 図 分 科 会 で は、 「教材 の 提 案」 と 「研 修 の 場 の 設 定」

を 大 き な テ ー マ と して 活 動 して い ま す。 教 科 書 だ け で は

指 導 しに く い 部 分 を 補 う 教 材 は、 本 来 自 ら 研 究 し製 作 す

る も の で す が、 そ の ヒ ン ト （教 材 例） を 分 科 会 で は、 提

案 して い き た い と 考 え て い ま す。 各 県 で 世 代 交 代 が 進 ん

でい る と 耳 に しま す。 大 学 を 卒 業 した て の 先 生 方 も 増 え

て い る の では な い で しょ う か ？ そ ん な 若 い 先 生 方 に 少 し

でも 参 考 と な る こ と が、 分 科 会 と して で き れ ばと 感 じて

い ま す。

分 科 会 で提 案 した 教 材 を 本研 究 会 の ホ ー ム ペ ー ジに 掲

載 し て い き ま す の で、 活 用 し て い た だ け れ ば と 思 い ま す。

ま た、 「製 図 指 導 者 研 修 会」 と 題 し て、 コ ン ペ 指 導、 等

の 研 修 会 も 実 施 して い き ま す の で、 出 張 の 難 しい 時 代 で

はあ り ま す が、 多 く の 先 生 方 に 参 加 して も ら え れ ばと 思

っ て お り ま す。 今 後 と も 製 図 分 科 会 の 活 動 に、 ご理 解 と

ご 協 力 を お 願 い い た し ま す。

一一１７ 一
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１０， 計 画分 科 会活 動 報 告

埼玉県立大宮工業高等学校

三野輪 雄 大

１． は じ め に

計 画 分 科 会 で は、 昨 年 度 ま で の ２ 年 間 「住 宅 設 計 の 評

価 指 標」 に つ い て、 授 業 実 践 報 告 や 調 査 研 究 を 行 い ま し

た。 昨 年 度 の 埼 玉 大 会 で は、 夫 婦 寝 室 の 設 計 を 生 徒 に 計

画 して も ら い、 分 科 会 で 作 成 し た 評 価 シ ー ト を 用 い 参 加

者 が 評 価 実 践 し、 グ ル ー プ 討 議 を 行 い ま し た。

過 去 ２ 年 間 で、 平 面 計 画 （２ 次 元） を 中 心 と し た 内 容

を 研 究 して き ま し た が、 今 年 度 は 立 面 や 断 面 の 要 素 （３

次 元） を 加 え、 生 徒 が 建 築 物 を 空 間 ・ 立 体 と し て 把 握 で

き、 理 解 さ せ や す い 教 材 を 研 究 して み よ う ！ と い う 流 れ

で 「考 え る た め の 紙 模 型」 と 題 し研 究 を し て き ま し た。

以 下 に 埼 玉 大 会 以 降 の 活 動 報 告 を い た しま す。

２． 定 例研 究協 議会 活動 報 告

平 成２１年 度 第 ３ 回 平 成２１年ＩＯ月１５日 （墨 田 工 高）

埼 玉 大 会 の 反 省 と 今 後 の 研 究 テ ー マ に つ い て 協 議 し ま

し た
。

研 究 テ ー マ に つ い て、 主 な 意 見 交 換 の 内 容

・ ２ 級 建 築 士 に 関 連 した 内 容

（木 造 軸 組 と プ ラ ン ニ ン グ、 現 代 建 築 史 な ど）

・ 集 合 住 宅 に つ い て

・ 高 さ 方 向 の ス ケ ー ル 感 を 養 う 教 材

・ 紙 の 模 型 （模 型 教 室）

・ ３ 分 間 ス ケ ッ チ

・ 研 究 協 議 会 で は 教 材 に な る よ う な 題 材 が よ い の で は

な い か

・ 平 成 ２ ４ 年 度 の 夏 期 研 究 協 議 会 に つ な が る 内 容 も 検

討 した い

以 上 の よ う な 意 見 交 換 が あ り、 今 後 の 研 究 内 容 と して

「平 面 か ら 立 体 へ 展 開 す る 教 材 の 研 究」 と い う 方 向 性 で

ま と ま り ま し た。

　 ノ

ｉ…㌃
醤 ％４

・・ 愚 隠
、

断 し、 既 存 の サ ン プ ル 模 型 （１／５０） を 作 製 し イ メ ー ジ を

持 た せ て か ら自 主 設 計 に 入 る 手 順 を 進 め て み る こ と に な

り ま し た。

生 徒 実 践 例 と して、 埼 玉 県 立 大宮 工 業 高 等 学 校 の １
，
２

年 生 で実 施 す る 運 びと な り ま した。 分 科 会 委 員 の 先 生 方

にも サ ン プ ル模 型 を 作 製 して も らい 教 材 と して の 改 善 点

を 考 え て も ら う こ と に し ま し た。 ※ 図、 写 真 参 照

平 成２１年 度 第 ５１”１ ’Ｆ成２１年３月１０日 （墨 田 工 高）

大 宮 工 業 高校 の 生 徒 実 践 例 紹 介と 福 島 大会 に向 けて テ

ー マ の 決 定と 研 究 協 議 会 の 流 れ を 検 討 しま した。

生 徒 実 践 例 紹 介 で は、 授 業 の 様．ｆ を ま と め た ビ デ オ 視

聴 を 交え 生 徒 の 反 応 や 教 材 の 説 明 を 行い、 今後 の 改 善 点

な ど を 協 議 し ま し た。

福 島 大 会 で は、 参加 さ れる 先 生 方 にも サ ン プ ル模 型 を

作 製 して も ら い 生徒 実 践 例 の紹 介 を し な が ら ディ スカ ッ

シ ョ ン す る 流 れ と し、 テ ー マ を １考 え る た め の 紙 模 型』

～ 小住 宅 の プラ ンニ ン グ か ら 立 体 把 握 へ～ と しま し

た 。

『 ．
講

，

職

賦

内

㌧

鼠

聴

内

一
」

茜
Ｌ

♪

１譲 踏 　蟹ト… 磯》綿 撫
運
　

．塁
唱 携 ㌦観難

鰍 １ ぶ 津 莚 張 講 輯 羅 ゑ≡ 琢 雫 人 ｝ミ

勘 餌 獣 ∴ μ り ・ … 』
み 融 販 曜 寡 脚 ア隊品 σ

… ∴ レ 曳 痺 ” … …’ 擢 腐 閥
’

図 こ サ ン プ ル 模 型 キ ッ ト２

平 成２２年 度 第 １ 回 平 成２２年５月２６日 （墨 田 工 高）

福 島 大 会 に 向 け て 研 究 協 議 会 の 流 れ （時 間 配 分） や 資

料 の 検 討 を し ま し た。 ま た、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 内 容 と

し て、 大 宮 工 業 高 校 の 模 型 作 製 で 感 じ た こ と や エ ス キ ス

の 指 導 に つ い て の 意 見 交 換 と し ま し た。

／

「小 住 密 紙 模 型」

［・ レ
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図 ： サ ン プル 模 型 キ ッ ト

平 成２１年 度 第 ４ 回 平 成２０年１２月９日 （大 宮 工 高）

「平 面 か ら 立 体 へ の 展 開」 に つ い て 分 科 会 委 員 が各 校

で実 施 して い る 教 材 を 持 ち 寄り 協 議 しま した。 用 紙 に 断

面 図 等 を 描 く よ り も 模 型 教 材 （小 住 宅 の 模 型） が 生 徒 に

は理 解 さ せ や す い と 意 見 がま と ま り ま した。

小 住 宅 模 型 を 考 え る 際 に 生 徒 の 自 主 設 計 で も よ い の で

す が、 プ ラ ン を 考 え て か ら 模 型 に 人 る こ と は 難 し い と 判

平 成２２年 度 第 ２ 回 平 成２２年７月５Ｕ （大 宮 工 高）

福 島 大 会 の 資 料 の 印 刷、 綴 じ 込 み 等 を 行 い、 大 会 当 日

の 役 割 分 担 や 研 究 協 議 会 の 流 れ を 確 認 し ま した。

３． 第６０回 東 日 本 建 築 教 育 研 究 会 福 島 大 会

研究協議会報告

日 時

会 場

参加者

テ ー マ

平 成２２年７月２９日 （木） ～７月３０日 （金）

福島県会津若松市 「御宿東鳳」

２ ６ 名

『考 え る た め の 紙 模 型１
～ 小 住 宅 の プ ラ ン ニ ン グ か ら 立 体 把 握 へ ～

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０
．１

１
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協議会内容

テ ー マ の 経 緯 を 説 明 し、 ２ 人 １ 組 で ケ ン ト 紙 を 用 い た

小 住 宅 の サ ン プ ル 模 型 を 作 製 し て も ら い ま し た。 そ の 後、

大 宮工業 高校 で の 実 践 報 告と して ヒ テ オ 視 聴 を しな が ら、

課題の時 間 配分 や 生 徒の 反応 や 理 解 度 等 を 発 表 し、 最 後

に大宮工 業 高校 の 生 徒実 践 例 を 見 て も ら い な か ら、 模 型

課 題 の 改 善 点 な ど に つ い て こ 意 見 を い た だ き ま し た。

分科会 と して も、 様々 な視 点 に ヴっ た 意 見 が 大 変 参 考

に なりま した。 参 加 さ れた 先 庁 方 や 協 賛 の 方々 に 感 謝 申

し ト げ ま す。

参加 者ア ンケ ー ト 結 果

（１） 今 回の 研 究 協 議会 に お い て、 研 鐙 を 深 め ら れ た 内

容 があ り ま し た らお 書 き く だ さ い

・今 回の 課題 で ある、 平 面 か ら立 体へ の 部分 は 確 実 に 低

下 し て い る こ と は 実 感 し て い る。 パ ー ス や 今 回 の よ う

に模 型 の授 業 は 今後 大 切 な 項 目 と な る と 思 う。
・ ス ケ ー ル 感 と い う 話 か あ っ た が、 人 の 体 と 室 の 大 き さ

や家 具の 大 き さ な どの 関係 を 教 えて い く ⊥ 夫 を して い

き た い。

・ 平 面 か ら 立 体 へ の 展 開 と た い へ ん 勉 強 に な り ま し た。

・ 座 学 の 中 で も 取 り 紐 ま せ や す い 内 容 だ と 思 い ま し た。

学校で も ２ 人 組で １ 軒ま ず は作 らせ てみ よ う かと 思 い

ます。 立 体 と し て 考 え させ る こ と は 理解 さ せ る ｈで重

要 で あ る こ と を 認 識 で き ま し た。
・ 立 休 を 先 に 指 定 し て お く 方 法 は、 シ ン プ ル で と て も 良

い。 空 間 を 考 え る こ と に 集 中 で き る と 思 う。 特 に、 ２

年 生 な ど の 作 品 で 床 の 段 差 な と ア イ テ ア が 見 え て、 す

ご い と 思 っ た
。
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与 具 サ ン フ ル 模 型 内 観

・ ア イ テ ア （イ メ ー ジ） を 形 に す る と い う こ と が 苦 手 な

庁 徒 が 必 ず い ま す。 ま た、 平 而 を 吃 体 に す る こ と が、

な か な か 難 し い場 合 か あ り ま す。 そ う い う 生 徒 の た め

に も、 こ の よ う な 教 材 は と て も 大 切 た と 思 い ま し た。

参 考 に さ せ て い た だ き ま す。
・ 紙 て 模 型 を 作 る こ と で、 改 善 す べ き 点 や 間 違 っ た 点 を

す く に 発 見 で き、 ま た、 修ＩＦ す る こ と が で き る の で、

凶 牛 の段 階 で 行 う こ と か す ご く い い 案 だ と 思っ た、，
・ 大 変 参 考 に な り ま し た。 １ 年 の 実 習 に 取 り 入 れ た い と

思 い ま す。
・ ス チ レ ン ペ ー パ ー で 作 っ て い る こ と が 多 い の で、 参 考

に は な り ま し た が 組 み 立 て は 面 倒 に 感 じる。 自 由 設 計

に と こ ま で 結 ひ つ け る の か。 断 面 理 解 と い う 点 で は 参

考 に な りま す。 断面 理解 へ の 演習 課 題 に 使 い た いと 思

い ま す。

・ 模 型 を 紙 で脅 る の は と て も 勉 強 に な り ま し た。 自 分 で

も 研 究 し て み た い と 思 い ま す。
・ 実 際 に 韮を 動 か し な が ら 手 軽 に 牢 間 と 形 の 感 覚 を 養う

良 い 教 材 だ と 思 い ま し た。
・ こ れ く ら い の 教 材 の・賃 備 を す れ ば、 す ば ら し い 授 業 が

で き る と 思 っ た。 本 校 の 生 徒 に こ の く ら い の こ と が で

き る か と 思 う と、 や は り 事 前 の 指 導 の 人 切 さ を 感 し る。

大 宮 丁 業 の ２ 年 牛 の 作 品 は、 す は ら し い も の で あ っ た、

写 真 サ ン プル 模 型 外 観

・ 平 面 か ら 立 体 へ 展 開 す る こ と で、
ノ１ 徒 にイ・都 合 ・ 不 整

合 な 点 を 理 解 す る の にイ１ 効 た と 感 じ た。
・ 実 際 に 模 型 と し て ウ 体 的 に 形 作 る こ と に よ り、 高 さ の

感 覚 を 得 ら れ て 良 か っ た と 思 い ま す。
・ 生 徒 が ３ 次 元 と し て 空 間 を と ら え る こ と か で き る の て、

司 両 指 導：と して と て も 良 い と 感 しま し た。
・ 建 築 計 画 を 去 年、 今 年 も っ て い ま す。 ２ 級 施 工 管 理 の

試 験 が 終 ∫ した 後、 どの よ う に 生 徒 に 各 論 を 教 え よ う

か 課 題 で した。 今 回 の ア ドハ イ ス で 勉 強 に な り 実 践 し

て み よ う と 思 い ま す。

・ 模 型 を 用 い て の 立 体 感 を 身 に 付 け る 学 習 は 人 変 良 い と

思 う。 部 品 の 接 合 で す が、 切 込 み を 入 れ、 凸 部 を 差 し

込 む 方 法 で あ れ ば位 置 も す れ す に 接 合 で き る の で は な

い で し ょ う か。

・ と て も 楽 し ん で 研 究 で き ま し た。 平 面 や パ ー ス で は、

や は り イ メ ー シ で き な い 牛 徒 が 多 い の で、 模 型 づ く り

を 楽 しみ な か ら 作 れ る こ と は 素 敵 だ と 思 い ま す。
・ モ テ ユ ー ル 感 覚 を 学 び や す い と 思 っ た。 光 の 照 る 面、

風 邪 の 抜 け る 道 な ど立 体 的 に 学 べ る。
・ エ ス キ ス た け て 時 間 が な く な っ て し ま う よ う な 展 開 を

し て い た が、 小 住 宅 に す る こ と で エ ス キ ス と 模 型 づ く

り を 両 立 で き る こ と か 参 考 に な り ま し た。
・ 模 型 製 作 と い う と テ サ イ ン ボ ー ド （ス チ レ ン ホ ー ト）

と の 固 定観 念 が あ り ま した が、 ケ ン ト紙 を 使 用 す る 方

法 と い う こ と に 気 づ か せ て い た だ き、 今後 盾 用 さ せ て

い た た き た い と 思 い ま し た。

・ 日 頃 は 平 面 図 中 心 の 製 図 を や っ て い ま す の で、 ２ 次 元

で 空 間 を 考 え て い ま す が、 今 回 の よ う に 模 型 製 作 を や

る こ と で高 さ 方 向 が 認識 でき よ り ３ 次 元 に 空 間 を と ら

え る こ と か で き た と 思 い ま す。
・ 寸 法 や カ ソ タ ー の 取 り 扱 い。

・ ケ ン ト 紙 の 強 度 を 改 め て 知 り ま し た。 意 外 と 強 く し っ

≧ 東日本建築教 育研究 会
一１９一

建築 教育 ニュー ス ２０１０１１



１

か り し て い る。 エ ス キ ス か ら 作 成 ま で 長 い ス パ ン を か

け て に な る の で、 製 図 の 授 業 で 活 用 し た い。

（２） 今回 の 研 究 協 議 会 で 改 善 す べ き 点 が あ り ま した ら

お 書 き く だ さ い

・ ゲン ト紙 を 使 う と い う 手 軽 さ は 良 い 点 だ と 思 う が、 生

徒 の 中 に は 「壁 厚」 の 感 覚 を 持 っ て い な い 生 徒 が 多 い、，

そ れ を 思 う と ス チ レン ボー ドの ほ う が 良 い の で は な い

か 。

・ と て も よ く 研 究 さ れ て い て、 す ご い で す。

・ 模 型 は、 どこ で 切 り 取 る の か が 分 か り に く い 部 分 が あ

っ た の で、 も う 少 し分 か り や す く 提 示 す べ き だ と 思 っ

た
。

・ 生 徒 が 実 際 に や っ て い る 映 像 （授 業） を 見 た か っ た。

・ 軒 先 回 り が 図 面 で 表 示 で き な い 生 徒 が 多 い の で、 そ の

辺 も 模 型 で 表 現 で き れ ば…

・ 今 回 の よ う に 制 作 中 心 の 内 容 が 良 い の で は、 デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン は あ ら か じ め テ ー マ が な い と 深 ま ら な い で す

ね 。

・ 模 型 の 階 段 は ス ロ ー プ で も い い の で は。 屋 根 の 形 状 は

別 の 内 容 だ と 思 う が 模 型 で の 学 習 は 良 い と 思 う。
・ 始 め に 各 部 分 寸 法 の一一 覧 表 を 配 布 す る と、 廊 下４５ｃｍ 等

防 げ る の で は な い で し ょ う か。
・ 特 に あ り ま せ ん。 有 意 義 な 作 業 経 験 で し た、、

・ 大 変、 面 白 か っ た と 思 い ま す。

・ 大 変、 よ か っ た と 思 い ま す。 準 備 ご．苫 労 様 で し た。

・ 一 面、 ど こ か 見 せ た い 部 分 は、 プ ラ バ ン 等 で 外 壁 を 作

っ て ア ピ ー ル さ せ て も お も し ろ そ う だ と 思 い ま す。 時

間 に ゆ と り が あ れ ば、 色 ま で 行 う と よ い も の に な り そ

う で す。
　 り り ゆ 　
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（３） 住 宅 の エ ス キ ス 指 導 につ い て 工 夫 さ れ て い る 点 な

どご ざい ま し た ら お 書 きく だ さ い

・ 大 変 苦 労 し て い ま す。

・９１０×９１０方 眼 紙 を 作 成 し、 エ ス キ ス を 行 っ て い る。

１０００×１０００ （１ｃｍ マ ス） で エ ス キ ス を 行 う と、 わ か ら

な い 生 徒 が 増 え て き た。
・ グ リ ッ ド を 複 線 に し て、 壁 ・ 柱 を 表 示 し て い ま す。

・ 同 様 な 模 型 を 作 っ て の ｌｌ夫 程 度 で す。

・ 空 間 の 学 習 は Ｃ Ａ Ｄ が 有 効 だ と 思 う。

・ マ ン シ ョ ン の 間 取 り、 ２ Ｌ Ｄ Ｋ を １ 学 期 実 施 し て、 ２

学 期 か ら 住 宅 を する 予 定 だっ た の で役 に 疏 ちま した。
・ 本 人 の 意 図 を 生 か し な が ら 話 し 合 っ て、 よ り 良 い 計 画

に な る よ う に し て い ま す。
・ 立 体 感 も そ う で あ る が、 寸 法 感 覚 を 身 に つ け さ せ る こ

と に 大 変 苫 労 し て お り ま す。

・平 面計 画 と 同時 に立 断 面 がイ メ ー ジ でき る よ う 話は し

て い ま す が、 上 手 に 指 導 で き ま せ ん。
・ デ ッ ドス ペ ー ス、 無 駄 な 動 線 を な く す こ と を 注 意 し て

い る 。

・ 小 住 宅 （１０坪 程 度） か ら エ ス キ ス を 考 え る こ と が 多 い、

所 要時 問等 を与 えて 配置 す る こ と か ら 始め て い る。
・ 今の 生 徒 に は大 変 む ず か しい 分野 に有 効 な 手法 で取 り

糾 ま れ て 感 心 し ま し た。
・ 内 壁 の 理 解 （展 開図 の よ う な も の を い かに 理 解 さ せ る

か）

・ 外 観 の 一 部 ま た は、 全 部 に モ チ ー フ と な る も の を 使 用

す る。 変 わ っ た 外 観 に さ せ る。 凹 凸 や 曲 面 を 使 用 さ せ る。

（４） 計画 分 科 会 の 活 動 に つ い て ご要 望 等 が ご ざい ま し

た らお 書 き く だ さ い

・ あ り が と う ご ざ い ま し た。

・ 毎 年 の 内 容 を Ｈ Ｐ や デ ー タ で 見 た い。

・ 今 後、 教 材 の 参 考 に さ せ て い た だ き ま す。

・ 来 年 も ま た よ ろ し く お 願 い し ま す。 あ り が と う ご ざ い

ま し た
。

・ 今 回 の よ う な 作 業 は と て も 良 か っ た の で、 次 回 も そ の

よ う な こ と を 希 望 し ま す、，
・ こ れ か ら も よ ろ し く お 願 い し ま す。

・ こ の よ う な 実 践 方 法 を お 聞 か せ く だ さ い。

・ と て も 良 い 勉 強 に な り ま し た。 学 習 指 導 意 欲 が 更 に わ

い て き ま し た． あ り が と う ご ざ い ま し た。

・ イ ン テ リ ア 系 に つ い て 学 ぶ こ と が で き る と う れ し い で

す
。
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１１． 法 規 分 科 会 活 動 報 告

東京都 立田無 工業高等学校

米 原 良 慈

１，は し め に

法規 分科 会 で は、 会 員 参 加 型 講 習 会 と して 「各 種 講 習

会・現 場見 学 会 の 実 施」 と と も に 内 部 委 員 の さ らな る 法

規理解 を深 め る た め の 研 究 調 査 に よ る 研 鑑 「２ ２ 年 版 建

築法規 の過 去 問 題 集 編 修 お よ び２ ２ 年 版 建 築 法 規 ワ ー ク

ノー ト竹 業」 を 併 行 して 取 り 組 み ま した。

以 卜、 既 済の 活 動 内 容 及 び 今後 の 活 動 予定 を 報 告 しま す。

２．〈活 動 報告〉

（昨 年 度、 埼 干 人 会 以 降～ 本年 度、 福 島 大 会ま で）

Ｌ分 科会 議 事 に つ い て

（１） 第 ３８ 回 法 規 分 科 会 会 議

（０ ９／１ ２／０ ８ 丁 葉 ［業 大 学 に て）

・２１年 度 埼 ｋ大 会 法 規 分 科 会 研 究 協 議 の 総 括

題目 「ポイ ン ト解 説 二 級 建 築 施 Ｌ管 理 技 士 試 験 の 制

度 ・ 法 令 に つ い て」

・２２ 年 版 「建 築 法 規 の 過 去 問 題 集」 お よ び 「建 築 法 規

ワー ク ノー ト」 編 修 進 捗 確 認

・２２ 年 度 福 島大 会 法 規 分科 会研 究 協 議 検 討

題目 「出 題傾 向 か らよ み 取 る 二 級 建 築 施 丁 管 理 技 術 検

定の ポイ ン ト 指導」

・見学 会 「千葉 １ 業 大 学 ツ イ ン タ ワ ー 津 田 沼 校 舎」 実

施
・ そ の 他

千 葉 工業 大 学 ツ イ ンタ ワ ー 津 田 沼 校 舎 現 場

（２） 第 ３ ９ 回 法 規分 科 会 会 議

（１ ０／０ ３／０ ２ 東 京 モ ー ド学 園 コ ク ー ン タ ワ ー

校 舎 およ び東 京 浅 草 寺 に て）
・２２ 年 版 「建 築 法 規 の 過 去 問 題 集」 お よ ひ 「建 築 法 規

ワー ク ノ ー ト」 編 修 進 捗 確 認

・２２ 年 度 福 島大 会 法 規 分科 会研 究協 議 検 討

題 目 「出 題傾 向か らよ み 取 る 二 級 建 築 施 工 管 理 技 術 検

定 のポ イ ン ト 指導」

・ 見 学 会 「東 京 モ ー ド 学 園 コ ク ー ン タ ワ ー 校 舎」 実 施

・見 学会 「東京 浅草 寺 本 堂 外 部改 修 ⊥ 事」 実 施

・ そ の 他

、
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（３） 第 ４ ０ 回 法 規 分科 会 会 議

（１ ０／０ ５／２１ 青 山製 図専 門学 校お よ ひ首 都 高

速 大 橋 シ ャ ン ク シ ョ ン に て）

・ ２ ２年 版 「建築 法規 の 過 去 問 題集」 お よ ひ 「建 築 法 規

ワ ーク ノ ー ト」 編 修 進捗 確 認

・２ ２年 度 福 島 大会 法 規 分科 会研 究 協 議 検 討

題 目 「出題 傾 向 か らよ み 取 る 二 級 建 築 施 工 管 理 技 術 検

定の ポ イ ン ト指 導」

・ 見 学会 「青 山製 図 専 門 学 校 １ 号 館 校 舎」 実 施

・ 見学 会 「首 都 高 速 大 橋 ジャ ンク シ ョ ン」 実 施

・ そ の 他

／／

青 山 製 図 専 門 学 校 外 観 お よ ひ 屋 上 の 避 雷 針、 高 置 タ ン ク

型

錨 。
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首 都 高 速 大 橋 ジ ャ ン ク シ ョ ン 屋 上 ス ラ ブ （屋 上 緑 化 前）

（４） 第 ４ １ 回 法 規 分 科 会 会 議

（１ ０／０ ７／０ ２ 根 津 美 術 館 に て）

・ ２ ２ 年 版 「建 築 法 規 の 過 去 問 題 集」 お よ び 「建 築 法 規

ワ ー ク ノ ー ト」 編 修 進 捗 確 認

・ ２ ２ 年 度 福 島 大 会 法 規 分科 会 研 究 協 議 検 討

題 目 「出 題 傾 向 か ら よ み 取 る 二 級 建 築 施 工 管 理 技 術 検

定 の ポ イ ン ト指 導」
・ 見 学 会 「根 津 美 術 館」 実 施

・ そ の 他

磯
．
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根 津 美 術 館 入 口 お よ ひ 竹 に 囲 ま れた ア プロ ー チ

建 築教育 ニュ ース２０１０ １１

１Ｌ平成 ２２ 年版 建 築 法 規の 過 去 問 題 集の 編 修 改 訂 作 業

に つ い て （Ｈ Ｐ 掲 載 済）

「研 究 調 査 に よ る 研 鐙」 と し て、
“
基 礎 的 理 解 を 深 め

る 発 展 的 学習 の 教 材” に 取 り 組 ん で お り ま す 「２ ２ 年 版

建 築 法 規 の 過 去 問 題 集」 の 編 修 改 訂 作 業 を お こ な い ま し

た。 ２ １ 年 度 よ り 従 前 の建 築 士 試 験 問 題 に 「二 級 建 築 施

工 管 理 技 術 検 定 試 験 問 題の 法 令 関係」 の １ ８ 年 出 題 問 題

以 降 を 追加 し て い ます。 頒 布 に つ い て は 「福 島 大 会 分 科

会研 究協 議 参 加 者」 に 講習 会 資 料の 一 部 と し て Ｃ Ｄ－ Ｒ

Ｏ Ｍ に お さ め テ ジ タ ル デ ー タ と 併 せ て ア ン ケ ー ト 用 紙 を

頒 布 し ま し た。

ま た、 研 究 会 Ｈ Ｐ に も 掲 載 し て お り ま す の で、 ぜ ひ ご

一 見 いた だき ご意 見等 をお 寄せ 下 さ いま す よ う お 願い 致

し ま す。

（来 年 度 に お いて も 分 科 会 研 究 協 議 参 加 者 に 資料 の一 部

と して 頒 布 予 定 で す １ ！）

ＩＩＩ．平 成 ２ ２ 年 版 建 築 法 規 の ワ ー ク ノ ー トの 編 修 改 訂 作

業 に つ い て （Ｈ Ｐ 掲 載 済）

「研 究 調 査 に よ る 研 鐙」 と し て、
“

生 徒 自 ら が ノ ー ト

代 わ り に 手 元 に 置 き な が ら 必 要 事 項 を 整 理 す る” こ と と

して 取 り 組 ん で お り ま す 「２ ２ 年 版 建 築 法 規 ワ ー ク ノ

ー ト」 の 編 修 改 訂 作 業 を お こ な い ま した。

先 述 の 「建 築 法 規 の 過 去 問 題 集」 同 様 に 「福 島 大 会 分 科

会 研 究 協 議 参 加 者」 に 講 習 会 資 料 の 一 部 と して Ｃ Ｄ － Ｒ

Ｏ Ｍ に お さ め テ ジ タ ル デ ー タ で 頒 布 を し ま し た。 ま た、

研 究 会 Ｈ Ｐ に も 掲 載 して お り ま す の で、 ご 意 見 等 を お 寄

せ 下 さ い ま す よ う

お 願 い 致 し ま す。

（来 年 度 に お い て も 分 科 会 研 究 協 議 参 加 者 に 資 料 の 一 部

と し て 頒 布 予 定 で す １ ！）

ＩＶ．法 改 正 の 動 向 につ いて

（１ ０／０７／３ ０ 現 在） （詳 細 Ｈ Ｐ 掲 載 済）

５ 年 前 の 平 成 １ ７ 年 １ １月 に 発 覚 した 構 造 計 算 書 偽 装

問 題 へ の 対 応 と さ れ る 建 築 基 準 法 お よ び建 築 士 法 の 制 度

改 正 は、 段 階 的 な 改 正 を 経 て 昨 年 （平 成 ２ １ 年） ま で に

必 要 と な る 省 令 等 が す べ て 出 揃 い ま した。 法 規 分 科 会 で

は、 総 会 お よ び Ｈ Ｐ を と お し て 都 度、 改 正 事 項 の 情 報 発

信 を し て き ま した が、 総 会 配 布 済 資 料 の 「新 しい 建 築 士

制 度 が ス タ ー ト し ま し た。 」 （発 行 ． 新 ・ 建 築 士 制 度 普

及 協 会、 監 修 ： 国 土 交 通 省） を と お して 内 容 の 再 確 認 を

お 願 い す る 次 第 で す。 主 だ っ た も の と し て 「建 築 士 制 度

の 見 直 し」 、 「定 期 講 習 制 度 の 創 設」 、 「構 造 設 計 一 級

建 築 士 ／ 設 備 設 計 一 級 建 築 士 制 度 の 創 設」 、 「一 定 の 建

築物 にお ける 法 適 合確 認 等 の 義 務 づ け」 、 「設 計 ・ 工 事

監 理 業 務 の 適 正 化、 消 費 者 へ の 情 報 開 示」 等々 の 平 素 の

授 業 展 開 の み な ら す、 倫 理 観 の 育 成 や 諸 指 導 （特 に 進 路

指 導 等） にお い て も 生 徒 が 在 学 中 に 影 響 す る 内 容 （学 歴

要 件 等） か ら 卒 業 後の ライ フス タイ ル に ま で 大 き く左 右

さ れ る 内 容 （実務 要件 等） で 多 岐 に 渡っ てお り ま す。 ま

た、 「建 築確 認 審 査の 迅 速 化」 、 「申 請 図 書 の簡 素 化」 、

「厳 罰 化 の観 点」 か ら制 度 の 見 直 し が 行 わ れ、 平 成 ２ ２

年 ６ 月 １ 日 に建 築 基 準 法 施 行 規則 及 び 関 係 告 示 等 か 施 行

済と なっ てお り ま す。 以下、 国 土 交 通省 の 公 開 資 料 を 付

し て お り ま す の で、 ぜ ひ、 ご 一読 の 上、 ご 確 認 ド さ い。

（関係 文書 国１ 父 通省 お よ ひ 新 ・建 築 １ 制 度 普及 協 会 よ り）
一 ２２ 一
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〈申請図書の簡累化関係〉 コ
１ 堕而 比 示

⇒ 確 認串 請図謬 の うち、 構這 計 算概 要 選 を擁 止 する．

誓 こ
碧 鰹 に 示

（１） 非常馬 照明 装 置に 係 る技 衛 的墓 準 の見 痩 し を行 う とと も に、 非 常周 照 明 装

置 の構遷 詳細 図 を提 出不 要 と：する。
（２） 水洗便 所の 構 逓詳 細 國を 提 出不 要と１する。
（３） 排水の ため の 配管 設 備に 係 る技 徳 的墨 準 の 晃塵 しを 行 う とと も に、 排 水 ト

ラ ッフの 矯造 に 係る 構造 詳 細 麟を 羅 磁不 要と二す る な ど、 配 管設 備 に係 る 図 謬

の 簡素化 を行 う。
（４） 換気 設備の 構 這詳 縄 図を 簡 素化 す る。

・ 田
置几

Ｌ
要 嵐

の
’ 欝

⇒ 建 築材料 （防 火 材料、 シツ ク ハウ ス 建材） 、 防 耐 火構 造、 防火 設 備、 区 画 貫

通の笹 及び 遮蕎 構造 につ い て 大臣 認 定ヂ ー タベ ー ス の登 録 を義 務 化す る こ とに
より、 審査測 が 大隠 認定 盤 を 参照 で きる 環 境 を整 鷹 し、 確認 申 講 にお け る 大筆

認定轡 の箏 しの添 付 の翁 略 を 狡術 的 助蕩 等に：よ り 徹庭 す る、

〈厳罰化関係〉

１ 違反 設計等 への 難分 の 徹 底．
⇒ 「建 築行 政マ ネ ジメ ン ト計 画」 （仮称） の 策簸 指 針に、 申間 ・ 完 了検 査 の 徹

底、 違 反建 築物 対策 の推 進 を 盛り 込 み、 違 反 設計 簿へ の 処分 を 徹 底す る．１一
⇒ 違覆 建築 物対 策を 推 進 する た め、 広範 な サ ン プル 調食 を 災施 す る。

〈その他関係〉

１． 小規 模な本 造戸 建て 住 宅等 （４§ 建 築物） に 係る 確 認・ 検 査の 特労１に つい て、
当 分の間 継続 す る。

２． 既存 不適格 建築 物の 増 改築 に 係る 特 例 の麗 直 し （平 成２１ 葺闘 よ 交 通省 告 示第
８９窪号 等） につ いて、 周知 徹底 を 図る。

３， 住宅性 能評 価及 び長 期 優良 住 宅 の認 定 につ い ても 申 講幽 欝 の簡 素 化 を図 る。
（規貝ｉ」、 告清モ改刀Ｅ等）
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」

Ｖ．今 後 の 活 動 予 定

今 後の 活動 ・ 取 り 組 みと して 以下 の も の を 行う 予 定 です

１ 、

２， 運用 改善 案の 概要

〈確認密査の迅速化関係〉一
⇒ 確認申請 図謡 の補正 の対 象は、 軽 微な 不備 （言呉言己、 言己載 漏れ 等） とさ れて い

る が、 これ を不備 （串 講書 等が記 鐵 しようと二した撃 項 が合理 的に 遜測 され る も
の） とする。 また、 補 正に あたっ ては、 適 合 するか どう かを 決定 でき ない 雷の

通知 馨の交付 や確 認審 査報告 馨の 特寵 行政 庁へ の報 告 を不要 とす る。

△

るこ ととす る。

ｏ 生 脈

⇒ 構造に係 る確 認審盃 後に 構造 計算 適魯 性糊 定を 求め ること二と され てい るが、
当該確 認審査 を終 える蔚 に おいて も、 構逓 計算 適魯 性判 定を 求め るこ と ができ一

⇒ 潜定確認 検壷 機関 が確認 済証 等を 交付 した 後ｉこ特定 行政 庁へ握 出 する チェ ッ

クリス トを大 幅に 簡素 化す る （項 § を約９ 劃減 とす る）。一一
⇒ 計 樋の変 更に 係る確 認を 要 しない 「軽 微な 変更」 の 対象 は、 安金 上の 危縷 の

度等 が高くな らな い一 定の変 更と され てい る が、 こ れを 建築 墓準 関係 規定 に適
合する ことが 明ら かな一 定 の変璽 とす る。
ま た、

「軽微 な変憂」 の 適用 可能 な異 体事 例を 提示 し、 運用 の徹 底を 図る。一
⇒ 超 高脳建 築物 等の構 造計 算や 避難 安金 検証 法等 に係 る大 騒認 建の 変璽 手続 き

について、 迅 速化 を図 る。

一
一

⇒ 構 造計算 適含 性判罵 の対 象物 件につ い ては、 現 筏の 審盃期 間 （約 ７０ 日※）

の半減 を霞指 し、 羅査 期間短 縮に 係る 霞標 を設 定す ると とも に． 取組 方針 及び

公表方法 を 「建 築 行政マ ネ ジメン ト計 画」 （仮 称） の策 定指 針と して 発出 する。
ま た、 各 機関 に薔騰 窓Ｏ の設 蟹と それ 蒼通 じた 審盃の バラ ツキ 把 握及 び審 萱

員への指 導等 の取 組み を要請 する。照卿磯」ろ膿糊ゐ三竺三 一 」

２ 、

４
、

５ 、

ｏ

「平成 ２３ 年版 建 築 法 規の 過去 問題 集」 お よ び 「

平 成 ２ ３年 版建 築 法 規 ワ ー ク ノ ー ト」 編 修 改 定作 業

・ 「建 築 士 試験」 の 過去 問 題 に 「二 級 建 築 施 工 管 理

技 術 検 定 （学科 ： 法 令関 係 ： 建 設 業法、 労 働 基 準 法、

労 働 安 全衛 生法 な ど） 」 を継 続 追加 予 定 です。

平 成 ２ ３ 年 度総 会 （神 奈 川 大 会） の 分科 会 協 議 会 に

お いて、 「 （仮 称） 新 学 習 指 導 要 領 の 具 体 的 変 更 点

に つ い て の 解 説」 を テ ー マ と して 見 識 者 か ら解 説 予

定 で す。

平 成 ２ ３ 年 度 総 会 （神 奈 川 大 会） の 参 加 者 に 「建 築

法 令 改 正 ポ イ ン ト」 の 概 要 の ペ ー パ ー を 頒 布 し、 頻

繁 に複 雑 化 さ れて い く 建 築 法 令 へ の 対 応 の た め 教 員

自 らの 意 識 の 向 上 に 努 め て 参 り た い と 考 え て お り ま

す
。

そ の 他

最 後 に、 福 島 大 会 総 会 を も っ て、 根 岸 新 主 査 に バ トン

タ ッ チ し ま し た が、 今 後 と も 会 員 皆 様 方 の ご 指 導 ・ ご 協

力 の 程 宜 しく お 願 い 申 し上 げま す。

・←・本 灘 ・研究会 一２３一
建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０

，１１



１２． 構 造 分科 会 活 動 報 告

神奈川 県立神 奈川工 業高等 学校

高 橋 裕

埼 玉 大 会 ・ 構 造 分 科 会 主 催の 夏期 研 究協 議 会以 降の 活

動 に つ い て 報 告 い た し ま す。

構 造 分 科 会 は、 関 東 地 方の 先 生 方 を中 心 に 総勢 １ ８ 名

で 活 動 し て いま す。 仙 台工 業高 等 学 校、 小 松 工 業 高等 学

校 な ど遠 方の 先 生 の 参 加 も あ り に ぎや か に 活 動 して い ま

す 。

１． 分 科 会 活動 報 告

平 成 ２ １ 年 度 第 ３ 回 分 科 会

平 成 ２ １ 年 １ ０ 月 １ ６ 日 （余）

墨 田 工 業 高 等 学 校

○ 埼 玉 大 会 ・ 夏 期 研 究 協 議 会 の 反 省

平 成 ２ １ 年 度 第 ４ 回 分 科 会

平 成 ２ １ 年 １ ２月 １ １ 日 （金）

市川 工業 高 等 学 校

○ 平 成 ２ ２年 度福 島 大 会 に 向 け て

取 り組 み につ い てい ろ い ろ な 意見 が出 ま した がま と ま

ら ず、 次 回の 分科 会 で再 度 話 し 合い を 持 つ こ と と しま し

た
。

○’ア成 ２ １ 年 度 見 学 会 に つ い て

期 日 平成 ２ ２ 年 ３ 月 ２ ６ 日 （金）

見 学 場 所、 内 容 に つ い て は 小 澤 委 員 （田 無 工 高） に 一 任

し、 詳 細 を 後 日 連 絡 す る こ と に し ま し た。

○ 構 造 分 科 会 選 出 製 図 コ ン ク ー ル 委 員 に つ い て

佐 々 木 委 員 （向 の 岡 工 高） 、 菅 沼 委員 （富 士 北 稜 高） 、

鈴 木 委 員 （葛 西 工 高） にお 願 い し ま し た。

平 成 ２ １ 年 度 第 ５ 回 分科 会 （見 学 会）

平成 ２ ２年 ３ 月 ２ ６ 日 （金）

集 合・ 見 学場 所 環状 七号 線地 Ｆ調 節 池 善 福 寺 川 取 水

施設
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善 福 寺 川 取 水 施 設 外 観 内 径１２ ５ｍの ト ンネ ルを 示 す
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年 度 末 の 忙 し い 時 期 で の 見 学 会 で 参 加 者 か な か な か 集

ま ら ず、 時 期 の 検 討 か 必 要 で は な い か と 反 省 も あ り ま す

が、 都 市 に お け る 水 害 防 止 事 業 の 規 模 の 大 き さ、 難 し さ

を 実 感 す る こ と が で き た 見 学 会 で し た。

善福 寺川 取 水 施 設 は、 台 風 な ど の 大 雨 で 溢 れ そう に な

っ た 善 福 寺 川 の 水 を、 環 状 七 号 線 の 地 下約４０ｍ に、 内 径

１２５ｍ、 延 長４５ｋｍ の ト ン ネ ル へ 流 し 込 み、 水 害 を 避 け る

た め の 施 設 で す。 こ の ト ン ネ ル に は、 神 田 川、 善 福 寺 川

の 洪水 約５４立方 メ ー ト ルを 貯 留 す る こ とか でき る と いう

こ と で す。 貯 留 し た 水 は、 川 の 水 の 量 が 減 っ て か ら、 再

び 川 へ 戻 し ま す。

管 理 棟 会 議 室 での 都 民 の 財 産 を 守 る た め の 洪 水 防 止事

業 の 必 要 性、 施 設 の 運 用、 モ ニ タ ー に 映 し だ さ れ る、 他

の 取 水 施 設 か 管 理 す る 川 の 水 位 を 確 認 しな が ら 連 携 ・ 連

動 し て 洪 水 防 止 事 業 を 行 っ て い る 現 状、 ヒ テ オ、 模 型 に

よ る 取 水 の 流 れ、 調 節 池 の 貯 留 ・ 排 水 な どを わ か り や す

い 説 明 が あ り ま し た。

い よ い よ、 エ レ ベ ー タ を 利 用 し て 地 下４０ｍ の 深 さ に あ

る 調 節 池 ま で 降 り て い き ま す。 環 状 七 弓 線 の 道 路 に 沿っ

て 地 下 深く 長く 延 び た 円 筒 形 の 調 節 池 の 中 を 歩 き な が ら

地 下４０ｍ に 拡 が る 別 世 界、 施 設 の 規 模 に 圧 倒 さ れ ま し た。

調 節 池 に 貯 め ら れ た 水の 中 に は小 魚 や カ ニ な ど も 緒 に

流 さ れ て き ま す。 排 水 後、 施 設 内 を 掃 除 す る 時 に、 そ れ

ら の小 魚 を 集め、 施 設解 放 日 の 際、 施 設 見 学 に訪 れ た子

供 たち に 「小 魚 す く い」 をす る の だと ほほ えま しい 説明

も あ り ま し た。

見 学 後、 地 上 に 戻 る と き 無 謀に も 階 段 を 利 用 して 登 り

ま した。 足 の 疲 れか らも 施 設 の 大 き さ を あ らた め て 実 感

す る こ と か で き ま し た。

同 様 な 施 設 は 埼 玉 県 で も 建 設 さ れ て い る と の こ と で し

た。 自 分 の 足 元 に 普 段 は 目 に す る 事の な い 施 設 に よ っ て

牛 活 が 守 ら れ て い く こ と を 強 く 感 じら れ た 見 学 会 で した。

詳 しい 施 設 の 内 容 に つ き ま し て は
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で 確 認 し て く だ さ い。

少 人 数 で あ れ ば 見 学 は 可 能 と いう こ と で し た。
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平成２２ 年 度 第１ 回分 科 会

平成２２ 年 ５月 ２１ ［ （金）

墨田 工業 高 等 学校 Ｃ Ａ Ｄ 室

出席者１ ０ 名

○平成２ ２ 年 度福 島 大 会 分 科 会 テ ー マ

「見て、 試 し て、 簡 単 構 造 実 験 の 検 証」 と した

発表者 益 野 委員 （仙 台 工） に お 願 い す る。

テ ー マ に 沿 っ て 内 容 を 考 え て い た だ く。

発表案 と し て は教 科 書 に 記 載 さ れ て い る 「た め して み

よう」 ア ンケ ー ト結 果 か ら 見 る 利 用 状 況 の 説 明

「紙ぶ る る」 を参 加 者 に 配 布 して 実 際 に 作 っ て も ら い

な が ら 発 表 を 進 め て い く。

○ 出来 れ ば新教 育 課 程 ・ 教 科 書 編 纂 の 資 料 と す る た め に、

授 業の 取 り組 み 進 み 具 合 な どの ア ン ケ ー トを 作 成 し総

会 で 配 布 し た い。

（主査 会 にア ンケ ー ト の 原 案 を 示 した が、 検 討 不 十 分

で あ っ た た め 総 会 に ア ン ケ ー ト を 提 出 し な い こ と と し

た。 ）

○ 本年度 の 会 計 につ い て

来 年 度の 役員 の 交 代 を 見 据 え て、 会 計 を 榎 本 委 員 （安

田学 園） か ら菅 谷 委 員 （春 日 部 工） に 引 き 継 ぐこ と と し

た。 同時 に 副主 査 も 菅 谷 委 員 （春 日 部 工） か ら 青 柳 委 員

（市 川工） に交 代 す る こ と と した。

平成 ２２ 年 度 第 ２ 回 分 科 会

平成 ２２ 年 ７月 ５ 日 （月）

安田 学園 高 等学 校 会 議 室

出席 者 ９ 名

○福島大会発表準備

司 会 青柳 委 員 （市 川 工）

発表者 益野委員 （仙台工）

ア シス タ ン ト 星 野 委 員 （甲 府 工） ・ 大 久 保 委員 （墨

田 工）

記 録 佐々 木 委 員 （向 の 岡 工） ・ 榎 本 委員 （安 田 学

園）

講 評 沢野副会長 （墨田 Ｄ

発 表リ ハ ーサ ル を 行う

○応用 地 震言ｉ測 株 武 会 社 中 山 雅 之 氏 に よ る 「紙 ぶる る」

「ピ ノ キ オ ぶ る る」 等 の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン と 質 疑 応

答
。

資料 は次 の ホー ム ペ ー ジ よ り 入 手 可 能 です。
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第 ６ ０ 回 福 島 大 会 研 究 協 議１ （分 科 会）

① 分科会発表テーマ

「見 て、 試 し て、 簡 単 構 造 実 験 の 検 証」

「建 築 構 造 設 計」 の 導 人 教 材 と して 「紙 ぶ る る」 の 紹 介

，
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② 分科会発表の概要
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「建 築 構 造 設 計」 は、 生 徒 が 取 り 組 む に は、 多 少 高 度

な 内 容 が 含 ま れ て いる。 第 ５ 章 以 降 の 設 計 の 分 野 で は、

そ の 傾 向 が 顕 著 で あ る。 そ こ で、 参 加 さ れ た 先 生 方 に，

実 際 に 振 動 摸 型 「紙 ぶ るる」 （後 述） を 作っ て も ら い、

構 造 設 計 の 導 人 教 材 と し て のロ」能性 につ い て 意 見 や， 生

徒 に 対 し て， 建築 物の 耐震 性 興 味 を も た せる 方法 な どの

検 討 を お こ な っ た。

「紙 ぶ るる」 は， 名 古屋 大 学 の福 和 信 夫教 授 が 開発 さ

れ た 教材 で， 建築 物 の 揺 れ 方 を 表現 す る 紙の 模 型 であ り，

小 学 生 か ら社 会 人ま で を対 象 に した 防 災 教育 の 場 で， 広

く 使 用 さ れ て い る 教 材 で あ る。

１） 「建 築構 造設 計」 の導 入教 材

平 成 １ ５ 年 に 改 訂さ れた 「建 築 構 造 設 計」 の 教 科 書 か

ら， 導入 教 材 と し て 「試 して み よ う」 １ １ 項 目 を 新 た に

盛 り 込 ん た。 し か し、 実 教 出 版 の ア ン ケ ー ト の 結 果 を 見

ても 活用 して いる 学校 は多 く は な い の が現 状 であ る。

構 造 分科 会 で は， 「試 して み よ う」 の よ う な 導 人 教材 を

も っ と 活 用 し、 生 徒 の 興 味 関 心 を 持 た せ る た め に も、 防

災教 育 で 使 用 さ れ て い る 「紙 ぶ る る」 を 例 示 し、 「見 て

よ く わか る」 「試 した く な る」 よ う な 「建 築 構 造 設 計」

の 導 入 教 材 の 活 用 を 提 案 した。

２） 「紙 ぶ る る」 を 使 っ た 生 徒 に よ る 出 前 授 業

仙 台 市 立 仙 台 Ｔ：業 高 等 学 校 建 築 科 ３ 年 の 生 徒 数 名 が，

小 学 生 に 対 して 「紙 ぶ る る」 を 使 っ て 行 っ た
， 出 前 授 業

に つ い て の 実 践 報 告。

３） 「紙 ぶ る る」 の 制 作， 教 材 活 用 に つ い て の 討 議

参 加 して い た だ い た 先 生 方 が 「紙 ぶ る る」 を 作 り 始 め

る と
， 先 牛 方 の 目 の 色 か 変 わ り， 教 材 の 世 界 に 引 き 込 ま

れて い っ た。 完 成 した 「紙 ふ る る」 に 手 動 で 振 動 を 加 え、

筋 違 い の 有 無 や、 屋 根 に 加 え た お も り の 重 さ を 変 え て、

揺 れ の 違 い を 体 験 し た。 そ の 後， 活 発 に フ リ ー ト ー ク か

始 ま り、 「紙 ぶ る る」 の 教材 と して の 使 用 方 法 な どを 参

加 者 全 員 で 検 討 した。
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１３． 施 工 分 科 会 活 動 報 告

東京都立田無工業高等学校

丸 山 悟

１， は じ め に

今年 度 は、 施 工 分科 会 が 夏期 研 究 協 議 会を 行 う奪 で あ

る。 昨 年 度の 埼 玉 大会 で は 『３ 級 技 能 検 定 （建 築 大 工 五

事） につ いて』 を 研 究 課 題 と し 発 表 した。 当 初、 今年 度

も引 き 続 き ２ 級技 能 検 定を 研 究 課 題 と し 夏期 研 究 協 議 会

も そ の 内 容 で 実 施 予 定 で あ っ た。 し か し、 昨 年 の 暮 れ に

行 わ れ た 委 員 会 で 再 度 内 容 の 検 討 を 行 い、 最 終的 に 木一Ｌ

加 工の 原 点 で あ る 『大 工 道 具 の 手 入 れ と 使用 方 法 につ い

て』 と い う テ ー マ に 決 定 し、 研 究 活 動 を 行 っ た。

２． 平 成 ２ ２ 年 度 施 工 分 科 会 委 員

小 嶋 計 一 （宇 都 宮 工 業 高 校 定）

網 中 ｆ 仁 （館 林 商」二高 校）

塩 山 昇 （大宮 ［業 高 校）

権 田 幸 男 （大 宮 工 業 高 校）

吉 村 公 利 （春 日 部］ 業 高 校）

峯 孝 一・ （市 川 工 業 高 校）

平 柳 政 幸 （日 本 工 業 大 学 駒 場 高 校）

丸 山 悟 （田 無 工 業 高 校）

田 辺 登 （昭 和 第一・学 園 高 校）

樋 口 元 朗 （前 橋 工業 高 校）

林 祐 介 （京葉 工業 高 校）

鷹 野 正 明 （向 の 岡 工業 高 校）

渡 邊 恵 一 （小 山 北桜 高校）

３， 現 在 ま て の 活 動 状 況 … 今 年度 の研 究 課 題関 連

● 平 成 ２ １ 年 １ ２月 ８ 日 （火）

第 ３ 回 施 工 委 員 会 （安 田 学 園 高 校）

『内容』

① 平 成 ２ ２ 年 度 研 究 課 題 に つ い て
・ テ ー マ 決 定 「大 工 道 具 の 手 入 れ と 使 用 方 法」

・ 分 科 会 委 員 で 実 施 の 技 能 研 修 会 ビ デ オ の 編 集 に 決 定

② 平 成 ２ ２ 年 度 夏 期 研 究 協 議 会 に つ い て
・ テ ー マ 決 定 「大 工 道 具 の 手 入 れ と 使 用 方 法」

③ 埼 玉 大 会 の 縦舌・ 反 省

● 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 ２ ６ 日 （金）

第 ４ 回 施 工 委 員 会 （大 宮 工 業 高 校）

『内容』

① 平 成 ２ ２ 年 度 研 究 課 題 及 び夏 期 研 究 協 議 会 に つ い て
・ 「大 － 道 具の 手入 れと 使 用 方 法」 に つ い て の 実 技 風

景 を ビ デオ と 写 真 撮 影 で 記録

● 平 成２ ２年 ５月 ２４ 日 （月）

第 １回 施 工委 員 会 （大宮 工 業 高 校）

『内容』

① 平 成 ２ ２ 年 度 施 工 分科 会 委 員 につ い て

② 平 成 ２ ２ 年 度 研 究 課 題 及 び 夏期 研 究 協 議 会１こつ い て

・ 「大 工 道 具 の 手 入 れ と 使用 方 法」 に つ い ての 編 集 ビ

テ オ の 確 認

・ 夏 期 研 究 協 議 会 の 実 施 要 綱 およ び 必 要 物 品 の 検詞
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大 富 工 業 高 校

Ｈ２２ ３ ２６ 於 大 宮 工 業 高 校

● 平成 ２ ２ 年 ７ 月 ２ 日 （金）

第２ 回 施」二委 員 会 （蔵 前工 業 高校）

『内容』

① 平 成 ２ ２年 度研 究 課 題及 び夏 期 研 究協 議会 につ いて

・ 夏期 研 究協 議 会の 実 施 要綱 お よ び 必 要物 品の 確 認

・ 福 島 大 会 ・研 究協 議 会 の発 表 内 容の 確 認

・ 福 島 大 会へ の 発 送 書類 の準 備

● 平 成 ２ ２ 年 ７月 ２ ９ 日 （木） ～ ３ ０ 日 （金）

第 ６ ０ 回 東 日 本 建 築 教 育 研 究 会 福 島 大 会

＊ 分 科 会 発 表 テ ー マ

『大 工 道 具 の 手 入 れ と 使用 方 法 に つ い て』

＊ 分 科 会 参 加 者 ３ ９ 名

＊ 発 表 内 容

ま ず、 は じめ に 会 場 に 大 工道 具 を 展 示 し、 参 加 者 に 視

覚 的 に 伝 え ら れ る よ う に し た。 各 道 具 は、 至 人 れ さ れ て

い る も の か ら使 用 で き な く な っ た も の な ど比 較 しや す く

し た
。

次 に、 分 科 会 委 員 で作 成 した ビデ オ を 見 て も ら い、 道

具 の 手 入れ の ポ イ ン トを 解 説 した。 砥 石 の 砥 面 直 し、 の

み の か つ ら の 手 入 れ、 の み ・ か ん な の 裏 押 し ・ 刃 研 ぎ 力

法、 か ん な 台 直 し、 畢 さ し づ く り な ど を 説 明 し た

建 築教育 ニュ ース２０１０ １１
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一

時問 が 限 ら れ て い る た め、 説 明 を ５ ０ 分 程 度 行 い、 そ の

後は 質疑応 答 と した。

質 疑 応 答 で は、 「の み は べ た 裏 で も よ い の か」 、 「か

ん な 台 の 台 直 し に 用 い る 器 具 は」 、 「替 刃 式 の 普 及」 等、

各道 具や手 入 れ 法に つ い て の 質 問 があ っ た。 で き れ ばも

う少 し各県 や 各 学校 の 木 工 実 習 の 現 状 な どを 聞 き た か っ

たが、 時問 の都 合 上 研 究 協 議 会 は 無 事 終 了 した。

終了後 も、 熱心 な先 生 は 担 当 者 に 質 問 して い た。
ここ 近年、 市民 講 師 な どで 大 工 棟 梁 な どの 指 導 者 も 増

え、 刃 研 ぎにも 微 妙 な 違 い が あ る。 どれ が 正 しい か と い

うもの では なく、 そ れ ぞ れ 長 年 の 経 験 に 基 づ く も の で あ

る。 生 徒 指 導 に も、 そ れ ぞ れ の 体 格 差 な ど か あ り、 自 分

に 合 っ た 方 法 か 身 に 付 け ら れ れ ば と 思 う。

『
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● 平成 ２２ 年８ 月 ５１」 （木） ～ ６ Ｈ （金）

平成 ２２ 年 度 夏 期 研 究 協 議 会

＊研 修内 容

『大工 道具 の 手 入 れ と 使 用 力 法 に つ い て』 の 実 技 研

修

＊会 場 宇 都 宮 日 建 １ 科 専 門 学 校

＊研修 参 加 者 ２ ４ 名

８月 ５日 （木） 第 １ 日 目

施工分 科 会主 催 の 木 年 度 の 夏 期 研 究 協 議 会 は 「大 ｒ道

具 の 壬 入 れ と 使 用 方 法 に つ い て』 と 題 し て、 猛 暑 の 中、

２４ 名の 参加 者 で行 わ れ た。 初 め に 講習 内 容 を レ クチ ャ
ー （ビ デ オ に て 概 要 説 明） し、 そ の 後、 実 技 を 行 っ た。

←・本・築教・研究会
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１ 日Ｌｊの 内 容 は、 『の み の か つ ら 直 し ～ 黒 さ し づ く り

』 ま で を 行 っ た。 参 加 者 に は、 の み と か ん な を 持 参 し て

い た だ き、 分 科 会 よ り 砥 石 と 軍 さ し を 資料 と し て 配 布 し

た。 ま す 初 め に か つ ら を は ず し、 丸 や す り で 面 取 り を 行

っ た。 本 来、 万ノＪか あ れ は 速 く 終 わ る が、 工 具 は 会 場 持

ち 込 み の た め 台 数 も 少 な く、 丁 作 業 で も 行 っ た， そ れ か

ら、 か つ ら を 取 り 付 け、 け ん の う で 有 ト け を し た。

次 に、 の み の 刃 研 ぎ で あ る か、 そ の 前 に 砥 右 の 面 直 し

の 説 明 を し た。 参 加 者 に は 新 品 の 砥 石 を 配 布 し た た め 説

明 の み と し た。 何 種 類 か 砥 面 泊 し 用 の 道 具 を 用 意 し、 ま

た、 道 具 が な い 場 合 の 方 法 な と を 不 し、 作 業 を し な が ら

試 し て も ら っ た。 い よ い よ、 の み の 裏 押 し ・ 刃 研 ぎ を 行

っ た。 委 員 が 見 本 を 示 し、 そ の 後、 参 加 者 に 実 技 を し て

も ら っ た。 裏 押 し に は、 か な り 力 が 必 要 な た め 大 変 そ う

で あっ た。 次 に 塁 さ し づく り との みの 加工 練習 にク ルー

プ を 分 け て 作業 し た。 や はり 自 分 で研 いた のみ で加 工 す

る 参加 者 の 姿 を 見 て い て 満足 そう であ っ た。

８ 月 ６ 日 （金） 第 ２１｛目

２ 日 目 も、 初 日 同 様 に ビ デ オ に て 『か ん な の 刃 研 ぎ ～

台 直 し』 ま で の レ ク チ ャ ー を 行 い、 実 技 を 行 っ た。

のみ の刃 研 ぎ は経 験の あ る 参加 者が 多 か っ た か、 か ん

な につ いて は初 め て の カ も 多 く 真 剣 さ が 伝 わ っ て き た。

木 槌 を 用 い、 か ん な か ら か ん な 刃 と 裏 座 を 抜 き、 衷 押 し

・ 刃 研 ぎ を 行 っ た。 研 く 感 覚 は、 初 目 の の み の 刃 研 ぎ で

つ か め て い る の で、 ス ム ー ズ に 行 っ て い た。 し か し、 場

一２７一
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合 に よっ て か ん な刃 の 裏 出 しや 裏座 の耳 の 調 整な と は 技

術 が い る た め 委 員 で 行 っ た。 今 回 は、 参 加 者 に の み と か

ん な を持 参 し ても らっ たか、 中 には 高 級 な 道 具 を 持 参 さ

れ た 方も お り 驚 か さ れた。 次 に 台 直 しか ん な でか ん な 台

の 調 整を 行っ た。 最 後 にか ん な 台 に か ん な 刃 と 裏 座 を 入

れ、 刃 の 出 の 調 整 を し た。 そ し て、 用 意 さ れ た 削 り 台 に

敷 居 材 を 置 き、 削 り の 練 習 を し て も ら っ た。 上 手 に 削 れ

る 方、 あ ま り ト手 く で き な い 方 も 皆 真 剣 な 表 情 で 行 っ て

い た
。

今 年 の 夏 は 例 年 に 増 して 暑 か っ た。 全 国 で 熱 中 症 に な

る 方 も 多 か っ た。 今 回 の 講 習 も 参 加 者 の 先 生 方 の 年 齢 や

体 力 が 心 配 で あ っ た が、 け が や 熱 中 症 に な る 方 も なく 無

事 終 ｒ す る こ と が で き た。 何 よ り も 驚 か さ れ た の は、 暑

い 中 に も か か わ ら す 真 剣 に 作 業 を 行う 参 加 者 の 姿 であ っ

た。 参 加 者 に よ っ て は、 昼 休 み も 汗 を 流 し、 作 業 を 行 っ

て い た。 今 回 の 講 習 で １ つ で も 多 く の こ と を 身 にイ寸 け、

自 分 の 学 校 で ケ か せ て も ら え れ ば と 思 っ て い る。 本 当 に、

充 実 し た ２ 日 問 で あ っ た。

最 後 に、 会 場 を提 供 して いた だい た宇 都 宮 日 建 工 科 専

門 学 校長 の 岡 田先 生ほ か教 職 員 の 力 々 に お 礼 を 申 し Ｌ げ

ま す
。

覇寒

１瀦

塾。

毒・。ｉ㌔ 鱗
謬

寒
薯 壽 鱗

、
離

き ほ ま　

鉱縄
鹸琴
鱗 ・ １農

１一 §

Ｈ ２２８ ５～６ 夏 季 研 究 協 議 会

趨：嵐． ＿鞭
難撫

Ｈ ２２８ ５～６

毒
痒

ｇ
窯

縛燕
夏季研究協議会

；謙
　

窪
譲甲

垂

護

－
ー

ー

茎
叢
華

凄

騒

蕊

＝脇：１ 繍“

齢∴１灘

Ｈ ２２８ ５～６ 夏 季 研 究 協 議 会

，ｉ欝

晶

罫

〆

奪輩榊

題∴晶
圃 。Ｌ

耀 ｌ
Ｉ

Ｈ ２２８ ５～６

賑

夏季研 究協議 会

諦㌧垂ｉ噸晒響轡
・芸韓

７

零

、

ザ

４ ま と め

今 年 度 は、 総 会 の 研 究 テ ー マ お よ び 夏 期 研 究 協 議 会 の

内 容 を 「大 工 道 具 の 手 人 れ と 使用 法』 と し た。

今 後 に つ い て は、 もう し ば らく 木 工 事 の 内 容 で 行 って

い く 予 定 で あ る。 木 工 加 工 技 術 の 向 Ｌを 目 指 し、 最 後 に

２ 級 大 Ｔ：技 能 検 定 ま で 行 い た い と 思 っ て い る。
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１４． 製 図 コ ン ク ー ル 運 営 委 員 会 （第２８回全国高校生建築製図 コンクール結果報告）

関東第一高等学校

塩 澤 泰

第２８ 回全 国 高 校 生 建 築 製 図 コ ン ク ー ル に は， 東 日 本 建 築 教 育 研 究 会 の 加 盟 校 及 び 加 盟 校 以 外 の 先 生 方 か ら
， 校 務 ご

多忙にも か かわ ら ず 絶 大 な る ご 協 力 を 頂 き ま し た 事 を 厚く お 礼 申 し 上 げ ま す。

応 募 状 況
， 入 賞 者， 講 評， 次 年 度 に 向 け て 等 報 告 さ せ て い た だ き ま す。

［１］ 応募 校 数

（１） 応募 校数

応 募 校 数 全 日 制 定 時 制
加 盟 校 加 盟 校 以 外

全 日 制 定 時 制 全 日 制 定 時 制

Ｈ２０ １ Ｈ２１ Ｈ２０ １ Ｈ２１ Ｈ２０ １ Ｈ２１ Ｈ２０ ｉ Ｈ２１ Ｈ２０ ｉ Ｈ２１ Ｈ２０ ｉ Ｈ２１ Ｈ２０ １ Ｈ２１
１

７０校 １７７ 校
伽

６２ 校 １ ７２校 ８ 校 ｉ ５ 校 ５３ 校 １ ６２校
１

８ 校 ： ５ 校
１

９ 校 ： １０ 校
１

０校 ： ０ 校
１

（２） 校内 作 品審 査 数 の 総 計

課 題 １ 課 題 ２ 課 題 ３ 課 題 ４ 課 題 ５

Ｈ ２ ０ １１７７点 ６４４点 ５２３点 １３０点 ３９点
加 盟 校

Ｈ ２ １ １２１９点 ５１０点 ４７４点 判 １点 ３７点

加 盟校 以 外
Ｈ ２ ０ ２１６点 ５２点 １５点 ５点 ５点

Ｈ ２ １ ２３点 ２３点 ７４点 ３点 ９点

応 募 校 数
Ｈ ２ ０ １３９３点 ６９６点 ５３８点 １３５点 ４４点

Ｈ ２ １ １２４２点 ５６０点 ５４８点 １１４点 ４６点

［ＩＩ］ 審 査

１． 賞 の 選 出

（１） 最 高 作 品を 金賞 と し、 順 次 銀 賞 銅 賞 入 賞 と す る。

（２） 定時 制 課程 か ら入 賞 以 上 を 選 出す る。

２． 課 題別 審 査の 観点

（１） 課題１ （軒 先 マ ワ リ 詳細 図）

１） 引 き 出 し線 の 位 置 は考 慮 し ない。

（２） 課題 ２ （木造 平 家 建 専 用 住 宅）

１） 機 能 を充 た す 屋 根 の 形 状、 平 面 図 に 見 合 う、 立

面 の 形状 に留 意 す る。

２） 製 図 規 約 を 重 視 す る。

（３） 課 題 ３ （木 造 ２ 階建 専 用 住 宅）

１） 製 図 規約 よ り 計 画 性 を 考 慮 す る。

（４） 課 題４ （木造 平 家 建 専 用 住 宅 （Ｃ Ａ Ｄ） 製 図） ）

１） 機 能 を充 た す 屋 根 の 形 状， 平面 図 に 見 合 う 立 面

の 形 状 に 留 意 す る。

２） 製 図 規約 を 重 視 す る。

３） Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ を コ ピ ー し た も の は 大 幅 減 点 と す

る 。

（５） 課 題５ （木 造 ２ 階建 専 用 住 宅 （プ レゼ ンテ ー シ ョ

ン） ）

１） 製 図 規約 は 考 慮 しな い。

２） プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・ 表 現 を 重 視 す る。

３． 審 査 方 法

（１） ．… 次 審 査

１） 審 査 は 委 員 全 員 で お こ な う、，

２） 原 図 を使 用 し， 各課 題 参 加 数の１／５程 度 （最 大

：レ・麟 細究会 一 ２９

２０点 程 度） を 目 安 に 絞 り， 人 賞 作 品 の 対 象 と す

る
。

３） 絞 る 基 準 は、 作 品 を 比 較 し て 相 対 的 （う ま い ・

下 手 ・ き れ い ・ こ れ で は 入 賞 に 該 当 し な い 等）

な も の と す る，，

（２） 一二次 審 査

１） 審 査 は 委 員 全 員 で お こ な う、，

２） 複 写 図 面 を 使 川 し、 チ ェ ッ ク を 書 き 込 む。

３） 表 題 欄 を カ ッ ト す る。

４） 入 賞 作 品 と 人 賞 作 品 外 の 再 度 の 確 認 を お こ なう。

５） 最 終 決 定 を 投 票 で 行 な う，，

［ＩＩＩ］ 審 査 講 評

● 今 年 度 の 減 点 項 同 と 総 評

【課 題 １】 軒 先 マ ワリ 詳 細 図

松 丸 太 に 関 し て

・ 部 材 断 面 形 状 の 間 違 い （・」‘法 が 不 正 確） 。

・ 太 鼓 落 し を 表 現 する 線 が 雑 で あ る （曲 線 は フリ ーハ

ン ドよ り 定 規 使用 の 方 が 良 い）

文 字 に 関 し て

・ 抜 け て い る ・ 大 き す ぎ る、 小 さ す ぎ る、 バ ラ バ ラ で あ

る 。

野 縁 に 関 し て

・ 位 榿 が 軒 桁 中 心 か ら 取 ら れ て い な い。

線 の 使 い 方 に 関 し て

・ 下 書 き 線 が 濃 す ぎる。 ・ 線 が 太 す ぎる。

金 賞 図 面 は、 教 科 書 の 図 而 を 正確 に かつ 丁 寧 に 模写 し

た 図 面 で し た、， 各 部 晶 の 形 状 の 作 図 が 臣 確 で、 線 種 の 表
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現 や 文字 数 字 の レ タ リ ン グな ど見 事 な で き ば え で し た。

そ の ほ か の 図 面 に つ い て も そ れ ぞ れ 優 秀 な 図 面 が たく

さ ん あ り ま した が、 部 材 の 基 本 寸 法 の 正 確 さ や 文 字 の レ

タ リ ン グや 数字 の 丁 寧 さ が 多 少 不 足 して い る 図 面 が 目 立

ち ま し た。

【課 題 ２】 木造 平 家 建 専 用 住 宅

配 置 図 兼 平 面 図 に 関 して

・ 庭 の 計 画 が 未 熟。 ・ 道 路 境 界 線， 隣 地 境 界 線 と 建 物

の 距 離 が 抜 け て い る。

・ 隣地 境 界線 を 実 線 で書 く 等， 線 の 使 い 方 を 間 違 え て い

る 。

・ 床 の 仕 上 げ を 表 現 し て い る。

立 面 図 に関 して

・ 平 面 と 屋 根 の 食 い 違 い。 ・ 平 面 形 状 に た い し て ス ケ ー

ノレ 感 カミ 無 し、。

断 面 図 に 関 して

・ 平 面 図 切 断 線 の 位 置 と の 食 い 違 い。

屋 根 伏 図 に 関 し て

・ 屋 根 勾 配 が 未 記 入。

金 賞 図 面 は、 平 面 図 の 模 写、 造 園 計 画、 立 面 と屋 根 の

計 画 等、 完 成 度 の 高 い 作 品 で す。 そ の ほ か の 図 面 に つ い

て も そ れ ぞ れ 優 秀 な 図 面 が あ り ま す。 造 園 計 画 に お い て、

目 を 引 く よ う な 作 品 が 少 な い で す。 屋 根 の 計 画 の 未 熟 で

あ る、 平 面 図 の 室 内 へ の 描 き 込 み、 敷 地 面 積 の 間 違 い、

要 求 図 面 通 り 描 か ず に 失 格 と な る 図 面 も 目 に 付 き ま す。

【課 題 ３】 木 造 ２ 階 建 専 用 住 宅

設 計 主 旨に 関 して

・ 主 旨 と 計 画 の 食 い 違 い。

・ 人 数 と、 プ ラ ン の 面 積 が あ ま り に も 違 う。

・ 車 椅 子 で 使 う に は 無 理 な 計 画。

配 置 兼 平 面 図 に 関 して

・ い ち じ る し く 小 さ す ぎ る 子 供 部 屋。 ・ 家 具 が な い。

・ 高 低 差 を 配 慮 し て い な い。

柱 に関 して
・ 抜 け て い る

。

階段 に 関 し て

・ 手 す り が な い。

・ 段 数 が多 す ぎる， 少 なす ぎる （段 数 の 根 拠も 見つ か ら

な い） 。

駐 車ス ペー ス に 関 し て

・ 車 と 駐 車 ス ペ ー ス の 表 記 方 法 の 間 違 い。

・ 道 路 か ら の 動 線 が 玄 関 ま で の 人 及 び 車 椅 子 の 動 線 と …

緒 で 危 険 で あ る。

立 面 図 に 関 し て

・ 平 面 図 と の 食 い 違 い。 ・ 異 常 に 高 い。 ・ 凝 っ て い る が

食 い 違 う。

断 面 図 に 関 し て

・ 形 状 が 不 適 切 （異 常 に 高 す ぎ る， 低 す ぎ る） 。 ・ 高

さ 記 入 が な い。

金 賞 図 面 は， 製 図 の 表 現 力， プ ラ ン カ、 構 造 ・ 法 規 の

整 合 性 等、 完 成 度 の 高 い 作 品 で す。 銅 賞 以 上 の ほ か の 作

品 に つ い て も、 均 衡 し て お り ま す。 作 品 の ポ イ ン ト を し
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っ か り と 把 握 し， 個 性 的 な 創 意 工 夫 を し、 そ の た め の 表

現 を 工 夫 し， 作 品 の 特 徴 的 な 部 分 を 表 現 す れ ば
，

完 成 度

が 高 ま り ま す。 一一方， 基 礎 的 な 構 造 に 無 理 が あ る も の，

特 に 通 し柱 の 過 多 や 記 入 漏 れが 目 に 付 き ま す。

【課 題 ４】 木 造 平 家 建 専 用 住 宅 Ｃ Ａ Ｄ 製 図

表現 に関 して

・ 手 書 き 表 現 で な い （Ｃ Ａ Ｄ 特 有 の 表 現 の ま ま） 。

その 他

・ 課 題 ２ と 同 様。

金 賞 図 面 は， 駐 車 ス ペ ー ス か ら 玄 関 ・ 廊 下 ま で 曲 面 屋

根 を 連 続 さ せ，
光 を 取 り 込 ん だ プ ラ ン で，

立 面 ・ 断 面 図

で 見 事 に 空 間 の 豊 か さ を 表 現 し た作 品 で す。 造 園 計 画も

シ ン プ ル で， 添 景 表 現 も 素 晴 ら し く， 高 く 評 価 し ま す。

そ の ほ か の 図 面 に つ い て も そ れ ぞ れ 優 秀 な 図 面 が あ り ま

す が，
全 体 的 な 印 象 は

， 平 面 図 の 模 写 に お い て， 基 本 製

図力 は 高 い が
，

各 自 の 設 計 と な る 立 面 ・ 断 面 図 の 基 本 製

図 力 の 未 熟 さ が 気 に な り ま す。

【課 題 ５】 木 造 ２ 階 建 専 用 住 宅 の プ レゼ ンテ ー シ ョ ン

Ｃ Ａ Ｄ 作 品

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン カ に 関 し て

・ パ ー ス、 模 型、 説 明 図、 着 色 等 の 優 劣。

計 画 力 に 関 して
・ オ リ ジ ナ リ テ ィ 。

・ 図 面 の 整 合 性
。

金 賞 図 面 は， オ リ ジ ナ リ テ ィ ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン カ

に 優 れ て い る 作 品 で す。 そ の ほ か の 図 面 に つ い て は， 表

現力 不 足 によ る 基 本的 製 図力 の 未熟 さ が 目立 ち ま す。 次

年 度 は 建 築 物 の 全 体 像 が わ か る よ う な， プ ラ ン ニ ン グ ・

レ イ ア ウ ト ・ 作 図 表 現 等， も っ と 自 由 な 遊 び 心 の あ る 作

品 を 期 待 し ま す。

［ＩＶ］ 平 成 ２ ２ 年 度 に 向 け て

１） 課 題 １ 軒 先 マ ワリ 詳 細 図

平 成２１年 度 軒 高 と 天 井 高 さ の 差 を 指 定 す る。

平 成２２年 度 松 丸 太 の 表 現 を， 定 規 を 使 用 す る こと。

２） 課 題 ２ 木 造 平 家 建 専 用 住 宅

平 成２１年 度 屋 根 伏 図 を 追 加。

平 成２２年 度 断 面 形 状 （ロ フ ト な ど） を， 平 面 図 に

表 記 す る。

３） 課 題 ３ 木 造 ２ 階 建 専 用 住 宅

平 成２１年 度 屋 根 伏 図 を 追 加。

平 成２２年 度 階 段 に 手 す り を 設 置 す る。

４） 課 題 ４ 木 造 平 家 建 専 用 住 宅 Ｃ Ａ Ｄ 製 図

平 成２１年 度 屋 根 伏 図 を 追 加。

平 成２２年 度 断 面 形 状 （ロ フ トな ど） を， 平 面 図 に

表 記 す る。

５） 課 題 ５ 木 造 ２ 階 建 専 用 住 宅 の プ レゼ ンテ ー シ ョ ン

Ｃ Ａ Ｄ 作 品

平 成２１年 度 課 題 ３ を Ｃ Ａ Ｄ で 表 現 す る。

平 成２２年 度 縮 尺 ・ 延 面 積 を 自 由 に す る。

［Ｖ］ 入 賞 者

課 題１ ： 軒 先 マ ワ リ 詳細 図

一 ３０一一
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金 賞

静岡県立科学技術高等学校

銀 賞

栃木県立今市工業高等学校

銀 賞

栃木県立今市工業高等学校

銅 賞

静岡県立科学技術高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

愛知県立一宮工業高等学校

入 賞

群馬県立高崎工業高等学校

宮城県古川工業高等学校

宮城県古川工業高等学校

千葉県立市川工業高等学校

栃木県立宇都宮工業高等学校

山梨県立甲 府工業高 等学 校

埼玉県立春日部工業高等学校

群馬県立高崎工業高等学校

名古屋市立工芸高等学校

新潟県立新発田南高等学校

建 築 デザイ ン科 １年 村 越 勇 人

建 設工 学 科

建 設工 学 科

１年 青木 寿公

２年 山越伊緒里

建 築 デザイ ン 科 １年 牧 田 光

建築土木科 １年 冨田 栞奈

建 築・ 土 木科 １年 白 木 佑 弥

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築 シ ステ ム 科

建築工学科

神奈川県立神奈川工業高等学校建設科

広島県立宮島工業高等学校

宮城県石巻工業高等学校

岐阜県立可児工業高等学校

静岡県立沼津工業高等学校

課題２ ： 木造 平家建 専用 住 宅

金 賞

栃木県立今市工業高等学校

銀 賞

関市立関商工高等学校

関市立関商工高等学校

銅 賞

福島県立福島工業高等学校

松山聖陵高等学校

関市立関商工高等学校

入 賞

東京都立総合工科高等学校

長野県飯田長姫高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

松山聖陵高等学校

千葉県立市川工業高等学校

埼玉県立春日部工業高等学校

山梨県立甲府工業高等学校

山梨県立甲府工業高等学校

入 賞

愛知県立半田工業高等学校

東京都立総合工科高等学校

長野県飯田長姫高等学校

福島県立福島工業高等学校

埼玉県立 大宮工 業高 等学 校

課題３ ： 木造２ 階 建専 用 住宅

金 賞

愛知県立豊橋工業高等学校

銀 賞

山梨県立甲府工業高等学校

関市立関商工高等学校

銅 賞

建築科

建築科

建設工学科

建築科

建設工学科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築 都 市工 学 科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

１年 三 澤 飛 鳥

１年 武田亜梨沙

１年 木島 麗実

１年 山田 梨左

１年 齋藤 恵多

１年 清水 大祐

１年 長 谷川 楓

１年 喜多 利貴

１年 武藤 雅哉

２年 萩原 美咲

１年 西元 幸来

１年 浮地 悠輝

１年 武山 加奈

１年 大嶋 彩之

１年 山本 義則

２年 星野 未帆

２年 日置 翔悟

２年 長尾 竜史

晃

晃

一駿

内

内

之

井

大

嶋

酒

年

年

年

２

２

９
盈

２年 丸山 貴大

２年 木下 優奈

２年 石部 健多

２年 寺家 俊輔

１年 山 田 梨 左

２年 石田 彩香

２年 松澤 志門

２年 山 口 千 明

建築科 ２年 藤井千保子

建築都市工学科 ２年 宮内 智也

建築科 ２年 石垣 翔伍

建築科 ２年 後藤 千苗

工 業技 術科 ３年 八 木橋 健 次

建築科

建築科

建築科

３年 藤江 眞美

３年 岩下 勇人

３年 古田 修平

栃木県立宇都宮工業高等学校 建築科

神奈川県立神奈川工業高等学校建設科

愛知県立豊橋工業高等学校 建築科

入 賞

栃木県立今市工業高等学校

千葉県立市川工業高等学校

栃木県立那須清峰高等学校

宮城県古川工業高等学校

埼玉県立春日部工業高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

福島県立福島工業高等学校

栃木県立那須清峰高等学校

関市立関商工高等学校

関市立関商工高等学校

課題４

金 賞

私立関東第一高等学校

銀 賞

山梨県立甲府工業高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

銅 賞

栃木県立今市工業高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

入 賞

山梨県立甲府工業高等学校

埼玉県立春日部工業高等学校

愛 知県 立豊 橋 工 業高 等 学校

埼 玉県 立 春日 部 工業 高等 学 校

山梨県立甲府工業高等学校

課 題５ ：

金 賞

山梨県立甲府工業高等学校

銀 賞

栃木県立今市工業高等学校

銅 賞

千葉県立市川工業高等学校

山梨県立甲府工業高等学校

入 賞

松山聖陵高等学校

埼玉県立春日部工業高等学校

山梨県立甲府工業高等学校

松山聖陵高等学校

松山聖陵高等学校

建設工学科

建築科

建 設工 学 科

建築科

建築科

建築科

建築科

建 設工 学 科

建築科

建築科

： 木造 平 家建 専 用住 宅ＣＡＤ 製図

３年 山田 陽子

３年 長岡 晶

３年 星野 剛徳

３年 福 田 美由 紀

３年 高田 椋 子

３年 横田 貴大

２年 山田 調

３年 鈴木 翔吾

３年 金田 成晃

３年 佐藤 夏貴

３年 渡邉 美佳

３年 中村 宗彰

３年 山 口 明 大

建 築 ビ ジュア ル 科２年 篠 原 和 也

建築科

建築科

建 設工 学 科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

２年 高橋 大晴

３年 藤江 眞美

３年 福田美由紀

３年 田 中 涼

２年 小澤 孝良

３年 藤 谷 成 樹

３年 高橋 仁美

３年 長 谷川 雄 太

２年 宮崎 梓

木 造２ 階 建 専用 住宅 の プ レゼ ンテ ー ショ ン作 品

建築科

建 設工 学 科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

３年 岩下 勇人

３年 福田美由紀

３年 飯名 悠生

３年 松枝 真希

３年 松本 龍

３年 小山 裕貴

３年 山 田 ま い

３年 森 良 太

３年 丸 井 賢 一

［ＶＩ］ 審 査 員

第２８回 全 国高 校生 建 築 製図 コ ンク ー ルの 審査 に携 わ っ

て 頂い た先 生方 は以 下 の 方々 です。

森 嶋真 一 （峡南）

橋 本 政 美 （昭和 第一 学 園）

鈴木浩之 （今市工）

竹 田 基 （熊 谷 工）

荒 木 宏 道 （前 橋 工 ・ 定）

武 田明 広 （市 川 工）

米原 良慈 （田無 工）

高橋 裕 （神 奈 川 工）

高橋 篤 史 （安 田 学 園）

林 祐介 （京葉工）

口

島

井

本

田

福

櫻

吉

江 原 聖 直

岩瀬政利

菅沼雄介 （富士北陵）

鈴木 隆 （葛西工）

吉 村 公 利 （春 日 部 工）

小沢 宏 （総合工科）

（敬 称 略、 順 不 同）

学 （磯子工）

勝 （日 工 大 駒 場）

良 明 （甲府 工）

正樹 （高崎工）

（大宮工）

（市 川 工 ・ 定）

療・本建 編 研究会
一 ３１ 一
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１

１５． 資 格 取 得推 進 委員 会 活 動 報 告

群馬県立前橋工業高等学校

石 井 直 樹

○ 活 動 内 容 の 経 緯

建 築 士 試 験 の 高 校 生 受 験 認 可 （学 科 試 験 の一一部 受 験）

へ の 取 り 組 み 凍 結 後、 今 後 の 委 員 会 活 動 の 方 向 性 を 教 え

て い た だ く た め に、 平 成２０ 年 度 に 資 格 ・ 検 定 試 験 指 導

に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実 施 し ま し た。 結 果 は 以 下 に な り

ま す。 （回 答 率 ：９７２５％、 １４２ 校／１４６ 校）

「２ 級 建 築 施 工 管 理 技 術 検 定 試 験」 学 科 試 験 に 関 して

① 会 員 校 の 約１／３ が 未 受 験

② 会 員 校 の 合 格 率 は２２２％ （高 校 生 合 格 は 大 変 困 難）

③ 他 校 の 取 り 組 み 状 況 等 の 情 報 提 供 の 要 望

④ 受 験 地 を 増 や し て 欲 し い と の 要 望

⑤ 学 科 試 験 合 格 の 有 効期 間 延 長 及 び 廃 止 の 要望

⑥ ９３％ の 先 生 が 指 導 は 難 し い と 思っ てレ・る

⑦ 全 国 工 業 校 長 協 会 の ジ ュ ニ ァマ イ ス ター 顕彰 制 度 の 得

点増 加 の 要 望（平 成１８ 年 度 か ら 国 家 試 験 に 格 上 げ さ れ
，

試 験 の 難 易 度 も増 し た た め 現在 の１２ポイ ン ト は適 切 で

は な い の で は な い か）

⑧ 合格 者 が 少 なく、 受験 メ リ ッ ト が な い

⑨ 多く の 学 校 が 今 後 も 重点 的 に指 導す べ き 試 験 と 回 答

⑩ 富士 教育 訓 練 セ ンタ ー 等の 講習 会へ の 参 加 が困 難。

（予 算、 日 程等 で参 加 でき な い状 況）

「そ の 他 の 資 格 ・ 検 定 試 験」 に 関 して

① 各校 の 実 状に 合 わ せ た、 様 々 な 指 導 が行 わ れ て い る

② 受験 させ る 資 格 ・ 検 定試 験 につ い て 悩 ん でい る

③ 「資格 ・ 検 定試 験」 に関 す る 講演 会、 見 学 会 を 要 望

以 上 を 踏 ま え て、 ド記 の ５ つ の 活 動 に 取 り 組 ん で い ま す。

活動 １． 「２ 級 建築 施工 技術 検定 試 験」 受 験 者 増 加 の 取

り 組 み

平 成２１年 ８ 月１０日 （月） に 受 験 者 増 加 に 関 す る 相 談 の

た め （財） 建 設 業 振 興 基 金 と （社） 建 設 産 業 専 門 団 体 連

合会 （通 称 ： 建 専 連） を 訪 問 しま した。

ア ン ケ ー ト 実 施 の 理 由、 及 び、 結 果 に つ い て 説 明 さ せ

て い た だ き 情 報 を 共 有 す る 事 が で き ま し た。 本 委 員 会 で

は、 ア ン ケ ー ト 回 答 の 中 で 特 に 重 要 で あ り、 か つ、 各 関

係 機 関 へ の 要 望 が 必 要 と な る、 「④ 受 験 地 増 加 に 対 す る

要 望」 と、 「⑤ 学 科 試 験 合 格 の 有 効 期 間 延 長、 及 び、 廃

止」 に つ い て 検 討 し ま し た。

そ の 結 果、 「⑤ の 学 科 試 験 の 有 効 期 間 が 廃 止」 は、 建

設 業 法 が 法 改 正 さ れ れ ば、 平 成１８年 度 よ り 実 施 さ れ た 新

試 験 制 度 に お け る 全 て の 合 格 者 に と っ て 有 益 で あ る と 考

え、 優 先 し て 取 り 組 む 事 に し ま し た。

平 成１８年 度 合 格 者 の 有 効 期 間 は 平 成２４年 度 ま で です。

平 成２２年 度 （遅 く て も２３年 度 中） に 法 改 正 さ れ、 有 効

期 間 が 廃 止 さ れ れ ば、 全 て の 学 科 試 験 合 格 者 が一一生 有 効

の 権 利 を 得 る こ と が で き ま す。

学 科 試 験、 有 効 期 間 の 法根 拠 に つ い て

平 成１７年 ６ 月１７日 付 け で、 建 設 業 法 施 行 令 の一一部 を 改

正す る 政 令 （平成１７ 年 政 令 第２１４ 号） 及 び関 係 省 令 ・ 告

示 が 公 布 ・ 施 行 さ れ た こ と に 伴 い、 平 成１８年 度 か ら 「２

級 施 工管 理技 術 検 定 試 験」 ※の 学科 試 験 を、 工業 高校 等

の卒 業 者及 び 卒業 見 込 者 が 実 務 経験 を積 む前 に受 験 が 認

め ら れ て い ま す。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０
．１１

※ 建 設機 械 施 工、 ⊥ 木 施 工 管 理 （薬 液注 入、 鋼 構 造

物 塗 装） 、 建 築 施 工 管 理 （躯 体、 仕 上 げ） を 除 く

政 令 （平 成１７年 政 令 第２１４号） の 内 容

１， 学 科 試 験 の 受 験 に つ い て

実 務 経 験 を 積 む こ と なく ２級 技 術 検 定 の 学 科 試 験 の み を 受 験す

る こ と が で きる の は、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者

○ 高 校 の 指 定 学 科 を 卒 業 見 込 の 者 又 は 卒 業 後 ３ 年 以 内 の 者

○ 短 大 ・ 高 等 専 門 学 校 の 指 定 学科 を 卒 業 見 込 の 者 又 は 卒 業 後

２年 以 内 の 者

○ 大学 の 指 定 学 科 を 卒 業 見 込 の 者 又 は 卒 業 後１ 年 以 内 の 者

※学 科 試験 に 合格 し た者 は、 所 定 の 実 務 経 験 を 積 ん だ 後に

実 地 試験 を 受験 す る こ と が でき る。

※指 定 学科 を 卒業 し た 者 で あっ て も上 記 に 該 当 し な い 者 は、

従 来 通り、 実務 試 験を 積 ん だ後、 学 科 試験 と 実技 試 験を

同 時 に受 験 す る こ と が でき る。

２， 実 地試 験の 受 験 につ い て

上 記１ の 受 検 資 格 に よ り 学 科 試 験 の み を 受 験 し合 格 した 者 に つ

い て は、 次 の 技 術 検 定 の 学 科 試 験 が 免 除さ れ、 実 地 試験 の み 受

験 す る こ と がで き る。

○ 高 校 の 指 定 学 科 を 卒 業 した 者 で、 卒業 後 ６ 年 以 内に 行 われ

る 連 続 す る ２ 回 の 実 技 検 定 を 受 験 でき る。

○ 短 大 ・ 高 等 専 門 学 校 を 卒 業 した 者 で、 卒 業 後 ５ 年 以 内 に 行

わ れ る 連 続 す る ２ 回 の 実 技 検 定 を 受 験 で き る。

○ 大 学 の 指 定 学 科 を 卒 業 した 者で、 卒 業 後 ４ 年 以 内 に 行 わ れ

る 連 続 す る ２ 回 の 実 技 検 定 を 受 験 で き る。

※ 上 記１ の 受 検 資 格 の よ り 学 科 試 験 に 合 格 した 場 合 で あ っ

て も、 学 科 試 験 の 有 効 期 間 内 に 合 格 しな か っ た 場 合 は、

再 度、 学 科 試 験 か ら 受 験 す る。 そ の 際 は、 学 科 試 験 と 実

技 試 験 を 同 時 に 受 験 す る こ と が で き る。

以 上 の 事 か ら、 有 効期 間 を 廃１トす る た め に は 建 設 業 法の

政 令 （平成１７年 政 令 第２１４号） の 実 地 試 験 に 関 す る 内 容

の 法 改 正 が 必 要 と なり ま す。

政 令の 制 定 手続 き

○ 閣 議 にお い て 決 定さ れる。 （内 閣 法 第 ４条 第１ 項）

○ 主務 の 国務 大 臣 が署 名 し、 内 閣 総 理 大 臣 が 連署 す る。

（憲 法 第７４条）

○ 天 皇 が 公布 す る。 （憲 法 第７条 第１号）

○官 報に 掲 載 さ れる が必 要 にな り ま す。

政令 は、 命令 の ひと つ で内 閣 が 制 定 し、 行政 機 関 が制

定す る 成 文 法 で あ り、 命 令 の 中 で は優 劣関 係 で最 も 高 い

位 置 づ けに な り ま す。

① 学 科 試 験 有 効 期 間、 廃 止 に 関 す る 陳情 に つ い て

既 に ご存 じの 通 り、 昨 年 の 衆 議 院選 挙 で 民 主 党 へ の 政

権 交 代 が行 わ れ、 民 主 党 で は 「官 僚 主 導 の 政治」 か ら 「

政 治 家 主 導 の 政 治」 へ と 改 革 を 実 行 す る と 公言 さ れ て い

ま す。 ま た、 税 金 の 使 わ れ 方 も 「コ ン ク リ ー ト」 か ら 「

人」 へ と も 言 わ れ て い ま す。 建 設 業 界 に お い て、 技 能、

技 術 の 継 承 が な さ れ な く な っ て しま う 事 は、 我 が 国 の 将

来 に と っ て 不 利 益 だ と 考 え ま す。 工 業 高 校 を 卒 業 す る 生

徒 数 は、 ほ ぼ 毎 年 決 ま っ て い ま す。 こ う し た 中、 将 来 優

秀 な 人 材 に な り 得 る 技 能 者、 技 術 者 を 確 保 す る 意 味 で も

「２ 級 施 工 管 理 技 術 検 定 試 験」 学 科 試 験 合 格 の 有 効 期 間

を 廃 止 して い た だ く 必 要 が あ り ま す。 有 効 期 間 が 廃 止 さ

れ る こ と で、 建 設 業 に 就 く こ と が 可 能 な 人 材 が 一 定 人 数

一３２一
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写 真２． 国 土 交 通 省 （政 務 官 執 務 室）

以一Ｌ確保 さ れ、 も の づく り 産 業 の 裾 野 が広 がり、 優 秀 な

技 術者・ 技 能者 にな る 可 能 性 の あ る 者 が増 え る こ と は、

我 が国の 発 展 に必 要 だと 確 信 して い ま す。

そこ で、 本 試 験を 管 轄 す る 国土 交通 大 臣 前 原 誠 司 様 （

衆議院議 員、 民 主 党） に 有 効 期 間、 廃 止 に 関 す る に 陳情

を す る こ と に し ま し た。

陳 情 書 は、 下 記 ３ 団 体 の 連 名 で 提 出 し ま し た。

全国高等 学 校土 木教 育 研 究会

（会長： 平 田健 一 様、 高 知 県 立高 知 工 業 高 等 学 校 長）

全国高等 学 校 電気 教 育 研 究連 絡協 議 会

（会長： 長 田利 彦 様、 神 奈川 県立 小田 原 城 北 工 業 高 等 学

校長）

全国高等学校建築教育連絡協議会

（会長： 平 林博 様、 東 京 都 立葛 西 工業 高等 学校 長）

平成２２年 ３月２３日 （火） に、 平 林会 長の 知 人 であ る 衆

議 院議員 初 鹿 明 博 様 （民 主 党） の お 世 話 に なり、 民 主党

副 幹事長 広 野 た だ し 様 と 国 土 交 通 大 臣 政務 官長 安豊 （た

か し） 様 に お 会 い し 有効 期 間 廃 止 の 必 要性 を説 明さ せ て

い た だ き ま し た。 （ヒ 記 写 真）

訪 問 者 は、 平 林 会 長 を 団 長 に、 下 記 の 関 係 職 員 で す。

土 木：豊 出 晃 夫 様

（全国 高 等 学校 土 木 教 育 研 究 会 事 務局 長 千 葉 県 立 東

総工業高校）

建築 ：五 十 嵐 忠 彦 様 （本 委員 会 委 員 長 栃 木 県 立 今市．ｌｌ業

高校）

小 沢 宏 様 （本 研 究 会副 会 長 都 立 総 合 工 科 高校）

鈴 木 隆 様 （本 研 究 会事 務局 長都 立葛 西 工 業高 校）

米原 良慈 様 （本研 究 会 次期 副 会 長 都 立 田 無工 業高

校）

石 井 直樹 （本 委員 会副 委員 長群 馬 県 立前 橋 工 業高

校）

平成２２年 ５月１９日 （水） に初 鹿 様 ら 本 試 験の 実 施 団 体

が 「事 業仕 分 け 第二 弾」 の 対 象財 団 法 人 に なっ て いる 旨

の 連 絡 を い た だ きま し た。 そ の 後、 陳 情及 び 事 業 仕 分 け

に 関す る 具 体 的 な 回 答 は い た だ い て い ま せ ん。 今 年 度中

に 建 設 業 法 の 法 改 正、 来 年 度 に 官 報 へ の掲 載 を 実 施 し て

い た だ く た め に、 今 後 も 各 関 係 機 関 と 連 絡 を 取っ て いき

た い と 思 っ て い ま す。

② 受 験 地 増 加 に 関 す る 取 り 組 み

受 験 地 増 加 に 対 す る 要 望 も 多く、 特 に 地 方 都 市 か ら の

切 願 が 顕 著 で す。 本 委員 会 で は、 学 科 試 験 有 効期 間 の廃

止 に 関 す る 陳 情 が 実 現 さ れ た 後 に 取 り 組 む べ き 課 題 だ と

考 え て い ま し た が、 「九 州、 沖 縄 地 区 の 校 長 会」 よ り下

記 内 容 で 受 験 会 場 増 加 の 要 望 書 が 提 出 さ れ て い る と 情 報

を 受 け、 「事 業 仕 分 け 第 二 弾」 前 に 初 鹿 議員 に、 下 記 内

容 に 関 す る 建 設 業 振 興 基 金 の 回 答 （受 験 会 場 を 増 や す と

受 験 料 の 値 上 げ が 必 要）につ いて検 証 をお 願 い しま し た。

現 時 点 で は 回 答 は い た だ け て い ま せ ん。

九 州 ・ 沖 縄 地 区、 受 験 会 場 増 設 の 要 望 に 関 す る 経 緯 につ

い て

要 望 日 ： 平 成２１ 年２ 月１ 日

提 出 者 ： 九 州、 沖 縄 地 区 工 業 高 等 学 校 長 協 会

会 長 ： 野 見 山 秀 樹 様 （福 岡 県 立 福 岡 工 業 高 等 学 校 長）

（要 望 書 取 り ま と め）

森岡義幸様 （長崎県立長崎工業高等学校長）

提 出 先 ： 国 土 交 通 省 総 合 政 策 局 建 設 業 課 長

（財） 建設業振興基金試験研修本部長

経 緯 ： 九 州 地 区 は 福 岡、 鹿 児 島、 沖 縄 の ３ 県 の 各 １ 会

場 で 実 施 さ れ て い る が、 平 成２０年 度 九 州 地 区 工

業 教 育 研 究 会 で 各 県 の 受 験 会 場 （会 場 増 設 要 望

） を 決 議 し地 区 工 業 教 育 研 究 会 の 協 力 を 得 て 要

望 書 を 提 出

要 望 内 容 ： 「２ 級 施 工 管 理 技 術 検 定 試 験」 受 験 会 場 の 増

設

回 答 内 容 ： 建 設 業 振 興 基 金 か ら の 回 答 は、 受 験 地 の 増 設

は 受 験 料 の 値 上 げが 必 要 に な り、 現 在 の 経 済

情 勢 等 か ら 判 断 して も 受 験 者 の 不 利 益 と 考 え

ら れ る 公 算 が 高 く、 困 難 で あ る。

③ 合 格 率 の 高 い 学 校 の 指 導 方 法 の 紹 介

ア ン ケ ー ト結 果 よ り、 合 格 率 の 高 か っ た 高 校 の 協 力 を

得 て、 指 導 内 容 に つ い て ア ン ケ ー ト 形 式 で 回 答 い た だ き、

本研 究 会 の Ｈ Ｐ に 掲 載 さ せ て い た だ く 予 定 で す。

依 頼 校 １．福 井 県 立 武 生 工 業 高 等 学 校

全 日 制 都 市 建 築 科 建 築 コ ー ス

（合 格 率 ：８５．１％ ４０／４７ 人）

２新潟県立新潟工業高等学校

全 日 制 建 築 科

（合 格 率 ：７０．０％ １４／２０ 人）

（合 格 率 は 平 成２０年 度 に 本 委 員 会 実 施 ア ンケ ー ト結 果）

④ 富 士 教 育 訓 練 セ ン タ ー に よ る 講 習 会 の 実 施

予 算、 日 程 等 の 関 係 で 希 望 が あ っ て も 参 加 で き な い 状

況 を 考 慮 し、 富 士 教 育 訓 練 セ ン タ ー 専 務 理 事 菅 井 文 明 様

悔 築教・研究会
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に．・日 受 講 な どの 部 分 受 講の 実 施や 講習 会 開 催 場 所 の 拡

大 （東京 都 内 等） に関 す る 受 講 体 制 の 柔 軟 な 対 応 に つ い

てお 願い しま した。 菅 井 様 に は、 今 年 度 総 会 の 「福 島 大

会」 で、 下 記７つ の 内 容 に つ い て も 説 明 い た だ き ま し た。

１，富 士 教 育 訓 練 セ ン タ ー の 建 設 業 界 で の 位 置 づ け

２． 建 築 施 工 管 理 技 士 の 建 設 業 界 で の 有用 性

３． 受 験 指 導 に あ たっ て 「出 題 傾 向 と 対 策」 の ワ ン ポ

イ ン ト ア ド バ イ ス

４． 同 講 習 会 の 富 十 で の 実 施 と， 今 後， 東 京 な ど の 地

域 で の 開 催 の 可 能 性

５． 建築 系 高 校生 徒 体 験 実習 の 就 職 への 有利 性

６．「２ 級 建 築 施 工 管 理 技 十 学 科 試 験」 の 高 校 生 受 験 の

意味

７． 同上 の 受 験 者 数の 拡 大 と指 導者 講習 へ の 参 加

⑤ 建 築 系 高 校 生 徒 体 験 実 習 に つ い て

本 委 員 会 で は、 平 成１６年 度 よ り 富 士 教 育 訓 練 セ ン タ ー

の 協 力 に よ り、 表 記 体 験 実 習 を 夏 休 み に ３ 泊 ４ 日 で 実 施

し て い ま す。

今 年 度 は、 教育 訓 練負 担 金 と し て 建 設 業協 会 か らの 補

助 金 を 受 け 東 京 都、 千 葉 県、 山 梨 県、 神 奈 川 県、 愛 知 県

が 参 加 し ま し た。 実 習 内 容 は 安 全 教 育、 足 場、 鉄 筋、 型

枠、 測 量 作 業 等 で、 富 士 教 育 訓 練セ ンタ ー の 広 大 な 実習

場 で 実 施 し ま し た。

宿 泊 に よ る 集 団 生 活 を 通 して、 建 築 現 場 で最 も 大切 な

安 全 確 保 ・ 協 調 性 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 も 目

指 して い ま す。 参 加 生 徒 は 「厳 しい 指 導 では あ っ た が 充

実 した 体 験 が でき、 大 変 勉 強 に な り 良い 思 い 出 が でき た

」 と の 感 想 で す。 来 年 度 以 降も 継 続 して 実 施 して い き た

い と 考 え て い ま す。
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写 真 ３，冨 士 教 育 訓 練 セ ンタ ー 体 験 実 習 の 様 子

活動 ２． 「情 報 の 共 有 化」 に つ い て

本 委員 会 で は 今 後、 全 国 の 先 生 方 と情 報 を 共 有 し な が

ら 様々 な 活動 を実 施 し て い き た い と 考 え て い ます。

西 日本 工高 建 築 連 盟 総 会 「三 重 大 会」 、 及 び、 本 研 究

会総 会 「福 島 大 会」 にお い てメ ー ル 等 によ る 情 報 の 共 有

化 を お 願 い し３０名 の 先 生 方 の ご協 力 を得 る こ と が でき ま

し た 。

活動 ３． ジ ュ ニ アマ イ ス タ ー 顕 彰 制 度 の ポ イ ン ト増 の 要

望 に つ いて

平 成２２年 ３ 月１８日 （木） に、 全国 工 業 校 長 協 会 に、 全

国 高 等 学 校 土 木教 育 研 究会、 及 び全 国高 等 学 校 建 築 教 育

連 絡 協 議 会 の 両 会 長 名 で、 現 在 の１２ポ イ ン ト か ら２０ポ イ

連 絡 協 議 会 の 両 会 長 名 で、 現 在 の１２ポイ ン ト か ら２０ポイ

ン ト へ の増 加 に 対 す る協 議 書 を 提 出 し ま し た。 残 念 な が

ら 現 時 点 で は 認 め ら れ て い ま せ ん。

今 後 も、 ポイ ン ト 数 の 増加 要 望 を 継 続 し て い く た い と

思 っ て い ま す。

活 動４． 「福 祉 住 環 境 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 検 定 試 験」 等 に

関 する 見学 会、 講 演 会 の 開催 に つ いて

「今後、 特 に 重 点 を置 いて 生徒 に指 導 し て いく 資 格 や

検 定試 験」 に関 をす る 設 問の ア ンケ ー ト 回 答 で、 ２３校 が

「福 祉 住 環 境 コ ー ディ ネ ー タ ー 検 定 試 験」 を 挙 げ て いま

す。 そ こ で、 こ の 結 果を 受 け て 講 演 会 等の 開催 を 来 年 度

の 実 施 に 向 けて 検 討 して い ま す。

活 動 ５． 就職 に有 利 な 資格 ・検 定試 験 の 調 査、 研 究 に つ

いて （特 に 女 子 生 徒 の 進 路 指 導 対 策 に つ いて）

各 都 道 府 県 に お い て 求 人 状 況 は 異 な る と 思 い ま し が、

全 国 的 に は 経 済 不 況 の 影 響 で 求 人 数の 減 少 が著 しく なっ

て い る と 思 わ れ ま す。 ま た、 近 年、 建 築 ・ イ ン テ リ ア に

関 す る テ レ ビ番 組 等 の 影 響 か らか、 女 子 生 徒 の 入学 が増

え てい ると の お話 を伺 う 機 会 が多 くな っ たと 感 じて い ます。

そ こ で、 工 業 高 校 生 に と っ て 就 職 に 有 利 な 資 格 ・ 検 定

試 験 に 関 す る 調 査、 研 究 を して い き た い と 考 え て い ま す。

◎ 諸 先 輩 に 敬 意 を 表 し て

今 回、 「２級 施 工 管 理技 術 検 定試 験」 学科 試験、 有 効

期 間 廃 止 に 関 す る 陳 情 活 動 を 通 して、 法 律 の 一 文 言 （有

効 期 間 の 年 数） を 削 除 し て い た だ く 要 望 を す る だ け で も

想 像 し て い た 以 上 の 苦 労 を 感 じま した。

陳 情 す る 事 が で き た の は、 全 国３団 体 の 会 長 であ る 平

田 健 一 様 （高 知 県 立 高 知 工 業 高 等 学 校 長） 、 長 田 利 彦 様

（神 奈川 県 立小 田 原 城 北 工 業 高 等 学 校） 、 平 林 博 様 （東

京 都 立 葛 西 工 業 高 等 学 校 長） の ご 指 導、 ご 鞭 捷 に よ る も

の だ と 感 謝 し て お り ま す。

ま た、 「２級 施 工 管 理 技 術 検 定 試 験」 の 前 身 で あ る 「

建 築 技 術 検 定 試 験」 が平 成８年 度 （土 木等 は平 成 ２ 年 度）

か ら 実 施さ れて いる 事の 凄さ に、 改 め て 委 員 一 同、 感 銘

を 受 け て い ま す。

高校 在学 中 に 挑戦 でき る 建 設系 の 資 格・ 検 定 が な いこ

と を案 じ、 「建 築 技 術 検 定 試 験」 実 現 の為 に、 各 関 係 機

関 へ の 陳情、 要 望 を 繰り 返さ れ た 先 生 方 全員 の 活躍 に 敬

意 を 表 し ま す。

そ して、 我 々 は ご尽 力 い た だい た先 生 方の 思 いを 受 け

継 ぎ、 生 徒 の 指 導 に 当 た っ て い く 必 要 があ る と 強く 感 じ

て い ま す。

本 委 員 会 で は、 今 後 も 生 徒 の 学 習 環 境 向 上 の 為 に 努力

し て い き た い と 思 っ て お り ま す。

今後 も ご理 解、 ご協 力 を お 願 い 申 し上 げま す。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０，１１
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１６． 岩 手 県 報 告

岩手県立盛岡工業高等学校

達谷窟 敬 祐

１．は じ め に

岩手 県に は、 最 盛 期 に は 建 築 科 が ４ 科 設 置 さ れ て い た。

明治３ １年 設 立の 岩 手 県 立 盛 岡 工 業 高 校 建 築 科 を 初 め、

県立 大船渡 工 業高 等 学 校 建 築 科、 県 立 久 慈 工 業 高 等 学 校

建築科、 そ して 私学 の 雄、 専 修 大 学 付 属 北 上 高 等 学 校 建

築科 が、 製 図 コ ンク ー ル や 競 技 設 計 等 で 覇 を 競 っ て い た

のであ る。 し か し残 念 な こ と に 純 粋 な 建 築 科 は 存 在 しな

い。 現 在は 盛 岡 工業 高 校 建 築 ・ デ ザ イ ン科（定 数 ４ ０名）

と久慈 工業 高 校建 設 環 境 科 （定 数 ４ ０ 名） で、 建 築 教 育

がなさ れて いる に過 ぎな い。 岩 手 県 で は 長 引 く 建 設 不 況

と相侯 って、 ８０ 余 社 が 談 合 の 疑 い で 今 年 ４ 月 に 指 名 停

止処 分を受 ける な ど、 建 設 業 は、 薄 明 か り さ え 見 え な い

状況 にある。 そ の厳 しい 環 境 の 中 に お か れ る 建 築 系 学 科

２ 校 の 現 状 に つ い て、 か い つ ま ん で 報 告 し た い。

２． 岩手 県立 盛 岡 工 業 高 等 学 校 建 築 ・ デ ザイ ン 科

本 校建築 科 の 歴 史 は、 盛 岡 工 業 高 校 の 歴 史で も あ る。

明治 ３１年 に 機械 科 の 前 身で あ る 金工 科 と 建 築 科 の 前 身

であ る木工 科 が 産声 を上 げた。 爾 来 建 築 科 は数 多 の 建 築

技 術 者 を 排 出 し、 岩 手 の み な ら ず、 日 本 の 近 代 化、 戦

魯
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盛 岡 工 業 高 校 校 舎

後の 復興 と高 度 成 長 を 建 築技 術の 側 面 か ら 支 え てき たの

で あ る が、 平 成１９年 に 廃 科 が 決 ま り、 同 じ く 廃 科 と な っ

た デ ザ イ ン 科 と 統 合 し て、 平 成２０年 度 よ り 建 築 ・ デ ザ イ

ン科 と して生 徒 募 集 が 行 わ れ た。 ２０年 度 入 学 生 は完 全コ

ース 制で、 １ 年 次 の み 「建 築 構 造」 等 を 共 通履 修す る が、

２ 年 次 よ り 希 望 に よ っ て 建 築 コ ー ス と デ ザ イ ン コ ー ス に

分 か れ て 旧 来 の 建 築 科、 デ ザ イ ン 科 の カ リ キ ュ ラ ム で、

専 門 の 授 業 を 行 う こ と に な っ た。

お り しも 耐震 偽 装 事 件 が 発 覚 し、 旧 来 は 工 業 高 校 建築

科を 卒業 後３ 年 間 の 実 務 経 験 を 経 て、 二 級 建 築 士 も しく

は 木造建 築士 の 受 験 が 可 能 で あっ た が、 ２ １ 年 度 入 学 生

からはそ れ に相 応 し い カ リ キ ュ ラ ム で あ る か 否 か に つ い

て、 審 査 機 関 の 認 可 を 得 る こ と が 必 要 と な っ た。 そ こ で、

本校 では 思 い切 っ て コ ー ス 制 を 改 廃 し、 建 築 専 門 科 目 を

主 と し た カ リ キ ュ ラ ム に 改 編。 建 築 ・ デ ザ イ ン 科 の 生 徒

全員 の、 二 級建 築 士 も し く は 木 造 建 築 士 へ の 受 験 を 可 能

に した。 し たが っ て ２ １ 年 度 入 学 生 は 建 築 科 目 を 履 修 す

るす る機 会 が増 え、 デ ザイ ン 科 目 は 計 ８ 単 位 の み の 選 択

制 へ と 変 わ っ て い る。

２２年３月 に最 後 の 建 築 科 卒 業 生 が 巣 立 ち、 建 築 科 は 幕

を 閉 じ た。 そ し て、 建 築 ・ デ ザ イ ン 科 初 め て の 卒 業 生 が

世 に 出 る の で あ る。 ２１年 度 の カ リ キ ュ ラ ム 改 訂 に よ り、

現 建 築 ・ デザ イ ン科 の 授 業 内 容 は 他 校 の 建 築 科 と 相 違 の

な い 現 状 に な っ た が、 か つ て の ゼ ネ コ ン に 換 り、 サ ブ コ

ン が 主 な 就 職 先 と な っ た 昨 今、 デ ザ イ ン 科 目 に 替 え て、

設 備 や 環 境、 そ して 建 築 技 能 の 分野 も、 本 校 の 建 築 教 育

に 欠 か せ な い も の に な る で あ ろ う。

３． 岩 手 県 立 久 慈 工 業 高 等 学 校 建 設 環 境 科

昭 和 ３ ９ 年 ４ 月 １ 日、 岩 手県 立 久 慈 高 校 に 建 築 科 を 設

置。 昭 和 ５ ５ 年 ４ 月 １ 日、 土 木 科 と 共 に 移 管、 新 た に イ

ンテ リ ア 科 を 含 め た ３ 学 科 で、 久慈 工 業 高 校 が開 校 さ れ

た。 平 成 ３ 年 １ ０ 月

５ 日、 県 教 委 の 県 立

高校 再 編 によ る イ ン

テ リ ア科 の 募 集停 止

に伴 い、 建 築 科 の 中

に イ ン テ リ ア の 授 業

内 容 を取 り 入 れる こ

と と し、 平 成 ６ 年 度

の教 育 課 程 か ら類 型

別の 選 択 の形 で建 築

と イ ン テ リ ア の ２ コ

ー ス を 実 施。

平 成１ ６年 度 に は 久慈工業高校 校舎

県 立 高 等 学 校 新 整備 計 画 によ り、 久 慈 農 林 高 校 ・ 久慈 商

業 高 校・ 久慈 水産 高校 が統 合さ れ、 久慈 東高 校 と な る。

久 慈 工 業高 校 は、
一 村 一 校と いう こ と もあ り 統 廃 合 に

は な ら な かっ た が、 そ の後 の 景 気 の 低 迷 によ る 就 職難 や

生 徒 数 の 減 少 等 に より、 建 築 科 ・ 土 木科 志 望 者の 定員 割

れ が 続 き、 平 成 １ ９年 度 に は建 築科 ・ 土 木科 を募 集停 止

と し、 代 わり に 建 設 環境 科 （２ ク ラ ス ８ ０ 人 定員） を 設

置。 そ の 後 も 定員 割 れ が続 き平 成 ２ ２年 度 に は、 １ ク ラ

ス ４ ０ 人 の 定 員 と な っ た。

久 慈 高 校 時 代 か ら 数 え て 通算 ４ ３ 回の 卒 業 生を 送り だ

し た 建 築 科 は、 建 設 環 境科 建築 コー ス と し て 新た なス タ

ー ト を 切 り、 平 成 ２ ２ 年 ３ 月、 建 築 コ ー ス と し て 最 初 の

卒 業 生 が 建 築 業 界 に 巣 立っ て い っ た。

４． む す び に

建 設 投 資 額 は 経 済 成 長 と と も に伸 長 し、
バ ブ ル 景気 に

沸 い た 平 成 ４ 年 に ピ ー ク を 迎 え、 ８ 年 に 戦 後 ２ 番 を 記 録

し た。 そ の 後 は 右 肩 下 が り で、 １ ６ 年 は ピ ー ク 時 の ６ 割

程 ま で に 激 減。 １ ０ 年 余 の 建 設 不 況 に よ る 採用 抑 制の 影

響 は、 技 能 労 働 者 を 中 心 に 高 齢 化 が 進 み、 優 秀 な 若 手 を

育 成 し な い と、 技 の 伝 承 が 困 難 に な っ て い る 現 状 の な か、

工 業 高 校 建 築 科 の 果 た す 役 割 に は、 大 き い も の が ある の

で は な い か。

平 成 ２ ２ 年 現 在、 工 業 高 校 に 純 粋 な 建 築 科 の な い 県 は、

岩 手 だ け あ る。 い か に 時 代 が 変 わ ろ う と も、 岩 手 の建 築

教 育 の 灯 を 消 し て は な ら な い。

卜日本建築教育研究会
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１７． 山 形 県 報 告

山形県立山形工業高等学校

伊 藤 秀 一

１． 山 形 県 立 山 形 工 業 高 等 学 校 全 日 制

建 築 シ ス テ ム 科

本 校 は 大 正 ９ 年 に 山 形 県 立 山 形 ⊥ 業 学 校 と し て 創 立 さ

れ、 今 年、 創 立 ９ ０ 周 年 を 迎 え る。 昭 和 ２ １ 年 ４ 月 に 設

置 さ れ た 建 築 科 は 平 成 １ ４ 年 に 学 科 改 編 に よ り 建 築 シス

テ ム 科 と な っ た。 こ れ ま で 幾 多 の 試 練 と 苦 難 を 乗 り 越 え、

今 年 度 卒 業 生 を 含 め る と．二 千五 百 名 を 超 え る 有 為 な 人 材

を 建 築 業 界 に 送 り 出 して い る。 建 築 科 創 設 以 来、 職員 ・

生 徒 一 丸 と な っ て 営 々 辛 苦 築 き 上 げて き た 諸 活 動 の 足 跡

の 中 か ら 独 特 の 科 風 と 伝 統 が 生 ま れ、 ６ ４ 年 を 経 た 今 日

ま で 受 け 継 が れ て い る。 時 代 の 移 り 変 わ り は あ っ て も、

こ れ ま で 培 っ て き た 伝 統 を 大 切 に し、 次 代 を 見 つ め 人 間

性 を 重 視 した 創 造 性 豊 か な 建 築 教 育 を 目 指 した い。 特 に

「課 題研 究」 は、 ３ 年 生 が テ ー マ を 設定 し考 察 して い く

も の で、 施 工 系 ・ 計 画 系 ・ 意 匠 系 （卒 業 設 計） な と 多 様

な 課 題 に ア プ ロ ー チ し、 大 き な 成 果 を 上 げ て い る。 生 徒

全員 の 研 究 成 果 は、 毎 年、 科 課 題 研 究 発 表 会 で 保 護 者 や

後 輩 に披 露 さ れ、 研 究 内 容 はク ラ ス で １ 冊 の 課題 研 究 集

録集 に収 め ら れ保 存 して い る。 （現 在、 ２ １ 冊 所 有）

創 立９ ０ 周 年 に 際 し、 伝 統 技 術 へ の 挑 戦と して、 毎 Ｈ

生徒 は 「三 光 門」 の 製 作 に 汗 を 流 し てい る。 （山 工 は 二

光 に 通 じ、 国 の 光、 親 の 光、 師 の 光 を 指 す。 ま た、 本 校

同 窓 会 は三 光 会と 称 さ れる。 ）
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三光門の製作

２ 山 形 県 立 米 沢工 業高 等学 校 全日 制

建 設 環 境 類 （建 築 コ ー ス）

本 校 は 明 治 ３ ０ 年 に 開 校 し、 今 年 で 創 立 １ １ ３ 年 を 迎

え、 全 国 のＴ：業 高 校 の 中 で も ６ 番 目 に で き た 伝 統 あ る 学

校 で す。 上 杉 藩 時 代 に 発 展 した 地 場 犀 業 で あ る 米 沢 織 り

を 近 代 化 さ せ る 為 に、 米 沢 市立 ｒ業 高 校 と して 設 立 さ れ

ま し た。 創 立 １ ０ ０ 周 年 を 記 念 し て、 １ ３ 年 前 に 現 在 の

地 に 新 築 移 転 を し、 ８ 学 科 制 か ら ４ 系 ・ １ ２ コ ー ス 制 と

な り、 平 成 ２ ０ 年 度 か ら は 類 ・ コ ー ス 制 に 変 更 し、 現 在

下 記 の よ う に な っ て い ま す。

「機 械 生 産 類 ＝ 定 員 ８ ０ 名」

（機 械 設 計 コ ー ス ・ 機 械 加 工 コ ー ス ・ 素 材 技 術 コ ー ス）

「電 気 情 報 類 ： 定 員 ８ ０ 名」

（電 気 コ ー ス ・ 情 報 技 術 コ ー ス ・ 意 匠 コ ー ス）

「建 設 環 境 類 ： 定 員 ８ ０ 名」

（建 築 コ ー ス ・ 土 木 コ ー ス ・ 環 境 化 学 コ ー ス）

※ そ の 他に 本校 で は専 攻 科 で ５年 間の 一貫 教育 を 行っ て

い ま す。 現 在 学 校 全 体で 取 り 組 ん でい る こ と は 「ゼ ロエ

ミ ソ シ ョ ン」 計 画 で、 機 械 生 産 類 で は 電 気 自 動 車 を 製 作。

電気 情 報類 で は 風力 発電 と 太 陽光 発 電 の利 用。 そ し て建

設 環境 類 で は、 上記 の 自 然 エ ネ ル ギー 発 電 を電 気 自動 車

に 充 電 でき る 「エコ 車庫」 の 建築 に 取 り組 ん で いま す。

今年 の １ ０ 月 の 学 校 祭 で 上棟 式を 行 い、 １１月 の 完 成を

目 指 し て い ます。 今 後、 他 の 自 然 エ ネ ル ギ ー 発 電 の 利用

や、 電 気 自 動 車 の 放 電 と あ わ せ、 「プ ラ ス エ ネ ル ギ ー 住

宅」 の 研 究 を 模 索 し て い る と こ ろ で す。
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３． 山 形 県 立 鶴 岡 工 業 高 等 学 校 全 日 制

建 築 シ ス テ ム 科

本校 は、 明 治２ ８ 年 に 開 校 し た鶴 岡 町 立 鶴 岡 染 織 学 校

を 前 身 と し て、 大 正 九 年 に 山 形 県 立 鶴 岡 工 業 学 校 と し て

開 校 しま し た。 本 科 は 開 校 と 同 時 に 木 材 且芸 科 と し て 設

摺 さ れ、 大 正 １ ５ 年 ８ 月 に 建 築 科 と 改 称。 さ ら に 平 成 １

３ 年 に 現 在 の 建 築 シ ス テ ム 科 に 至 り ま し た。 こ れ ま で ３，

４ ４ ６ 名 の 卒 業 生 を 輩 出 し て お り ま す。

現 在 の 教 育 課 程 は、 少 子 化 等 に よ る 生 徒 数 の 減 少 に よ

り、 全 県 的 に ほ ぼ 均 等 に 学 科 改 編 が 実 施 さ れ る 中、 平 成

１ ３ 年 度 か ら 学 年 進 行 で ス タ ー ト し、 平 成 １ ５ 年 度 に 完

全 実 施 さ れ ま し た。 現 教 育 課 程 の ポ イ ン ト は、 「自 ら 学

ぶ カ リ キ ュ ラ ム」 と 「進 路 希 望 の 多 様 化 に 対 応 で き る 学

習 シ ス テ ム」 の 二 つ で あ り、 こ の 課 題 を ク リ ア す る た め

に 大 幅 な 選 択 制 を 導 入 す る こ と と な り ま し た。 選 択 科 目

の う ち、 居 住 環 境、 造 形、 建 設 実 習、 建 設 概 論 の 学 校 設

定 科 目 を 取 り 入 れ、 柔 軟 な 運 用 を 考 え ま した。 各 科 と も

就 職 関 係 ２、 進 学 関 係 １ の 計 ３ つ の 類 型 と 選 択 科 目 を 設

定 して お り、 本 科 は、 「建 築 技 術 者」 「土 木 技 術 者」 「

理 工 系 大 学 進 学 者」 の ３ コ ー ス が 選 択 で き ま す。 平 成 ２

１ 年 度 入 学 生 か ら は 建 築ま 法 改ｉＬに 伴 い、 一級 建 築 士 試

験 の 受 験 資 格 要 件 に 合 わ せ て 建 築 法 規 と 建 築 施 工 を 必 修

科 目 と し、 上 木 系 科 目 の 建 設 実 習 と 土 木構 造 設 司 が 除か

れ 現 在 に 至 っ て い ま す。 現 在、 平 成 ２ ５ 年 か ら 全面 実 施

と な る 新 教 育 課 程 へ の 移 行 を 研 究 中で す。

建 築教育 ニュ ース２０１０ １１
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山 形県建 築士 会 主 催 の 高 校 生 卒 業 設 計 デ サイ ン コ ン ク

ール には毎 年力 を 入 れ て 取 り 組 ん で お り、 平 成 ２ １ 年 度

に は、 設 計 お よ び 模 型 部 門 を 通 し て 最 優 秀 １， 優 秀 ３ の

上 位 入 賞 を 成 し 遂 け ま し た、

嘩毎１竿 茱 設 訂 ＿」ノ ツ ー ル Ｃπ貝５辰つ１こ二王 徒１こそ５

４ 山形 県立 新 庄 神 室 産 業 高 等 学 校 全 日 制

環境 デザ イ ン 科 （建築 コー ス）

本校は、 昭和 ３７ 年 に 創 立 した 新 庄 工 業 高 等 学校 を母

体と し、 平 成 １ ５年 ４ 月、 新 庄 農 業高 等 学 校 と 統 合 した

農業 と工業 一 体 型の 新 し いタ イ プの 専 門高 校 であ る。 当

初は 建設 シス テム 科 と建 築 テ ザイ ン科 の ２ 学 科 に土 木・

建 築 ・ イ ン テ リ ア の ３ つ の コ ー ス を 設 置 し て い た が、 平

成２１ 年度 よ り ２学 科 を 環 境 デ ザイ ン科 と して 改 編 し、

土木系 と建 築系 科 目 の 選 択制 と、 共通 科 目 と して テ ザイ

ンや環 境工 学 を履 修 す る カ リ キ ュ ラ ム を 編 成 した。 教 育

内容の特 徴 は、 実習 の 共 通 課 題と 選 択 課題 であ る。 共 通

課題は２ 年 次 で初 級 Ｃ Ａ Ｄ 検 定と レタ リ ン グ検 定、 平屋

建 て 住 宅 模 型 製 作、 パ ー ス 演 習 を 行 い、 ３ 年 次 は ２ 階 建

て 住 宅 模 型 の 製 作 を 行 う。 選 択 課 題 は ２ 年 次 に、 材 料 ・

施 工 実 習、 木 材 加 工 実 習、 デ ザ イ ン 実 習、 ３ 年 次 で、 施

工実習、 家 具製 作 実 習 ・ Ｃ Ａ Ｄ 実 習 か ら選 択 す る も の で

あ る
。

また、 平 成１ ６ 年 度 か ら３ か 年 に わ た り 文 部 科 学 省 「

目指せス ペ シャ リ ス ト」 事 業 の 指 定 を 受 け、 「屋 根 上 の

積雪 の有 無 と屋 上緑 化 が 室 内 温 度 に 及 ぼす 影 響」 に 関 す

る 研 究 に 取 り 組 ん た。 さ ら に 今 年 度 ま で の ３ 力 年、 文 部

科学省と 経 済産 業 省 か ら 「も の づ く り 産 業 担 い 手 育 成 モ

デル事業」 の指 定 を 受 け、 地 域 企 業 と の 連 携 に よ る 実 践

力の 向上 を 目指 し、 「建 築 大 工 技 能 検 定 ３ 級 試 験」 に 向

けた 外部 講 師招 聰 講 習 会 や、 教 員 の 企 業 研 修 （５ 日 間）

を 実 施 し て い る。 そ の 他、 本 校 の 特 色 で あ る デ ザ イ ン 分

野で は、 全 国高 等 学 校 デ ザイ ン選 手 権 に お い て、 優 勝 ２

回、 準 優 勝 ２ 回、 第 ３ 位 １ 回 な ど、 着 実 な 成 果 を あ げ て

い る
。

譲

・響　　 饗 幅騨㌻〆・

恥 鱗繕１
彦農 騨 澱 強 獅 禦

購灘 蟹 ご ㍗
露灘

；
縦 鶴

乙 冊 一 扁

５ 学 校 法 人 山 形 電 波 学 園

山 形 電 波 工 業 高 等 学 校 全 日 制

や ま がた 創 造 工 学 科 （住 環 境 テ ザイ ンコ ース）

本校 は、 昭 和 ２ ８ 年 に 山 形 高 等 無 線通 信 学 校と して 設

立 さ れ、 そ の 後 昭 和 ３ ６ 年 山 形 電 波 工 業 高等 学校 か 創 立

さ れ た。 建 築 科 は 昭 和 ４ ２ 年 に 設 置、 現 在 に 至 っ て い る。

平 成 ２ １ 年 に は、 そ れ ま で の ５ 科 体 制 を 発 展 的 に 改 組 し、

「や ま がた 創 造 工 学 科」 を 設置、 コ ー ス 制 を 導入 す る と

同 時 に 工業 科 の 中 の 進 学 コ ー ス であ る 「創 造 工 学 コ ー ス

」 を 設け る な ど普 通 科 志 向 にも 対 応 した 北 海道 ・ 東 北 地

区唯 一 の 私 立 工 業 単 科 高 校 であ る。

現 在 の 住 環 境 デ ザ イ ン コ ー ス は、 こ れ ま で の 士 木 科 ・

建 築 科 の 内 容 を 踏 襲 して 両 科 の 特 性 を 牛 か した 教 育 を 行

っ て お り、 実 験 ・ 実 習 ・ 現 場 見 学 な ど、 実 体 験 を 基 本 と

した 授 業 展 開 に 力 を 入 れて い る。 そ の 中 でも 特 に 力 を 入

れ て い る の が、 木 材 加 工 演 習 で あ る。 毎 年 ６ 月 に 行 わ れ

て い る 高 校 生 も の づ く り コ ンテ ス ト木 材 加 工 部 門 で は 過

去 ２ 回 東 北 プ ロ ソ ク 大 会 に 出 場 した 他、 技 能 検 定 ３ 級 （

建 築 大 工） の 合 格 者 も 多 数 輩 出 して い る。

そ の ほ か、 ３ 年 次 に 実 施 し て い る イ ン タ ー ン シ ノ プ や

現 場 見 学、 も の づ く り を 通 した 地 域 貢 献 活 動 と して、 学

校 最 寄 駅 の Ｊ Ｒ 高 擶 駅 周 辺 の 美 化 活 動 と して、 啓 蒙 看 板

の 設 置 や 駅 前 広 場 ヘ ベ ンチ 設 置 （天 童 市 へ 寄 贈） 等 積 極

的 に 取 り 組 ん で い る。

進 路 に つ い て は 例 年 ６ ０ ％ が 就 職、 ４ ０ ％ が 進 学 で あ

り、 就 職 に つ い て は 県 内 ・ 県 外 半 々 の 希 望 状 況 で こ こ 数

年 の 就 職 決 定 率 は １ ０ ０ ％ を 誇 っ て い る。

高 校 生 も の づ く り コ ン テ ス ト東 北 大 会 の 様 子

校 舎 正 面 と 鳥 海 山

東日本建築教育研究 会
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１８． 埼 玉 県 の 工 業 高 等 学 校 の 現 状

埼玉県立川越工業高等学校

山 口 浩 司

１． は じ め に

埼 玉 県 は、 １ ６ 校 の 県 立 工業 系 高 等 学 校 が あり ま す。

そ の 中 で、 建 築 科 は 東 西南 北 そ れ ぞ れ１ 校 に 設置 さ れて

お り ま す。

川 越 工 業 高 校 は 創 立 １ ０ ３ 年 の 伝 統 校 で あ り、 昭和 ８

年 に は 野 球 部 が 甲 子 園 に 出 場 し て い ま す。 ま た熊 谷工 業

高 校 は、 ラ グ ビ ー の 名 門 校 で、 平成 ３ 年 全 国 大 会優 勝 の

実 績 が あ り ま す。

さ て 建 築 科 は、 埼 玉 県 工 業 教 育 研 究 会 の 下 で、 「建 築

設 備 部 会」 と して 活 動 して い ま す。 こ の 部 会 は 建 築 科 の

先 生 方 の 研 修 と 親 睦 を 目 的 に 昭 和 ５ ０ 年 に 発 足 致 し ま し

た。 そ の 後、 昭 和 ５ ９ 年 に 浦 和 工 業 高 校 「設 備 シ ス テ ム

科」 が 新 設 さ れ、 現 在 ５ 校 で 部 会 を 運 営 して い ま す。

主 な 事 業 と し て

（１） 年 １ 回 総 会 ・ 研 究 発 表 ・ 外 部 講 師 を招 い た 講 演

会

（２） 年 ２ 回 建 築 設 備 部 会 委 員 会

（３） 製 図 展 各 校 の 文 化 祭 で 生 徒 作 品 を 巡 回 展 示

（４） 埼 玉 県 産 業 教 育 フ ェ ア に 部 会 と し て 「製 図 展」 を

実施

等 が あ り ま す。

建 築 科 の あ る ４ 校 を 紹 介 い た しま す。

２． 埼 玉 県 立春 日部 工 業高 等 学校

昭 和 ３ ９ 年 （１ ９ ６ ４ 年） に 創 設 さ れ、 今 年 で ４ ６ 年

目 を 向 か え る 工 業 高 校 で す。 建 築 科 ・ 機 械 科 ・ 電 気 科 の

３ 学 科 が 設 置 さ れ て い ま す。 埼 玉 県 東 部 に 位 置 し、 地 元

春 日 部 市 を 中 心 に 越 谷、 杉 戸、 岩 槻 を は じめ 茨 城 県 や 千

葉 県 の 生 徒 も 通 学 して い ま す。

校 訓 は、 「創 造 ・ 責 任 ・ 誠 実」 、 教 育 目 標 は、 「も の

づ く り の ワ ザ を み が く こ と を 通 じ て、 心 を 育 て、 人 づ く

り を す る」 こ と を 掲 げて い ま す。

部 活動 では、 ワ ン ダー フ ォ ー ゲル 部 が５ 年 連 続 関 東 大

会 に 出 場 し て い る 他、 陸 上 部 ・ ス キ ー 部 ・ 柔 道 部 な ど も

関 東 大 会の 常 連校 と し て活 躍 し てい ま す。 学 習 環 境 も 整

っ て い て、 生 徒 一 人 ひと り の 就 職 先 や 進 学 先 にあ う カ リ

キュ ラ ム を生 徒 自 身 が組 め る よ う な、 大 幅な 選択 制 を 取

り 入 れ て い ま す。

建 築 科 で は、 計 画 ・ 構 造 ・ 施 工 ・ 法 規 ・ 製 図 の 基 礎 基

本 を 学 び、 ３年 聞 で ２ 級 建 築 士 レ ベ ル の 内 容 を 目 指 し て い

ます。 ま た、 ２級 建 築 施工 管理 技術 士 試 験 （学科） 、 住

環境 福 祉 コー ディ ネー ター ３級 な ど の 資格 試験 に も 挑 戦

し、 合 格 者 も 年 々 増 加 し て い ま す。

建 築 製 図 で は、 東 日 本 建 築 教 育 研 究 会 の 設 計 コ ンク ー

ル で 毎 年 数 多 く 入 賞 を 果 た し て い ま す。

学 校 行 事 と し て、 「市 内 小 学 校 と の 交 流 事 業」 を 実 施

して い ま す。 小 学 校 の 昼 休 み に 生 徒 が お 邪 魔 し て、 建 築

科 で は 「ペ ン 立 て」 作 り や 簡 単 な 住 宅 模 型 を、 一 緒 に 作

り 交 流 を して い ま す。

３． 埼 玉 県 立 川 越 工 業 高 等 学 校

明 治 ４ １ 年 埼 玉 県 立 川 越 染 織 学 校 と して 開 校 し、 昭和

１ ２ 年 ４月 埼 玉 県 立 川 越 工 業 高 等 学 校 と 改 称 さ れ、 県 内

で 最 も 歴 史 あ る 工 業 高 校 で す。 校 訓 は 「誠 実 ・ 勤 勉 ・創

意」、 教 育 目 標 「豊 な 人 間 性 の 中 に 確 固 た る 信 念 と 実 力

の あ る 前 途 有 為 な 実 践 的 技 術 者 を 育 成 す る」 こ と を 掲 げ

て い ま す。

川 越 市 は、 埼 玉 県 の 西 部 に 位 置 し、 Ｊ Ｒ と 私 鉄 ２ 社 が

乗 り 入 れ て い る た め 交 通 の 便 が 大 変 良 く、 そ の た め 市 内

の 高 校 は 募 集 定 員 を 割 る こ と が あ り ま せ ん。

部 活 動 で は、 自 転 車 競 技 部 が 毎 年 イ ンタ ー ハ イ や 国 体に

出 場 し、 全 国 的 に 認 知 さ れ て い ま す。

設 置 学 科 は、 デ ザ イ ン 科 ・ 化 学 科 ・ 建 築 科 ・ 機 械 科 ・ 電

気 科 の ５ 学 科 ７ ク ラ ス で す。 ま た、 約 ７ ０ ％ が 就 職 希 望

者 であ る た め、 進路 指 導 の 一 環 と して 外 部講 師 を招 き、

面 接 指 導 に力 を 入 れて い ま す。

建 築 科 は、 生 活の 基 本 と なる 「住」 につ い て座 学 や製

図 を 通 して 理解 させ る と 共 に、 実習 で は椅 子作 りや 木工、

住 宅 模 型、 鉄筋 組 立 な ど、 実 際 に 体験 し な が ら 学習 させ

て い ま す。 最 近 で は、 技 能 検 定 に チ ャ レ ン ジ さ せ、 こ の

２ 年 間 で 「建 築 大工 ３級」 １ ０名、 「と び ３級」 １ ４ 名

が 合 格 し ま し た。

課 題 研 究 で は、 住 環境 福 祉 コー ディ ネー ター ３級 取得

を 念 頭 に し た 講 座 を 設 け、 合 格 を 目 指 し て い ま す。 ま た、

大 学 主 催 の 設 計 コ ン ペ も 講座 と し て力 を 入 れ、 今年 度初

め て 賞 を 取 る こ と が で き ま し た。 そ の 他、 特 別 支 援 学 校

へ 積 み 木 を 製 作 し 贈 呈 す る な どボ ラ ン ティ ア に も力 を入

れ て い ま す。

４． 埼 玉 県 立 大 宮 工 業 高 等 学 校 （全 日 制）

大 正 １ ４ 年 に 開 校 し、 ２ １，０ ０ ０ 余 名 の 卒 業 生 が 社 会

で 活 躍 して い ま す。 伝 統 の あ る 高 校 で、 卒 業 生 は 「宮 工

」 と い う 名 を 大 切 に 思 い、 わ が 国 の 技 術 を 支 え て き ま し

た 。

平 成 １ ３ 年 ５ 月 近 隣 の 市 と 合 併 し、 １ ０ ０ 万 都 市 「さ

い た ま 市」 が 生 ま れ ま した。 本 校 は 旧 大 宮 市 の 北 に 位 置

し、 住 所 も 北 区 と な り ま し た。 校 訓 は 「至 誠 一 貫 ・ 質 実

剛 健」 。 教 育 目 標 は 「現 代 工 業 の 基 本 的 知 識、 技 術 を 身

に つ け、 つ ね に 科 学 的 に 考 え、 行 動 に あ た っ て は 骨 身 を

惜 しま な い 実 学 の 徒 を 育 生 す る。 」 こ と を 掲 げて い ま す。

部 活 動 で は、 柔 道 部 が イ ン タ ー ハ イ １ ８ 年 連 続 出 場 し、

団 体準 優 勝 ・ 個 人優 勝 な ど輝 か しい 成 績 を 残 し てい ま す。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０
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機械科 ・ 電気 科 ・ 電 子 機 械 科 ・ 建 築 科 の ４ 学 科 が 設 置

さ れ、 専 門 分 野 を コ ー ス 制 に す る こ と で、 生 徒 の 目 的 に

応 じた学 習 を展 開 して い ま す。

建築科 で は、 将 来 設 計 士 と して の 基 礎 的 な 学 習 と デ ザ

イン演習 を 中心 と した 「設 計 デ ザイ ン コ ー ス」 と 大 工 ・

施工管理 者 な どの 技 術 者 と し て の 学 習 や 実 習 を 中 心 と し

た 「施 工 エ ン ジ ニ ア コ ー ス」 を 設 け て い ま す。 ま た、 技

能士 （２ 級 ３ 級） の 資 格 取 得 に 力 を 入 れて お り、 建 築

大工３級 施 行後、 高 校 生 で は 全 国 初 の ２ 級 合 格 者 を ３名

出 す こ と が で き ま し た。
華

バ
類

５， 埼 玉県 大 宮工 業 高 等 学 校 （定 時 制）

本校定 時制 は、 平 成 １ ２ 年 に 工 業 技 術 科 が 新 設 さ れ、

男女共学 の単 位 制 高 校 に 移 行 し ま した。 工 業 技 術 科 と い

うく くり の中 に、 機 械 類 型 と 建 築 類 型 が あ り、 生 徒 の 興

味関心に 応 じて 科 目 が 選 択 で き ま す。 定 時 制 高 校 と して

は、 県 内 唯一一の 建 築 が 学 べ る 学 校 で す。

今 年 度 の 生 徒 在 籍 数 は、 ２ ２ ８ 名 で、 こ の 数 は 年 々 増

加傾向に あり ま す。 ま た、 普 通 高 校 を 卒 業 した 後 に 専 門

科目を学 ぶた め に、 特 別 編 入 生 も 在 籍 して い ま す。

１年次 「工 業 技 術 基 礎」 で は、 計 算 技 術 検 定 合 格 に 向

けて 授業 を行 い、 後 半 は 各 科 に 別 れ 実 習 を 行 っ て い ま す。

２年 次か らは そ れ ぞ れ 選 択 し た 学 科 の 授 業 を 学 びま す。

課題研 究 では、 各 生 徒 が 取 り 組 ん だ 成 果 を 全 生 徒、 職

員、 保護 者の 前 で 発 表 す る 場 を 設 け、 下 級 生 に も 良 い 刺

激 に な っ て い ま す。

平 成 ２ ０ 年 か ら 「オ ー プ ン ス ク ー ル」 と 称 し て、 近 隣

住民 を対 象 に学 校 施 設 を 開 放 し取 り 組 み や 特 色 を 理 解 し

て い た だ い て い ま す。 建 築 類 型 で は、「親 子 木 工 教 室」

を 行 い ま し た。

６， 埼 玉県 熊 谷 工 業 高 等 学 校

昭和 ４１ 年 に 熊 谷 商 工 高 等 学 校 か ら 分 離 独 立 し、 ４ ３

年を迎 えた 工 業 高 校 で す。 設 置 学 科 は 建 築 科、 土 木 科、

電気科、 機 械 科、 情 報 技 術 科 の ５ 学 科 で、 「豊 な 個 人 の

育成」 ・ 「社 会 的 公 民 的 資 質 の 育 成」 ・ 「職 業 能 力 の 育

成」 を 教育 目 標 に 掲 げ、 工 業 技 術 の 修 得 に 力 を

入 れ て い る 工 業 高 校 で す。

本 校 は、 埼 玉 県 の 北 部 に 位 置 し、 北 は 利 根 川、 南 に は

荒川 が 流 れ、 風 光 明 媚 な 地 域 に あ り ま す。

部 活 動 で は、 ラ グ ビ ー 部 の ほ か、 近 年 は ソ フ ト テ ニ ス 部

の活躍 が顕 著 で、 関 東 大 会 出 場 の 常 連 校 と して 知 ら れ る

よう に な り ま し た。

平 成 １ ４ 年 度 に イ ン タ ー ン シ ッ プ を 導 入 し、 １ 学 年 全

生徒 を ３ 日 間 の 企 業 実習 に 行 か せ て い ま す。 県 内 の 工 業

高 校 の 先 駆 け と し て 注 目 さ れ て い る 学 校 行 事 の 一 つ で す。

建 築 科 で は、 計 画 ・ 構 造 ・ 施 工 ・ 法 規 ・ 製 図 の 基 礎 基 本

を 学 び、 ３年 次の 課 題 研 究 で は、 希 望 者 の 中 か ら 「デ ュ

ア ル シス テム」 と し て、 企 業 実習 や 大 学 の 講 座 に 参加 さ

せ、 こ れ は 県 内 で も 数 少 な い 教 育 の 一つ と し て 注 目 さ れ

て い ま す。 ま た、 「埼 玉 の 木 の 家 ・ 設 計 コ ン ペ 最 優ｉ秀 賞

連 続 受 賞」 、 「も の づく り コ ン テ ス ト 関 東 大 会 連 続

出場」 な ど、 意 欲 あ る 生 徒 達 が 育っ て い ま す。

平 成 ２ １ 年 度、 熊 谷 市 内 の 小 学 生 を 対 象 と し た 「あっ

た ら い い な こ ん な 家」 デ ザイ ン コ ン ク ー ル を 実 施 し ま

し た。 今 年 で ２ 回 目 で す が、 応 募 数 も か な り 増 え て 選 考

に 苦 労 し て い ます が、 興 味 関 心 を も っ た こ ども 達 が増 え

る こ と で、 工 業 高 校 建 築 科 の 生 徒 募 集 に 繋 が れ ば と期 待

し て い ま す。

７． お わ り に

埼 玉 県 も 少 子 化 の 中 で、 進 学 有名 校 は別 と し て も生 徒

募 集 に 大 変 苦 慮 し てお りま す。 工 業 高校 も 平 成 ２ ３度 １

校 が 募 集 停 止 し、 平 成 ２ ５ 年 度 か ら １ ５ 校 と な り ま す。

生徒 募 集 も 中 学 生 対 象 の一 日 体 験や 説 明 会 だ け で は、 限

界 が ある よう に 感 じ ら れま す。

埼 玉 の 工 業 高校 は 今、 小 学 生か ら「も の づ く り の 楽 し さ

」 を 生徒 と 共 有 さ せる 事業 を展 開 し てい ま す。 中 でも 川

越 工 業 高 校 は、 今 年 夏 休 み、 初 め て「ＮＰＯ川 越 こ ども 大 学

」 と 協 力 し て、 約 ２ ０ ０ 名 の 子 ど も た ち を 招 き、 「も の

づく り 体 験」 を 実 施 い た しま し た。 将 来 「工 業高 校 に 入

学 し た い 子 ど もた ち」 が増 える こ と を期 待 し て いる と こ

ろ で す
。

さ て景 気低 迷 が 続く 中、 建 設 業 界 もこ の 荒 波に さ らさ

れ、 埼 玉 県 で も 採 用 の 手 控 え を 強 く 感 じ ま す。

そこ で、 入 学 生の 進路 保障 を確 実 にす る ため に専 門教 育

の 充 実 と 共 に、 「イ ン タ ー ン シ ッ プ」 や 「デ ュ ア ル シ ス

テム」 な どの 企 業 実習 を積 極 的 に取 り 入 れ、 早い 段 階 か

ら 興 味 関 心 を 持 た せる こ と が 必 要 で ある と思 いま す。 今

後こ れ に つ い て も 建築 設備 部 会 で協 議 で き れ ばと 考え て

おり ます。 先 進 的 に 行 わ れ て い る 学 校様 があ り ま した ら、

是 非 ご紹 介 い た だ け れ ば幸 い で す。
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１９． 神 奈 川 県 報 告

神奈川県立小田原 城北工業高等学校

鈴 木 啓 之

１， 神 奈 川 県 立 神 奈 川 工 業 高 等 学 校 全 日 制 建 設 科

横 浜 ベ イ ブ リ ッ ジ を バ ッ ク に 赤 レ ン ガ 倉 庫 ・ 大 桟 橋 を

見渡 す １ ０ 階 建 校 舎 の 本 校 は 明 治 ４ ４ 年 に 神 奈 川 県 立 工

業 学 校 と して 設 立 さ れ た。 創 立 当 初 は 建 築 科 と し て 設

置 さ れ、 平 成 ３ 年 に 建 設 科 へ と 学 科 改 編 が 行 わ れ た。

平 成 ２ ３ 年 に 創 立 １ ０ ０ 周 年 を 迎 え る 県 内 で 最 も 歴 史 あ

る 工 業 高 校 で あ る。 卒 業 生 も ３ 万 人 を 超 え、 神 奈川 の

み な ら ず 日 本 の 工 業 を 支 え 活 躍 を し て い る。 こ こ 数 年

は大 学 進 学 を 希 望 す る 生 徒 が 増 え て お り、 約 １ ／ ３ の 者

が 大 学 進 学 を して い る。

本 校 建 設 科 で は、 １

年 で 木 構 造 を 中 心 に 行

い、 ２ 年 で 鉄 筋 コ ン ク

リ ー ト構 造、 鋼 構 造 の

授 業 を 行 っ て い る。 実

習 で は 木 材 加 工 か ら実

物 大 の 木 造 軸 組 ・ 鋼 構

造 の 施 工 実 習 を 行 っ て 校 舎

い る。 そ し て、 製 図 ・ 課 題 研 究 で の 自 主 設 計、 卒 業 設 計

等 を 通 して 生 徒 の 創 造 力 を 育 む こ と を 中 心 に 社 会 で 活 躍

でき る 人 材 の 育 成 を 目 指 して い る。

ま た、 来 年 度 に 開 催 さ れ る 東 日 本 建 築 教 育 研 究 会 神 奈

川 大 会 は 創 立 １ ０ ０ 周 年 を 迎 え る 本 校 を 会 場 と して 行 う

予 定 で あ る。

２ 神 奈川 県 立 神 奈 川 工 業 高 等 学 校 定 時 制 建 設 科

本 校 は 近 隣 に 「み な と み らい 地 区」 の 高 層 ビル 郡 の 夜

景 を 望 み、 高 層 建 築 の 校 舎、 全 館 冷 暖 房 等、 教 育 環 境 に

は 恵 ま れ た 学 校 で あ る。

明 治４４年 に 全 日 制 は 開 校 し、 定 時 制 は 大 正５年 に 開 校 し

た。 戦 前 ・ 戦 後 の 学 制 改 革 を 経 て 今 日 に 至 る。 来 年 度 （

２０１１） は１００周 年 記 念 の 行 事 も 予 定 さ れ て い る。

現 在 の 定時 制 課 程 は 機 械 科２ク ラス ・ 建 設 科 （建 築） １

ク ラ ス ・ 電 気 科１ク ラ ス の 計４ク ラ ス の 編 成 で あ る。

教 育 課 程 は 四 修 制 を 基 本 と す る が 三 修 制 を 取 り 入 れ た

一 部 の 生徒 は ３年 生で 卒業 す る。 履 修 は 普通 科 目４５単 位、

専 門 科 目３１単 位 （構 造、 計 画、 設 計、 施 工、 法 規、 製 図

等） で あ る。 実 習、 課 題 研 究 で は、 製 図 コ ン テ ス ト の 参

加 や 材 料 実 験、 測 量、ＣＡ Ｄ、 木 工 実 習 等 を 取 り 入 れ て い る。

進 路 につ い て は 大 半

の 生 徒 が就 職 し、 進学

は 少 数 で ある。 就 職先

は 建 設 業、 製 造 業、 運

輸、 サ ー ビ ス 業 等 様 々

であ り 進 学に つ い ても

４年 制 大 学や 専 門 学校

と 多 岐 に わ た っ て い る。
木 工 実 習 風 景

３． 神 奈川 県立 向 の 岡工 業 高 等 学 校 全 日 制 建 設 科

本 校 が ある 川 崎 市 は、 古 く か ら工 業 地 帯と し て 栄 え、

さま ざま な産 業 分 野 で神 奈 川 県 や日 本の もの づく り を 支

え て いま す。 ま も なく 創 立 ５０ 周 年 を迎 え、 伝統 を 守り

な が ら も、 新 た な チ ャ レ ン ジ を し て い く 節 目 に 立 っ て い

ま す。 本 校 の 特 色 と して、 春 季 と 秋 季 に 行 わ れる 『施 設

見 学』 と 年 ２ 回 行 わ れる 『も の づ く り 講 演 会』 があ り ま

す。 生 徒 は こ の よ う な 行 事 か らも、 も の づ く り に 対 して

の 興 味 関 心 を 抱 き、 成 長 し て い ま す。

本 校 の 建 設 科 は、 『建 築 コ ー ス』 と 『都 市 工 学 コ ー ス

』 が あ り、 １ 年 次 は 共 通 科 目 を 履 修 し ま す。 そ し て、 ２

年 次 か ら 各 コ ー ス に 分 か れ、 専 門 の 勉 強 を し て い き ま す。

建 築コ ー ス の 最 近の 取 り 組 み では、 全 国産 業教 育 フ ェ ァ

神 奈川 大 会 に お い て モ ニ ュ メ ン トの 作 成、 も の づく り コ

ンテ ス トへ の 参 加、 大 学 主 催 の コ ン ペ に 参 加 等 が あ り ま す。

普 段 の 勉 強 に 加 え、 こ の よ う な 取 り 組 み か ら、 将 来 の

も の づく り ス ペ シャ リ ス トに 必 要 な基 本知 識や 技 能 をみ

が い て い ま す。

岡 本 太 郎 作 の モ ニ ュ メ ン トと 本 校 校 舎 モ ニ ュ メ ン ト

５． 神 奈 川 県 立 藤 沢 工 科 高 等 学 校 全 日 制

総 合 技 術 科 建 築系

本 校 は、 県 立 高 校 改 革推 進 計画 に 基 づき、 こ れ か らの

工 業 分 野 で 総 合 的 な 視 野 をも って 活躍 す る 人材 の育 成を

目 的 に、 平 成１ ５年 ４月 に 総 合技 術科 の１ 科 で 開 校 しま

し た。 工 業 技 術 ・ 技 能 を 幅 広 く 学 習 す る と と も に、 系 類

型 科 目 や 普 通 科 類 型 科 目、 自 由 選 択科 目 の 設置 し て いる。

ま た、 専 門 分 野 を 深 め る こ と や 進 学 し て 継 続 的 に 学 ぶこ

と が で き る 教 育 内 容 を 提 供 し、 生 徒 の 進 路 希 望 や 学習 目

的 に 応 じた 教 育 活 動 を展 開 し て い ま す。 １ 年 次 は 全員 で

共 通 科 目 を 学習 し、 ２ 年 次 で は 興 味 ・ 関 心 や 進 路 に 合わ

せ て 専 門 の 系 を 選 択、 基 本 的 な 専 門 知 識 を 学 習 しま す。

さ ら に 建 築 系 で は、 本 校 の 教 育 活 動 を よ り 理 解 し て もう

た め に、 地 域 と の 交 流 を 図 る 取 り 組 み に力 を 注 い で いま

す。 ３ 年 の 課 題 研 究 で は、 モ ニ ュ メ ン ト と 称 し た 木 組 み

の 巨 大 工 作 物 を 制 作 し 文 化 祭 に 展 示 を して い ま した。 昨

叢 届
一
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年 度 の モ ニ ュ メ ン ト は 横 浜 の マ リ ン タ ワ ー を 模 した 形 で

制 作 し、 ２００９年ｌｌ月 に 開 催 さ れ た 全 国 産 業 教 育 フ ェ ア 神
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奈川 大 会 に 出 展 し ま し た。 例 年、 モ ニ ュ メ ン ト に 再 加 工

を 施 し 工 作 体 験 用 の キ ッ ト を 制 作 し て い ま す。 こ の キ ッ

トを用 いて 地 域 で 開 催 さ れ るイ ベ ン ト や 本校 の 交 流 行 事

にて工作体 験 教 室 の 実 施、 小 学 校 を 対 象 と し た 出 前授 業

を 行っ て い ま す。 生 徒 は … 般 の 方 と の 交 流 を 通 し て、 教

える こ と の 難 し さ や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 大 切 さ を 肌 で

感じ、 「教 え る こ と で 教 わ るこ と」 と いう 体 験 を し て い

る。 今後も、 も の づく り を 通 し て 次 世代 を担 う 『ひ と づ

くり』 教育 を 実 践 し て い き た い。

６． 神奈 川県 立 小 田 原 城 北 工 業 高 等 学 校 全 日 制

建設科

本校 は、 昭 和 ３ ６ 年 に 創 立 さ れ、 平 成 ２ ３ 年 度 に は 創

立５ ０ 周 年 を 迎 え る。 工 業 高 校 と し て は、 県 西 端 部 に 位

置 し、 東 に 清 流 酒 匂 川、 西 に 霊 峰 富 士 を 望 み、 現 在 で も

田園風景が広 がる 白然 環 境に 恵ま れ た環 境 の中 に あり ま す。

本校 では、 地域 に 根 ざ し た も の づく り や 人 づく り に 努

め て い ま す。 も の づ く り で は、 地 域 の 企 業 な ど と 連 携 し、

かま ぼこ板 を 再利 用 し た小 物 づく り や、 地域 の伝 統 で あ

る小田 原提 灯 の制 作 し てき ま し た。 ま た 近年 は、 小 田 原

提灯を 模 した ベ ン チ を制 作 し、 地域 の 商 店 街 や 老 人ク ラ

ブな ど で 利 川 し て い た だ い て お り ま す。 人 づ く り で は、

イ ンタ ー シ ッ プ 制 度 を 活 用 し、 近 隣 の 企 業 に ご 協 力 を い

た だ き、 就 労 体 験 に よ っ て、 勤 労 意 欲、 職 業 観 を 養 い、

それに より 自 ら が 目 的 意 識 を も ち、 意 欲 的 に 学習 に 取 り

組 む 姿 勢 を 養 う こ と に 努 め て お り ま す。

かま ぼこ板 に よ る 小 物 製 作 ベ ン チ

７． 神奈 川 県 立 磯 子 工 業 高 等 学 校 全 日制 建 設 科

本 校 は、 ｌｉ召和 ３ ６ 年 に 設 置 さ れ、 翌 ３ ７ 年 に 開 校 し た。

開校当初 は 土 木科 であ っ た が、 平成 ３年 の学 科 改 編 によ

り土木科 か ら 建 設 科と なっ た。 本校 の 教 育 目標 「健 康」

「明朗」 「勤 勉」 のも と、 将 来 のス ペ シ ャリ ス ト を 目 指

し、 も の づ く り、 資 格 取 得、 部 活 動 等 に 積 極 的 に 取 組 み、

建設科と なっ た 後 も

土木科と し て 県 内 外

の職場で 活 躍 する 人

材 を 育 て て き た。 平

成 ２１年 度 入 学生 か

ら教育 課 程 ヒで建 築

コ ー ス、 土 木 コ ー ス

を明確 に 設 定 する こ

と によ り、 ２ 年 次 か

ら 各 コ ー ス に 分 か れ

て 授 業 展 開 し て い る。
校 舎

本校 の 生徒 は卒 業後 す ぐ に実 社 会へ 出る も の が ほと ん

どで あ っ た が、 近 年 は 進 学 す る も の も 増 え て い る。

今ま で は、 Ｌ 木 科 の イ メ ー ジ が 強 い 学 校 で あ っ た が、

部 活動 にも、 建 築 研 究 部 を新 設 し、 コ ン ペ 等 に も 積極 的

に 応 募 し て い る。

昭和 ４ ４ 年 に 環 境 美化 優 良 校と し て 教育 委員 会よ り 表

彰 を受 け、他 校 に 先 駆 け て 環 境 教 育 を 実 践 し、現 在 も 環境

教 育 を 学校 目標 に掲 げ、実 習、課 題 研 究、部 活 動 等 を 通 じ

口 常 的 に環 境美 化 活動、 校 内 の環 境 整備 等 に取 組 んで いる。

８． 川 崎 市 立 川 崎 総 合 科 学 高 等 学 校 全 日 制

建 設工 学 科

本校 は、 昭和 ３８ 年４ 月、 産業 教育 の振 興と 生徒 の急

増 対策 の一 環 と して、 川 崎市 民の 要望 と期 待の もと に募

集 を 開 始 し た。 創 立 当 初 の

規 模 は ３科 ７学 級 で あっ た

が、 そ の 後 学科 の 新 設や 改

変 を行 い現 在、 全日 制 ６ 学

科 ６ 学 級 ３ 学 年。 定 時制 ３

科 ３学 級 ４ 学年 とな っ て い

る。 ま た、 平 成 ２ ０ 年 度 よ

り 工 業 科 の 教 育 課程 を大 幅

に 改訂 し、 専 門 高 校 で学 ん

だ “ 知 識 ・ 技 術 ” を
、 職 場

での 実 践 や 大学 での 継 続 学 校 舎

習 を通 じて さ ら に向 上 さ せ る た め に、 「も の つ く り の 要

」 と して 活 躍 で き る 実力 を 養 成 す る エ ン ジニ ア 系 統。 各

工 業科 の 専 門科 目か ら６ 単 位 を 数 学 ・ 物 理 な どに 振 り 分

けて 学 習 し、 理 論系 講義 に 対 応 で き る よ う に す る 進 学 サ

ポ ー ト系 統 の ２ つ の 系 統 を 設 け て い る。 建 設 工 学 科 は ２

年 次 よ り コ ー ス 制 を と り、 そ れぞ れの 進 路 希 望 に 応 じて

建 築 デ ザ イ ン ・ 都 市 シ ス テ ム の ど ち ら か を 選 択 す る。 本

科 では 建 設 の 基 礎 教 育 や 共 生 を 重 視 した 人 間 教 育 と 中 堅

技 術 者 の 養 成 を 目 指 し、 多 く の 人 材 を 世 に 送 り 出 す と 共

に 地 域 社 会 の 経 済 発 展 を 支 え る 大 き な 役 割 を 果 た して き

て い る
。

９． 横浜 市 立 鶴 見 工 業 高 等 学 校 全 日 制 建 築 科

本 校 は、 昭 和 １ １ 年 に 横 浜 市 立 鶴 見 工 業 実 習 学 校 と し

て 開 校 し て か ら ７ ４ 年、 平 成 ２ ３ 年 ３ＪＪ ３ Ｕ Ｉを も っ て

閉 校 す る こ と に な

り ま し た。 後 継 の

学 校 は あ り ま せ ん

の で、 ま さ し く 学

校 の 歴 史 を 閉 じる

こ と に な り ま し た。

東 日 本 建 築 教 育 研

究 会 の 会 員 校 の 皆

様 に は、

と う ご ざ い ま し た。

灘筆寓
瓢

蒸 轡・ ゼ峯
襟 購

職 ・ ～ 幌
、

建築 実習風景

こ れ ま で 色 々 な 場 而 で ご支 援 を い た だ き あ り が

創 立 時 は 機 械 科 ・ 電 気 科 で 出 発 した 本 校 に、 建 築 系 の

学 科 が 設 置 さ れ た の は、 昭 和 ２ ４ 年 ３月 ３ １ 日 の 建 設科

設 置 に よ り ま す。 建 設 科 は、 建 築 と 土 木 の コ ー ス か ら な

る 学 科 で、 昭 和 ３ ８ 年 ４ 月 に 建 築 科 と 土 木 科 が 独 立 して

設 置 さ れ 現 在 に 至 っ て い ま す。 以 後、 建 築 科 は、 教 職 員

に 各 分 野 の 専 門 家 を 擁 し て、 「設 計 製 図」 を 中 心と す る

独 自 の 建 築 教 育 を 展 開 し て き ま し た。 今 は、 全 国の 設計

競 技 に 参 加 して 多 数 の 生 徒 が 入 選 する な ど、 当 時の 活 躍

が 夢 の よ う に 偲 ば れ ま す。

転建築教育研究会
一４１一

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０
．
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２０．事 務 局 報 告

１． 大 会 開 催 都 道 県 に つ い て

現 在、 開 催 順 を 下 記 の 通 り 計 画 を して お り ま す。

２３ 年 ２４年 ２ ５年 ２６年 ２ ７年 ２８年 ２９年

神奈川 宮 城 新 潟 茨 城 山 形 千 葉 愛 知

決 定 決 定 決 定 決 定 決 定 決 定 決 定

２． 東 日 本 建 築 教育 研 究 会 Ｈ Ｐ を ご利 用 く ださ い。

各種 要綱 ・ 案 内、 申 し 込 みフ ォ ーム な ど が掲 載さ れて お り ま す。

ｈｔｔｐ＝〃ｗｗｗ．ｇｅｏｃｉｔｉｅｓｊｐｌｈｎ
＿
ｋｌ《１《

連

１

２

３
．

４
．

☆事務局

絡

東日本建築教育研究会刊 行物の、 ご利用 をお願いいたしま す。

準会員

【申請】 小林 克也 東京都立工芸高等学校

退 会 県立 珠洲実業高等学校

県立 大船渡東高等学校

会員 校数１４２校

事務局

☆所在地

東京都立葛西工業高等学校・建 築科内

事務局長 鈴木 隆 ／ 会 計 遠藤 悟

〒１３２－００２４ 東 京 都 江 戸 川 区 一 之 江 ７ － ６ ８ －ｌ

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ３ － ３ ６ ５ ３ － ４ １ １ １ Ｆ Ａ Ｘ Ｏ ３ － ３ ６ ７ ４ － ６ １ ８ ７

Ｅ メ ー ル ＜ ｈ ｉ ｇ ａ ｓ ｉ ｊ ｉ ｍ ｕ ＠ ｙ ａ ｈ ｏ ｏ． ｃ ｏ． ｊ ｐ ＞

次期神奈川大会を もって、 本部事務局は蔵前工業高等学校に代わります。

５． 会 員名 簿 の 訂 正

平成２２年度の会員名簿不備 がありま した。 関係の皆様には ご迷惑をお掛けいた しま した。

お 詫 び申 し上 げま す。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０，１１
一 ４２ 一

東 日本建築教育硯



平 成 ２２ 年 度 会 員名 簿 正 誤 表

頁 誤 正

３ 福井 加藤 純一 （福井） 福井 加藤 純一 （福井工 大付）

１－０１

７ 北海道旭川 工業高等学校 〔全日制〕

教 頭 小幡 圭二 削除

１５－０２

３１ 山梨県立 甲府工 業高等学校 〔定時制〕

ＦＡＸ：０５５－２５１－３３８５ ＦＡＸ＝０５５－２５１－３４１５

１９－０４ １ ９－０３
３５

金沢市立 工業高等学校 〔全日制〕 金沢市立 工業高等学校 〔全日制〕

１９－０５ １９－０４

３５ 金沢市立 工業高等学校 〔定時制〕 金沢市立 工業高等学校 〔定時制〕

２２－０１

３８ 愛知県立 愛知工業高等学校 〔全日制〕

建築科 （建築コース） 建設科 （建築コース）

学校法人環境造形学園インテリアセンタースクール

追加 専門学校ＩＣＳカレッジオ ブアーツ

理事長 四方田 良紀

ＴＥＬ：０３－５７０１－２２１１ ＦＡＸ：０３－５７０１－２２１２

４７
〒１５２－００２２

東 京 都 目 黒 区 柿 の 木 坂１－５－６

学生課 品田 亨

工 業系専 門学校

学校法人中央 工学校

中央工 学校ＯＳＡＫＡ

学校長 中野 吉晟
４８

ＴＥＬ：０６－６８６６－５３１１ ＦＡＸ：０６－６８６６－５３１２

〒 ５６１－０８７２

大阪府豊中市寺内１丁目１ －４３

企画広報室 原 充介

工業系専門学校

追 記 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・３Ｄ モ デ リ ン グ ・ 作 図 実 習 に ！

ＭｉｃｒｏＧＤＳ ＭｉｃｒｏＧＤＳ

試用 版をお試 しくださ い 試用版をお試 しください

広 お申し込み はこち ら お申 し込みはこちら

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ』ｎｆｏｍａｔｉｘ．ｃｏＪｐ／ｍｇ／ｓｕｐｐｏｒｔ／ｄｏｗｎｌｏａｄ／ｍａｌｎ．ｈｔｍＩ

生
口

Ｐｉｒａｎｅｓｉ５ Ｐｉｒａｎｅｓｉ５

体験版をお試 しくださ い 体験版をお試しく ださい

お申し込みはこちら

ｈｔｔｐ：〃ｗｗ ｗ．
ｉｎｆｏｍａｔｉｘ．ｃｏＪｐ／ｐｉｒａｎｅｓｉ／ｓａｌｅｓ／ｃｄｒｏｍ．ｈｔｍｌ

※ その他訂正等お気付きの点があり ました ら下記 事務局までお知 らせください。

東京都立葛西工業高等学校・建築科 鈴 木 隆

〈ｈｉｇａｓｉｊｉｍ ｕ＠ｙａｈｏｏ．ｃｏ．ｊｐ＞

旧本建築教育研究会
一 ４３一

建 築 教 育 こ ユ ー ス ２０１０
，
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２１．編 集 後 記

お 陰 様 に て 「建 築 教 育 ニ ュ ー ス」 ２０１０年 号 を 完 成 す る こ と がで き ま した。 今 年 度 よ り， 編 集

委員会の一員と して， 微力ながら編集業務を担当させて 頂く ことになり ました。 慣れな い編集作

業 で した の で， 失 礼 な 対 応 等 も あ っ た と 思 い ま す が， 皆 様方 の ご協 力 で 無 事， 今日 を 迎え る こと

がで き ま し た。

教育活動にお忙しい中， 原稿依頼快諾頂き，
ご執筆頂きま した先生方に感 謝申し上 げま す。

２ ０ １ ０．１ １

編 集 担 当

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０．１１号

発 行 日

編 集

発 行

事 務 局

編集事務局

口Ｆ 唖掃

平 成２２年１１月

編集 委員会 小島 聡 （東総工） 小関

遠藤 啓史 （京葉工）

東日本建築教育研究会 （会長 平林 博）

〒１３４－０００３ 東 京 都 江 戸 川 区 一 之 江７－６８－１

ＴＥＬ Ｏ３－３６５３－４１１１

ＦＡＸ Ｏ３－３６７４－６１８７

東京都立葛西工業高等学校 （事務局長 鈴木 隆）

〒２８９－２５０５ 千 葉 県 旭 市 鎌 数 字 川 西５１４６

ＴＥＬ Ｏ４７９－６２－２５２２

ＦＡＸ Ｏ４７９－６２－４４２５

千葉県立東総工業高等学校 （編集委員長 小島 聡）

（株） テンクウー

茂雄 （東総工）

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２００９．１１
一４４一

東日 本建築教育瞳臼


